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わ
が
国
の
主
要
な
農
産
物
の
中
で
消
費
量
が
増
加
基
調
な
も
の
と
し
て
、

小
麦
や
肉
類
、牛
乳
・
乳
製
品
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、そ
の
う
ち
牛
乳
・
乳
製

品
は
国
内
生
産
量
が
減
少
し
、輸
入
量
が
増
加
し
て
い
る
。

国
内
の
生
乳
生
産
量
は
一
九
九
六
年
以
降
、一
貫
し
て
減
少
し
、二
〇
一

八
年
は
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
一
六
％
少
な
い
が
、こ
の
間
、北
海
道
で
は
一
二

％
増
、都
府
県
で
は
三
五
％
減
と
、対
照
的
な
推
移
を
た
ど
っ
た
。同
時
期

に
、都
府
県
で
は
酪
農
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
大
規
模
経
営
が
生
ま

れ
、地
域
に
よ
っ
て
は
過
半
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
が
、

生
産
縮
小
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。こ
の
ま
ま
都
府
県
の
家
族

経
営
は
消
滅
し
、わ
が
国
の
酪
農
は
北
海
道
と
都
府
県
の
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム

だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。あ
る
い
は
、都
府
県
の
家
族
経
営
の

動
向
は
、北
海
道
と
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
の
行
く
末
を
暗
示
し
て
い
る
の
か
。

は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、都
府
県
の
家
族
経
営
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。最
近
に
な
っ
て
、都
府
県
酪
農
を
念
頭
に
置
い
た
行

政
施
策
が
策
定
さ
れ
、そ
れ
自
体
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、重
要
な

の
は
都
府
県
酪
農
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
描
く
こ

と
で
あ
る
。

例
え
ば
、一
九
年
一
一
月
の
第
七
一
回
日
本
酪
農
研
究
会
で
発
表
し
た
有

限
会
社
石
田
牧
場（
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
）は
、住
宅
が
隣
接
す
る
立
地
条

件
を
活
か
し
、「
一
人
で
も
多
く
の
人
と
交
流
し
酪
農
に
つ
い
て
発
信
す
る

こ
と
」を
理
念
と
す
る
。そ
の
た
め
に
農
場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
を
取
得
し
て

経
営
成
績
の
改
善
に
つ
な
げ
、六
次
産
業
化
に
も
取
り
組
む
。つ
ま
り
、自

社
乳
製
品
の
安
全
・
安
心
を
消
費
者
に
直
接
伝
え
ら
れ
る
最
大
の
メ
リ
ッ

ト
を
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
に
よ
り
検
証
す
る
と
と
も
に
、経
済
性
に
結
び
付

け
て
い
る
の
だ
。

国
産
乳
製
品
の
安
全
・
安
心
は
、今
後
も
増
加
す
る
輸
入
乳
製
品
に
対

抗
す
る
た
め
の
重
要
な
切
り
札
で
あ
る
。そ
の
立
役
者
と
な
り
得
る
酪
農
・

乳
業
団
体
に
は
、安
全
・
安
心
を
イ
メ
ー
ジ
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
で
は
な
く
、

検
証
可
能
な
制
度
と
し
て
構
築
し
、す
べ
て
の
日
本
酪
農
を
包
摂
す
る
よ

う
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

秋田県立大学生物資源科学部教授

うかわ ひろき
1956年生まれ。北海道大学農学部卒。博士（農学）。農
林省草地試験場、農林水産省農業研究センターなどを
経て、2009年から現職。専門は農業経営学。主な著書に

『北海道酪農の経営展開』（農林統計協会）、『転換期の
水田農業』（共編著・農林統計協会）など。

鵜川 洋樹

家族酪農の発信力

観
天

望
気
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施
設
の
大
型
化
、最
新
式
の
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
な
ど
、大
規
模
経
営
と
技
術
革
新
で
着
実

に
発
展
し
、日
本
の
酪
農
を
リ
ー
ド
す
る
北
海
道
酪
農
。メ
ガ
ロ
ボ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
化
す
る
経

営
体
が
相
次
ぎ
、今
や「
ア
ジ
ア
の
酪
農
王
国
」と
も
言
わ
れ
る
。今
後
は
輸
入
乳
製
品
へ
の

対
応
が
課
題
と
な
る
。

「
ア
ジ
ア
の
酪
農
王
国
」
北
海
道

さ
わ
や
か
な
風
が
吹
き
渡
る
広
大
な
牧
草
地
、の
ん

び
り
と
草
を
は
む
牛
た
ち
、搾
り
た
て
の
牛
乳
や
手
作

り
チ
ー
ズ
、そ
れ
ら
が
原
料
の
魅
力
的
な
ス
イ
ー
ツ
…
。

北
海
道
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
き
、こ
う
し
た
光
景
を

思
い
浮
か
べ
る
日
本
人
は
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
か
。

北
海
道
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
の
姿
を
見
る
と
、国

外
、特
に
近
隣
の
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
そ
う
か
も
し
れ
な

い
。明
治
維
新
後
の
北
海
道
開
拓
と
と
も
に
酪
農
が
始

ま
っ
て
か
ら
約
一
五
〇
年
。数
多
く
の
酪
農
家
の
挑
戦

と
努
力
に
よ
っ
て
、北
海
道
は
今
や
世
界
が
認
め
る「
ア

ジ
ア
の
酪
農
王
国
」と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、北
海
道
も
都
府
県
同
様
、酪
農
家
戸
数

は
減
る
一
方
だ
。農
林
水
産
省
の
畜
産
統
計
に
よ
る
と
、

二
〇
一
九
年
二
月
時
点
の
北
海
道
の
乳
用
牛
飼
養
戸
数

は
五
九
七
〇
戸
で
、こ
の
二
〇
年
間
で
四
二
％
も
減
少

し
た
。

一
方
で
生
乳
生
産
量
は
ほ
ぼ
右
肩
上
が
り
で
推
移
し

て
き
た
。農
林
水
産
省
の
牛
乳
乳
製
品
統
計
に
よ
れ
ば
、

一
八
年
度
の
北
海
道
の
生
乳
生
産
量
は
三
九
七
万
㌧
。

生
産
調
整（
減
産
型
計
画
生
産
）が
実
施
さ
れ
た
〇
六

年
度
以
降
は
足
踏
み
を
強
い
ら
れ
た
年
も
あ
っ
た
が
、

過
去
二
〇
年
間
で
は
一
〇
％
近
く
も
増
加
し
て
い
る
。

酪
農
家
戸
数
が
減
っ
て
い
る
の
に
生
乳
生
産
量
が
拡

大
し
て
い
る
の
は
、個
体
乳
量
や
飼
養
管
理
技
術
の
向

上
な
ど
不
断
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
、酪
農
家
が
規
模
拡

大
や
法
人
化
・
共
同
経
営
化
、つ
ま
り
年
間
出
荷
乳
量

一
〇
〇
〇
㌧
以
上
の
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
へ
と
発
展
を
遂
げ

る
こ
と
で
、農
地
や
乳
牛
な
ど
地
域
の
資
源
を
吸
収
し
、

生
産
基
盤
を
維
持
・
拡
大
し
て
き
た
た
め
だ
。ホ
ク
レ

ン
の
調
べ
に
よ
る
と
、総
受
託
乳
量
に
占
め
る
メ
ガ
フ

ァ
ー
ム
の
合
計
乳
量
の
割
合
は
年
々
上
昇
し
て
お
り
、

〇
三
年
度
に
は
一
八
％
（
六
八
万
㌧
）だ
っ
た
が
、一
八

年
度
は
四
八
％
（
一
八
三
万
㌧
）ま
で
拡
大
し
た
。

人
手
不
足
が
規
模
拡
大
の
足
か
せ
に

と
こ
ろ
が
、こ
う
し
た
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
に
よ
る
生
産

資
源
の
吸
収（
規
模
拡
大
）も
、数
年
前
か
ら
一
筋
縄
で

は
い
か
な
く
な
っ
て
い
る
。そ
の
最
大
の
要
因
は
、深
刻

な
人
手
不
足
だ
。少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
む
中
、

メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
も
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
働
き
手
を
確
保

す
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。意
欲
あ
る

若
者
を
雇
用
し
よ
う
と
、札
幌
で
開
か
れ
た
就
農
イ
ベ

ン
ト
に
ブ
ー
ス
を
出
展
し
た
北
海
道
十
勝
管
内
の
メ
ガ

フ
ァ
ー
ム
は「
話
を
聞
き
に
来
た
の
は
数
え
る
ほ
ど
」と

人
員
確
保
の
難
し
さ
に
頭
を
抱
え
る
。道
北
の
農
協
組

合
長
も「
牧
場
の
パ
ー
ト
は
時
給
一
〇
〇
〇
円
で
は
ま

さいとう ゆうき
1975年埼玉県生まれ。信州大学人文学部卒業。2011年酪農
乳業速報北海道支社編集部長、13年取締役北海道支社編集
部長、17年常務取締役北海道支社長を経て、19年から現職。
農業誌等にも酪農・乳業のタイムリーな話題を寄稿。

メ
ガ
ロ
ボ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
化
進
む
北
海
道
酪
農

特
集
　
酪
農
経
営
最
前
線
：
N
O
W

株式会社酪農乳業速報 
専務取締役北海道支社長

斉藤 裕基 SAITO Yuki
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ず
確
保
不
可
能
。二
〇
〇
〇
円
で
も
良
い
顔
を
し
な
い
」

と
嘆
く
。

メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
の
多
く
は
、生
産
意
欲
が
な
い
わ
け

で
も
、新
規
投
資
の
余
力
が
な
い
わ
け
で
も
な
い
。む
し

ろ
全
国
的
な
生
乳
不
足
や
生
産
基
盤
の
弱
体
化
を
受
け
、

安
全
・
安
心
な
国
産
牛
乳
・
乳
製
品
を
安
定
的
に
供
給

す
る
た
め
に
は
、自
分
た
ち
の
頑
張
り
が
重
要
だ
と
考

え
る
経
営
者
は
少
な
く
な
い
。

し
か
し
、こ
う
し
た
増
産
意
欲
を
深
刻
な
人
手
不
足

が
阻
ん
で
い
る
。北
海
道
十
勝
管
内
の
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム

は「
最
新
型
の
ロ
ー
タ
リ
ー
パ
ー
ラ
ー
な
ど
、ど
ん
な
に

立
派
で
高
価
な
搾
乳
機
械
を
導
入
し
て
も
、そ
れ
を
動

一
四
年
度
補
正
予
算
か
ら
開
始
し
た
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー

事
業
が
追
い
風
と
な
っ
た
。

メ
ガ
ロ
ボ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
の
先
駆
け
は
、北
海
道
江

別
市
の
酪
農
家
五
戸
が
一
四
年
一
月
に
立
ち
上
げ
た
共

同
経
営
体
、株
式
会
社
Ｋカ

ー

ム

ａ
ｌ
ｍ
角か

く

山や
ま（

川
口
谷
仁
代
表

取
締
役
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）で
あ
る
。大
勢
の
従
業
員
を
雇
う

代
わ
り
に
ロ
ボ
ッ
ト（
デ
ラ
バ
ル
Ｖ
Ｍ
Ｓ
）八
台
を
導
入

し
た
。一
五
年
八
月
か
ら
生
乳
生
産
を
開
始
し
、一
八
年

度
の
出
荷
乳
量
は
五
五
三
六
㌧
と
、石
狩
管
内
で
最
も

多
い
。

Ｋ
ａ
ｌ
ｍ
角
山
が
八
台
も
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
た

の
は
、ま
さ
に
人
手
不
足
が
要
因
の
一
つ
だ
っ
た
。川
口

谷
代
表
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
、メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
で
一
般
的
な
ロ
ー

タ
リ
ー
パ
ー
ラ
ー
で
は
な
く
ロ
ボ
ッ
ト
を
選
択
し
た
理

由
に
つ
い
て
、酪
農
乳
業
速
報
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で「
ロ

ー
タ
リ
ー
パ
ー
ラ
ー
は
、一
日
三
回
搾
乳
す
る
と
し
た

ら
一
〇
～
一
三
人
の
パ
ー
ト
が
必
要
で
、莫
大
な
人
件

費
が
掛
か
る
。そ
も
そ
も
人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、

そ
れ
だ
け
の
人
数
を
集
め
る
の
は
極
め
て
難
し
い
」と

答
え
て
い
る
。

酪
農
乳
業
速
報
の
調
べ
に
よ
る
と
、北
海
道
で
は
Ｋ

ａ
ｌ
ｍ
角
山
を
皮
切
り
に
メ
ガ
ロ
ボ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
の

設
立
が
相
次
ぎ
、今
で
は
三
〇
戸
を
数
え
る（
表
）。多

く
は
Ｋ
ａ
ｌ
ｍ
角
山
と
同
じ
く
、ボ
ッ
ク
ス
型
ロ
ボ
ッ
ト

を
六
～
八
台
備
え
る
が
、こ
こ
数
年
は
ロ
ー
タ
リ
ー
パ

ー
ラ
ー
型
の
新
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す
る
動
き
も
出
て

き
た
。そ
の
一
例
が
、独
Ｇ
Ｅ
Ａ
社
が
開
発
し
た
世
界
初

の
全
自
動
ロ
ー
タ
リ
ー
パ
ー
ラ
ー
型
ロ
ボ
ッ
ト「
Ｄ
ａ
ｉ

ｒ
ｙ
Ｐ
ｒ
ｏ
Ｑ（
デ
ー
リ
ィ
プ
ロ
Ｑ
）」を
導
入
し
た
有

限
会
社
中
島
生
産
組
合（
十
勝
管
内
中
札
内
村
、阿
部

敏
巳
社
長
）だ
。

か
す
人
が
い
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。わ
れ
わ
れ
メ
ガ

フ
ァ
ー
ム
が
思
う
よ
う
に
規
模
拡
大
で
き
な
い
最
大
の

要
因
は
人
手
不
足
だ
。働
き
手
さ
え
確
保
で
き
れ
ば
、

ま
だ
ま
だ
増
産
で
き
る
」と
話
す
。

設
立
相
次
ぐ
メ
ガ
ロ
ボ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム

こ
う
し
た
中
、メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
の
新
た
な
ス
タ
イ
ル

と
し
て
、数
年
前
か
ら
設
立
が
相
次
い
で
い
る
の
が
、複

数
台
の
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
備
え
、年
間
数
千
㌧
の
生
乳

を
生
産
す
る
大
規
模
経
営「
メ
ガ
ロ
ボ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
」

だ
。デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発
展
で
ロ
ボ
ッ
ト
の
性
能
が
飛

躍
的
に
向
上
し
た
こ
と
に
加
え
、農
林
水
産
省
が
二
〇

北海道の主なメガロボットファーム

牧　場　名 所在地 搾乳ロボット
導入台数 年間目標乳量

1 （株）Kalm角山 江別市 8台 5,600㌧
2 （株）シントクアユミルク 新得町 7台 5,000㌧
3 （株）ユニバース 陸別町 6台 5,000㌧
4 （株）ほのぼの拓成ファーム 雄武町 6台 4,000㌧
5 （株）フロンティア牧場 足寄町 4台 4,500㌧
6 （株）大地の雫 別海町 8台 7,000㌧
7 （株）びえい牧場 美瑛町 8台 5,000㌧
8 （有）北藤ファーム 広尾町 5台 3,600㌧
9 （株）天翔阿寒 釧路市 8台 6,000㌧
10（株）十勝高島牧場 池田町 6台 5,500㌧
11（株）Reve北幌内 雄武町 8台 5,000㌧
12（株）アグリサポート枝幸 ファームAYNI 枝幸町 6台 4,000㌧超
13（有）中山農場 別海町 6台 7,400㌧
14（有）希望農場 中標津町 ロータリーロボ1台 7,000㌧
15（株）学林ファーム 八雲町 6台 5,000㌧超
16（有）下川フィードサービス しぼりん 下川町 6台 4,000㌧
17 島影牧場 標津町 7台 4,000㌧超

18（株）デイリーソウル中頓別 
ドリームジャンボファーム 中頓別町 4台 2,500㌧

19（有）中島生産組合 中札内村 ロータリーロボ1台 10,000㌧
20（同）ミルクファーム天塩 天塩町 8台 5,000㌧
21（有）ビックグリーン増幌 稚内市 8台 6,000㌧
22（株）ライズフェルム 標津町 ロータリーロボ1台 6,000㌧
23（有）銀河牧場 陸別町 5台 4,000㌧
24（有）ドリームヒル 上士幌町 16台 10,000㌧
25（株）B&M 帯広市 8台 5,000㌧
26（有）協栄農場 鶴居村 ロータリーロボ1台 5,000㌧
27（株）SALICS DAIRY 富良野市 ロータリーロボ1台 10,000㌧
28（株）青年舎 八雲町 8台 6,000㌧
29（株）M&S 白糠町 6台 4,000㌧
30（株）えみんぐ 紋別市 8台 6,000㌧

資料：酪農乳業速報調べ　注：稼働予定牧場を含む。一部牧場は年間目標乳量に既存施設分等を含む
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デ
ー
リ
ィ
プ
ロ
Ｑ
は
、牛
が
入
る
ス
ト
ー
ル
の
一
つ
ひ

と
つ
に
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
に
乗
る
牛
の
頭
数
に
よ
り
二
八
～
八

〇
頭
タ
イ
プ
の
一
一
サ
イ
ズ
が
あ
り
、搾
乳
可
能
頭
数

は
一
時
間
当
た
り
一
二
〇
～
四
〇
〇
頭
。乳
頭
マ
ッ
サ
ー

ジ
か
ら
乳
頭
清
拭
、前
搾
り
、搾
乳
、ポ
ス
ト
デ
ィ
ッ
プ

（
搾
乳
後
の
乳
頭
消
毒
）ま
で
の
全
作
業
を
ラ
イ
ナ
ー
内

で
完
全
自
動
処
理
す
る
。数
人
の
搾
乳
ス
タ
ッ
フ
で
足

り
る
た
め
、人
手
不
足
へ
の
対
応
や
人
件
費
の
抑
制
が

可
能
だ
。通
常
の
ボ
ッ
ク
ス
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
数
十
台
導

入
す
る
の
に
比
べ
、効
率
性
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
面
で
の

メ
リ
ッ
ト
が
大
き
く
、よ
り
大
規
模
な
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム

向
け
の
機
種
と
言
え
る
。

中
島
生
産
組
合
が
導
入
し
た
機
種
は
四
〇
頭
タ
イ
プ
。

あ
わ
せ
て
大
型
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
（
一
五
㌧
×
二
台
）や

非
常
用
発
電
機（
三
〇
〇
㌔
ワ
ッ
ト
）も
導
入
し
、そ
れ

ら
を
設
置
す
る
搾
乳
舎
・
管
理
棟（
鉄
骨
二
階
建
て
、延

べ
床
面
積
一
四
二
八
平
方
㍍
）も
新
築
し
た
。総
事
業
費

は
税
込
み
八
億
八
〇
〇
〇
万
円
。畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事

業
の
支
援（
三
億
九
七
〇
〇
万
円
）や
日
本
政
策
金
融

公
庫
の
融
資
を
受
け
た
。

中
島
生
産
組
合
で
デ
ー
リ
ィ
プ
ロ
Ｑ
が
稼
働
し
た
の

は
一
九
年
四
月
五
日
か
ら
。約
六
〇
〇
頭
の
乳
牛
全
頭

を
徐
々
に
ロ
ボ
ッ
ト
搾
乳
へ
と
切
り
替
え
て
い
っ
た
。

実
機
の
動
き
は
予
想
以
上
に
ス
ム
ー
ズ
で
、四
〇
頭
の

乳
牛
を
乗
せ
た
巨
大
な
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
が
、反
時
計

回
り
に
一
周
一
〇
分
程
度
で
ゆ
っ
く
り
と
回
る
。不
快

な
機
械
音
は
ま
っ
た
く
な
い
。搾
乳
中
の
牛
た
ち
は
反

す
う
を
繰
り
返
し
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
表
情
を
見
せ
る
。

阿
部
社
長
は
自
家
育
成
で
搾
乳
牛
頭
数
を
八
〇
〇
頭
ま

で
引
き
上
げ
、年
間
出
荷
乳
量
一
万
㌧
の
ギ
ガ
ロ
ボ
ッ

ト
フ
ァ
ー
ム
を
目
指
す
考
え
だ
。

デ
ー
リ
ィ
プ
ロ
Ｑ
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
は
、や

は
り
省
力
化
。基
本
的
に
搾
乳
ス
タ
ッ
フ
は
一
日
延
べ

三
人（
一
回
の
搾
乳
に
つ
き
一
人
）で
足
り
る
か
ら
、中

島
生
産
組
合
の
場
合
、延
べ
九
人
必
要
だ
っ
た
パ
ー
ラ

ー
使
用
時
の
三
分
の
一
に
な
る
。阿
部
社
長
は「
搾
乳
作

業
の
負
担
が
減
っ
た
分
、飼
養
管
理
に
力
を
入
れ
る
。同

時
に『
働
き
方
改
革
』も
進
め
た
い
。従
業
員（
正
職
員

一
六
人
）の
労
働
時
間
短
縮
や
、さ
ら
な
る
休
日
確
保

（
現
在
は
四
週
六
休
）に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
力

を
込
め
る
。

働
き
方
改
革
は
、長
時
間
労
働
の
解
消
な
ど
、働
き

手
の
肉
体
的
・
精
神
的
な
健
康
を
守
る
上
で
、酪
農
現

場
に
と
っ
て
も
極
め
て
重
要
な
テ
ー
マ
だ
。人
手
不
足

が
深
刻
化
す
る
中
、雇
用
の
安
定
確
保
に
向
け
て
も
、

従
業
員
に
と
っ
て
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
は

「
待
っ
た
な
し
」の
重
要
課
題
と
言
え
る
。ロ
ボ
ッ
ト
が

そ
の
実
現
に
向
け
た
有
効
な
ツ
ー
ル
と
な
る
の
は
明
ら

か
で
、メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
か
ら
メ
ガ
ロ
ボ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
へ

の
シ
フ
ト
は
、北
海
道
の
生
産
現
場
で
今
後
一
段
と
加

速
す
る
と
み
ら
れ
る
。

地
域
支
え
る
家
族
経
営
を
守
る

北
海
道
酪
農
を
支
え
て
い
る
の
は
、も
ち
ろ
ん
メ
ガ

フ
ァ
ー
ム
だ
け
で
は
な
い
。先
の
ホ
ク
レ
ン
の
二
〇
一
八

年
度
調
査
に
よ
れ
ば
、年
間
出
荷
乳
量
一
〇
〇
〇
㌧
未

満
の
中
小
規
模
経
営（
家
族
経
営
）が
全
体
に
占
め
る

割
合
は
、乳
量
で
五
二
％
（
二
〇
〇
万
㌧
）、戸
数
で
は

八
三
％
（
五
四
四
五
戸
）に
の
ぼ
る
。北
海
道
酪
農
の
持

続
的
な
発
展
に
は
、こ
う
し
た
家
族
経
営
の
維
持
と
底

上
げ
が
必
要
で
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
守
る
上
で

も
欠
か
せ
な
い
。

そ
こ
で
北
海
道
の
生
産
現
場
で
は
、家
族
経
営
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ（
作
業
外
部

化
）を
積
極
的
に
推
し
進
め
て
き
た
。北
海
道
の
調
査

に
よ
る
と
、現
在
ま
で
に
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
は
七
七
カ

所（
構
成
員
七
一
三
戸
）、コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
は
一
五
七

組
織（
飼
料
収
穫
延
べ
面
積
一
七
万
五
五
四
七
㌶
）、哺

育
・
育
成
セ
ン
タ
ー
は
七
八
戸（
利
用
農
家
八
三
六
戸
）

が
整
備
さ
れ
て
お
り
、家
族
経
営
の
労
働
負
担
軽
減
と

規
模
拡
大
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

さ
ら
に
こ
こ
数
年
は
、労
働
負
担
軽
減
と
生
産
性
向

上
に
向
け
、搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
や
エ
サ
押
し
ロ
ボ
ッ
ト
な

ど
の
省
力
化
機
械
は
も
ち
ろ
ん
、最
新
の
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
駆
使
し
た
ス
マ
ー
ト
機
器
の
導
入
も
始
ま
っ
て
い

る
。そ
の
代
表
的
な
も
の
が
、牛
の
行
動
や
反
す
う
か
ら

発
情
・
疾
病
の
兆
候
を
検
知
し
た
り
、牛
の
体
温
変
化

か
ら
分
娩
時
期
を
知
ら
せ
た
り
す
る
セ
ン
サ
ー
類
だ
。

い
ず
れ
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
通
知
し
て
く
れ
る
た
め
、

酪
農
家
は
牛
舎
を
頻
繁
に
見
回
っ
た
り
、「
い
つ
分
娩
す

る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
」と
一
晩
中
つ
き
っ
き
り
で
起

き
て
い
る
必
要
が
な
い
。目
視
で
は
分
か
ら
な
い
発
情

を
見
逃
さ
な
い
し
分
娩
事
故
の
減
少
が
期
待
で
き
る
た

め
、生
産
性
向
上
に
も
つ
な
が
る
。

酪
農
家
の
所
得
向
上
や
経
営
改
善
に
向
け
、指
定
団

体
ホ
ク
レ
ン
が
取
引
乳
価
の
引
き
上
げ
に
力
を
入
れ
て

き
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。ホ
ク
レ
ン
の
プ
ー

ル
乳
価（
生
乳
受
託
農
家
へ
の
総
支
払
乳
代
。加
工
原

料
乳
生
産
者
補
給
金
や
集
送
乳
調
整
金
、消
費
税
な
ど

含
む
）は
こ
の
一
〇
年
余
り
で
一
㌔
グ
ラ
ム
当
た
り
約
二

六
円（
約
三
五
％
）も
上
昇
し
、一
八
年
度
は
平
成
の
三

〇
年
間
で
初
め
て
一
〇
〇
円
の
大
台
を
上
回
っ
た（
グ
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ラ
フ
）。飲
用
向
け
乳
価
が
四
円
引
き
上
げ
ら
れ
た
一
九

年
度
は
さ
ら
に
一
〇
一
円
台
半
ば
ま
で
上
昇
す
る
見
通

し
だ
。す
で
に
生
乳
一
㌔
グ
ラ
ム
当
た
り
の
酪
農
家
所

得
は
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
が
目
標
に
掲
げ
る「
三
〇

円
」の
大
台
を
突
破
。個
体
販
売
価
格
の
高
騰
も
あ
っ

て
酪
農
経
営
は
大
き
く
改
善
し
た
。こ
れ
か
ら
も
酪
農

家
に
意
欲
を
持
っ
て
生
産
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、現

行
の
乳
価
・
所
得
水
準
を
持
続
的
に
確
保
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

輸
入
乳
製
品
の
対
抗
策
が
急
務

以
上
の
よ
う
に
、北
海
道
酪
農
は
今
、さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
直
面
し
な
が
ら
も
、生
乳
の
安
定
供
給
や
生
産

基
盤
の
維
持
・
拡
大
に
向
け
、関
係
者
が
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
る
。た
だ
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
協
定（
環
太
平
洋
連
携

協
定
）、日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ（
経
済
連
携
協
定
）、日
米
貿
易
協

定
と
、世
界
的
な
酪
農
大
国
と
の
メ
ガ
Ｆ
Ｔ
Ａ（
巨
大
自

由
貿
易
協
定
）が
相
次
い
で
発
効
し
て
お
り
、今
後
、乳

製
品
の
輸
入
拡
大
は
必
至
だ
。こ
の
問
題
を
ク
リ
ア
し

な
い
限
り
、北
海
道
酪
農
は
持
続
可
能
と
は
言
え
な
い
。

国
際
化
が
進
展
す
る
中
、北
海
道
酪
農
に
は
今
後
、

大
き
く
二
つ
の
選
択
肢
が
考
え
ら
れ
る
。一
つ
は
、安
価

な
輸
入
乳
製
品（
脱
脂
粉
乳
、バ
タ
ー
、チ
ー
ズ
）と
の

競
合
を
避
け
、輸
入
の
恐
れ
が
少
な
い
牛
乳
類
と
液
状

乳
製
品（
生
ク
リ
ー
ム
や
脱
脂
濃
縮
乳
な
ど
）で
勝
負

す
る
道
だ
。そ
の
場
合
、今
よ
り
乳
価
は
上
が
る
が
、生

産
拡
大
は
難
し
く
な
る
。道
産
生
乳
約
四
〇
〇
万
㌧
の

う
ち
、両
用
途
向
け
の
需
要
は
約
二
三
〇
万
㌧
し
か
な

い
た
め
だ（
全
国
で
は
約
五
三
〇
万
㌧
）。都
府
県
の
生

産
基
盤
が
弱
体
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、道
産
生
乳
の

需
要
は
今
後
も
拡
大
す
る
と
み
ら
れ
る
が
、輸
送
能
力

の
限
界
や
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
の
問
題
も
あ
り
、

約
四
〇
〇
万
㌧
の
道
産
生
乳
全
量
を
両
用
途
に
仕
向
け

る
の
は
現
実
的
と
は
言
え
な
い
。

も
う
一
つ
の
選
択
肢
は
、国
産
の
脱
脂
粉
乳
、バ
タ
ー
、

チ
ー
ズ
を
諦
め
ず
、安
価
な
輸
入
乳
製
品
に
対
抗
す
る

道
だ
。そ
の
場
合
、乳
価
の
引
き
下
げ
は
避
け
ら
れ
な
い

が
、生
乳
生
産
は
拡
大
で
き
る
。国
内
の
生
乳
需
要
は

約
一
二
〇
〇
万
㌧
で
、う
ち
輸
入
乳
製
品
は
四
割
の
約

五
〇
〇
万
㌧
。輸
入
乳
製
品
の
需
要
を
国
産
乳
製
品
で

置
き
換
え
ら
れ
れ
ば
、北
海
道
酪
農
は
持
続
的
な
発
展

が
可
能
と
な
る
。

二
つ
の
選
択
肢
の
う
ち
、市
場
が
求
め
て
い
る
の
は

後
者
、つ
ま
り
今
後
も
国
産
乳
製
品
を
諦
め
ず
、生
乳

生
産
の
拡
大
を
図
る
道
だ
。日
本
乳
業
協
会
が
、二
〇
一

九
年
八
月
の
農
林
水
産
省
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審

議
会
畜
産
部
会
で
、新
た
な
酪
肉
近
代
化
基
本
方
針
で

定
め
る
一
〇
年
後
の
生
乳
生
産
目
標
を
一
八
年
度
実
績

の
七
二
八
万
㌧
を
大
幅
に
上
回
る「
八
〇
〇
万
㌧
」と
す

る
よ
う
求
め
た
こ
と
で
明
ら
か
と
言
え
る
。

と
は
い
え
、実
現
は
容
易
で
は
な
い
。八
〇
〇
万
㌧
の

う
ち
、北
海
道
の
分
は
五
〇
〇
万
㌧
と
も
み
ら
れ
て
い

る
が
、大
幅
な
増
産
に
は
継
続
的
か
つ
莫
大
な
投
資
が

必
要
だ
し
、安
価
な
輸
入
乳
製
品（
特
に
チ
ー
ズ
）に
対

抗
し
て
需
要
を
確
保
す
る
た
め
に
乳
価
も
引
き
下
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。生
乳
需
給
が
ダ
ブ
つ
い
た
場
合
の

出
口
対
策
も
必
要
に
な
る
。こ
う
し
た
課
題
を
生
産
現

場
の
努
力
だ
け
で
解
決
す
る
の
は
不
可
能
で
、国
の
支

援
が
欠
か
せ
な
い
。関
係
者
が
共
通
ビ
ジ
ョ
ン
の
下
、一

つ
ひ
と
つ
の
課
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、北
海
道
酪

農
が
今
後
も
持
続
可
能
な
産
業
と
し
て
発
展
す
る
こ
と

を
強
く
期
待
し
た
い
。�

ホクレンのプール乳価と酪農家所得の推移

ワンマンオペレーターで搾乳から生乳の品質管理まで行う「デーリィプロQ」

酪農家所得酪農家所得

07
注1：加工原料乳生産者補給金等・消費税込み
注2：ホクレンのプール乳価は酪農乳業速報推計
注3：酪農家所得は農水省「牛乳生産費」から算出した実搾乳量kg当たり所得
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注1：加工原料乳生産者補給金等・消費税込み
注2：ホクレンのプール乳価は酪農乳業速報推計
注3： 酪農家所得は農林水産省「牛乳生産費」から算出した

実搾乳量kg当たり所得
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生
乳
生
産
量
が
右
肩
下
が
り
の
状
態
が
続
く
都
府
県
酪
農
を
復
活
さ
せ
る
道
は
あ
る
の
か
。

岩
手
県
西
和
賀
町
の「
湯
田
牛
乳
公
社
」は
、高
品
質
な
生
乳
と
低
温
殺
菌
牛
乳
で
差
別
化

を
は
か
り
、独
特
な
風
味
を
持
つ
ヨ
ー
グ
ル
ト
で
業
績
を
伸
ば
し
て
い
る
。都
府
県
の
中
山
間

地
域
で
の
酪
農
復
活
の
モ
デ
ル
構
築
を
め
ざ
す
。

町
を
支
え
る
重
要
な
産
業

西
和
賀
町
の
未
来
を
拓
く
に
は
、何
が
何
で
も
若
者

の
人
口
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。で
も
、そ
れ
を

実
現
す
る
為
に
は
、西
和
賀
町
で
生
ま
れ
暮
ら
し
続
け

て
い
る
若
者
や
、Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
し
た
若
者
が
、

家
族
を
持
ち
、子
育
て
を
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
け
る

所
得
と
雇
用
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
。

私
は
一
〇
年
前
、二
つ
の
第
三
セ
ク
タ
ー「
湯
田
牛

乳
公
社
」と
、道
の
駅
や
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
な
ど
の
運
営

や
地
元
の
資
源
を
活
用
し
た
商
品
の
開
発
・
製
造
・
販

売
を
担
っ
て
い
る「
西
和
賀
産
業
公
社
」に
町
の
産
業
振

興
、特
に
農
業
振
興
を
け
ん
引
で
き
る
企
業
に
な
る
よ

う
指
示
を
し
た
。

私
は
企
業
経
営
に
関
し
て
は
素
人
な
の
で
ビ
ジ
ョ
ン

と
目
標
だ
け
を
明
確
に
示
し
、経
営
改
革
は
外
部
か
ら

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
き
、現
場
主
導
で
推
し
進
め
て
き

た
。そ
し
て
今
、そ
れ
が
大
き
な
成
果
と
な
っ
て
現
れ
て

き
て
い
る
。一
〇
年
前
、第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
は
厳

し
い
状
況
で
抜
本
的
な
経
営
改
革
が
必
要
だ
っ
た
が
、

「
地
元
の
資
源
を
生
か
し
た
産
業
振
興
で
所
得
と
雇
用

を
確
保
し
、若
者
の
人
口
を
増
や
し
、町
の
未
来
を
拓

く
」と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、三
セ
ク
の
新
た
な
可
能
性

を
引
き
出
し
、生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ

た
と
実
感
し
て
い
る
。そ
し
て
、こ
の
一
〇
年
間
、情
熱

と
覚
悟
を
持
っ
て
目
標
を
達
成
す
る
為
に
努
力
を
し
続

け
て
い
る
社
員
、公
社
と
協
働
し
て
く
れ
て
い
る
酪
農

家
の
皆
さ
ま
や
農
業
者
の
皆
さ
ま
に
は
心
か
ら
感
謝
し

て
い
る
。

今
回
は
、「
湯
田
牛
乳
公
社（
以
下
、『
公
社
』）」の
取

り
組
み
を
紹
介
し
な
が
ら
、酪
農
政
策
に
つ
い
て
触
れ

た
い
。西
和
賀
町
の
酪
農
の
現
状
だ
が
、こ
の
二
〇
年
の

間
に
酪
農
家
戸
数
は
七
分
の
一
、生
乳
生
産
量
は
三
分

の
一
に
減
少
し
て
い
る（
図
）。ど
う
す
れ
ば
酪
農
を
復

興
、再
生
で
き
る
の
か
？

ま
ず
は
、生
乳
の
出
口
で
あ
る
公
社
が
安
定
黒
字
経

営
を
実
現
し
、酪
農
家
が
再
生
意
欲
を
持
て
る
高
い
収

益
を
確
保
す
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、そ
う
い
う
未
来
に
希
望
を
持
て
る
経
営
環

境
を
構
築
し
な
け
れ
ば
、若
い
酪
農
の
担
い
手
は
確
保

で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

で
は
、公
社
が
ど
の
よ
う
な
方
法
で
黒
字
経
営
を
実

現
し
た
の
か
は
、現
場
か
ら
の
報
告
書
を
も
と
に
、簡
単

に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
〇
年
前
、赤
字
経
営
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
経
営
改

革
は
、四
年
目
か
ら
黒
字
に
転
化
し
軌
道
に
乗
り
始
め

た
。そ
れ
は
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
セ
プ
ト（
誰
に
購

買
し
て
も
ら
う
か
狙
い
を
明
確
に
し
、購
入
さ
れ
る
も

ほそい ようこう
1949年生まれ。岩手県旧湯田町（現在は西和賀町）出身。岩
手大学農学部林学科卒業。民間企業、郵便局勤務などを経
て、2000年に旧湯田町長に就任し、2期（5年）を務めた。17
年11月、西和賀町長に就任と同時に現職。公社の発展と経
営基盤となる西和賀地域酪農の振興に取り組む。

先
細
り
の
都
府
県
酪
農
、復
活
の
糸
口
と
は

特
集
　
酪
農
経
営
最
前
線
：
N
O
W

株式会社湯田牛乳公社 代表取締役

細井 洋行 HOSOI Yoko
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特集　酪農経営最前線：NOW

い
と
風
味
異
常
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。当
然
、飼
料
に

も
気
を
配
る
必
要
が
あ
る
。

生
乳
を
受
け
入
れ
た
後
、製
造
工
程
で
細
心
の
注
意

を
払
う
の
は
当
然
だ
が
、そ
の
前
提
と
し
て
公
社
の
牛

乳
生
産
に
は
乳
牛
飼
育
の
現
場
か
ら
細
菌
数
の
少
な
い

良
質
な
生
乳
が
絶
対
に
必
要
だ
。公
社
と
契
約
し
て
い

る
酪
農
家
は
、低
温
殺
菌
牛
乳
を
製
造
す
る
こ
と
を
前

提
に
し
て
努
力
し
て
い
る
。長
年
低
温
殺
菌
牛
乳
を
生

産
し
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
の
積
み
重
ね
が
、私
た
ち
の
貴

重
な
財
産
だ
。

も
う
一
つ
の
特
徴
は
、で
き
る
だ
け
牧
草
な
ど
自
給

飼
料
の
割
合
を
高
め
て
い
る
こ
と
だ
。生
協
と
の
産
直

事
業
で
、地
域
の
資
源
を
で
き
る
だ
け
活
用
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
き
た
。デ
ン
ト
コ
ー
ン（
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
）は
省
力
的
な
作
業
が
可
能
な
牧
草
の
ロ
ー
ル
サ

イ
レ
ー
ジ
が
増
え
た
際
に
一
時
栽
培
を
ス
ト
ッ
プ
し

た
が
、最
近
は
牛
の
健
康
な
ど
の
視
点
か
ら
見
直
さ
れ

栽
培
を
再
開
し
て
い
る
。

西
和
賀
町
は
農
業
農
村
振
興
プ
ラ
ン
の
中
で
、自
給

飼
料
の
増
産
を
打
ち
出
し
て
い
る
。一
一
～
一
七
年
ま

で
の
間
に
、六
四
㌶
の
草
地
更
新
を
実
施
。町
有
地
二
二

㌶
で
デ
ン
ト
コ
ー
ン
を
栽
培
し
、酪
農
家
に
供
給
し
て

い
る
。酪
農
家
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、穀
類
や

粗
飼
料
を
混
ぜ
た
Ｔ
Ｍ
Ｒ（
混
合
飼
料
）の
製
造
拠
点

を
整
備
し
た
い
。農
家
の
労
働
軽
減
に
つ
な
が
る
ほ
か
、

地
域
資
源
の
活
用
に
も
な
る
。規
模
拡
大
に
も
効
果
的

だ
ろ
う
。

酪
農
家
の
一
軒
は
す
で
に
Ｔ
Ｍ
Ｒ
を
自
分
で
製
造

し
て
き
た
が
、施
設
が
更
新
時
期
を
迎
え
て
い
る
。町
内

の
酪
農
家
全
体
に
供
給
で
き
る
よ
う
な
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ

ー
を
、堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
近
く
に
建
て
る
予
定
だ
。

の
を
生
産
す
る
）を
基
に
し
た
商
品
開
発
を
し
営
業
戦

略
を
推
し
進
め
適
正
価
格（
再
生
産
可
能
な
利
益
が
取

れ
る
価
格
）で
販
売
で
き
る
販
路
を
拡
大
す
る
、当
社
の

商
品
づ
く
り
の
強
み
を
徹
底
的
に
掘
り
起
こ
し
存
分
に

活
か
す
こ
と
で
他
社
と
競
合
し
な
い
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

商
品
を
開
発
す
る
、お
い
し
さ
や
機
能
性
は
徹
底
的
に

追
求
す
る
が
消
費
者
の
皆
さ
ま
の
共
感
を
得
ら
え
る
ス

ト
ー
リ
ー
性
も
重
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
ベ
ー
ス
に

具
体
的
な
戦
略
を
明
確
に
示
し
、そ
れ
を
情
熱
と
覚
悟

を
持
っ
て
愚
直
に
推
し
進
め
て
き
た
結
果
だ
と
確
認
し

て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
を
さ
ら
に
推
し
進
め
、真
の
安
定
黒
字

経
営
を
実
現
す
る
為
に
は
、安
全
か
つ
新
鮮
で
お
い
し

い
地
元
の
生
乳
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。公
社

と
地
元
の
酪
農
は
運
命
共
同
体
、生
乳
生
産
か
ら
牛
乳
、

乳
製
品
の
商
品
開
発
・
製
造
・
販
売
の
一
気
通
貫
を
実

現
す
る
。そ
れ
が
こ
れ
か
ら
達
成
す
べ
き
目
標
で
あ
る
。

こ
だ
わ
り
の
低
温
殺
菌
牛
乳

西
和
賀
町
で
酪
農
が
始
ま
っ
た
の
は
一
九
四
九
年

の
こ
と（
表
）。公
社
の
原
型
と
な
っ
た
ミ
ル
ク
・
プ
ラ
ン

ト
が
五
五
年
に
設
立
さ
れ
、中
山
間
地
の
小
規
模
産
地

で
は
あ
る
が
、特
徴
の
あ
る
牛
乳
生
産
を
続
け
て
き
た
。

湯
田
牛
乳
を
学
校
給
食
や
自
宅
で
飲
ん
だ
若
者
は
、

搾
り
た
て
に
近
い
風
味
を
決
し
て
忘
れ
な
い
。地
元
の

子
ど
も
た
ち
の
多
く
は
、学
校
を
卒
業
す
る
と
進
学
や

職
を
探
し
て
都
会
に
出
て
い
く
。彼
ら
が
帰
省
し
た
と

き
に
牛
乳
を
飲
む
。そ
し
て
口
を
そ
ろ
え
て
言
う
言
葉

は「
や
っ
ぱ
り
湯
田
牛
乳
が
一
番
だ
」

私
た
ち
の
牛
乳
の
特
徴
の
一
つ
は
、低
温
加
熱
殺
菌

処
理
で
あ
る
こ
と
だ
。地
元
の
生
協
と
の
産
直
事
業
を

守
り
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、で
き
る
だ
け
風
味
の
良
い

製
品
を
届
け
た
い
と
努
力
を
し
て
き
た
。

市
販
の
牛
乳
の
多
く
は
一
三
〇
度
二
～
三
秒
の
超

高
温
殺
菌
を
し
て
い
る
。私
た
ち
は
生
乳
の
お
い
し
さ

を
大
切
に
し
よ
う
と
、七
二
度
一
五
秒
間
、六
五
度
三

〇
分
間
と
い
う
よ
う
な
低
温
殺
菌
処
理
し
た
牛
乳
を
製

造
し
て
い
る
。以
前
は
、八
〇
度
で
殺
菌
し
て
い
た
時
期

も
あ
っ
た
が
、さ
ら
に
風
味
を
改
善
し
よ
う
と
二
〇
一

二
年
に
温
度
を
下
げ
た
。

し
か
し
、牛
乳
の
低
温
殺
菌
処
理
に
は
課
題
が
あ
る
。

保
存
が
適
正
に
お
こ
な
わ
れ
な
い
と
、残
存
し
て
い
る

細
菌
が
繁
殖
し
、牛
乳
が
パ
ッ
ク
の
中
で
固
ま
っ
た
り
、

味
の
変
化
を
引
き
起
こ
し
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
る
。ま

た
、生
乳
が
持
つ
豊
か
な
風
味
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
製
品

に
表
れ
る
た
め
、牛
舎
内
の
環
境
を
衛
生
的
に
保
た
な
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図　西和賀町の酪農家戸数、経産牛頭数の推移
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先細りの都府県酪農、復活の糸口とは

ま
た
、私
た
ち
は
安
全
と
安
心
を
求
め
る
消
費
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
き
た
。産
直
牛
乳
な
ど
に
使
う
生
乳

生
産
に
は
、遺
伝
子
組
み
替
え（
Ｇ
Ｍ
）ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

を
配
合
飼
料
の
原
料
に
使
用
し
な
い
。あ
え
て
非
Ｇ
Ｍ

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
使
う
の
で
、飼
料
代
は
割
高
に
な
っ

て
い
る
。

酪
農
家
は
生
乳
の
代
金
を
Ｊ
Ａ
か
ら
受
け
取
る
が
、

非
Ｇ
Ｍ
利
用
に
必
要
な
割
増
分
は
公
社
が
別
途
支
払
っ

て
き
た
。ま
た
、生
乳
の
細
菌
数
と
体
細
胞
数
が
一
定

基
準
以
下
の
場
合
、公
社
が
上
乗
せ
補
助
を
し
て
い
る
。

主
力
商
品
は
人
気
の
ヨ
ー
グ
ル
ト

湯
田
牛
乳
公
社
の
特
徴
は
、経
営
改
善
を
進
め
て
き

た
付
加
価
値
の
高
い
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
存
在
だ
。

今
、公
社
が
製
造
す
る
商
品
は
、牛
乳
が
七
ア
イ
テ
ム
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
が
五
ア
イ
テ
ム
、プ
リ
ン
・
洋
菓
子
な
ど
そ

の
他
の
製
品
が
一
二
ア
イ
テ
ム
で
あ
る
。年
商
二
二
億

九
五
〇
〇
万
円（
二
〇
一
八
年
度
）の
中
で
、牛
乳
の
売

り
上
げ
が
六
割
を
占
め
、四
割
弱
を
ヨ
ー
グ
ル
ト
他
の

製
品
だ
。

公
社
が
販
売
す
る
牛
乳
の
需
要
は
横
ば
い
か
わ
ず
か

に
減
少
傾
向
に
あ
る
。主
な
売
り
先
で
あ
る
岩
手
・
秋

田
は
人
口
減
少
が
著
し
く
学
校
給
食
用
牛
乳
を
含
め
て
、

牛
乳
市
場
の
成
長
は
厳
し
い
。無
理
に
売
込
も
う
と
す

れ
ば
、ス
ー
パ
ー
の
乱
売
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
。低

温
殺
菌
牛
乳
と
い
う
だ
け
で
は
、現
在
の
厳
し
い
価
格

競
争
の
中
で
、私
た
ち
の
存
続
や
酪
農
家
の
支
援
に
必

要
と
な
る
利
益
を
確
保
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
こ
で
公
社
で
は
長
年
、安
定
し
て
利
益
を
確
保
で

き
る
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。失
敗
も
多
か
っ

た
。試
行
錯
誤
を
経
て
た
ど
り
着
い
た
の
が
ヨ
ー
グ
ル

ト
だ
。今
、公
社
で
使
用
し
て
い
る
生
乳
は
日
量
で
二
七

～
二
八
㌧
。そ
の
う
ち
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
六
～
七
㌧
程
度

を
占
め
て
お
り
、経
営
の
柱
の
一
つ
に
成
長
し
た
。ヨ

ー
グ
ル
ト
は
知
名
度
を
高
め
れ
ば
今
後
も
需
要
拡
大
を

期
待
で
き
る
。主
力
は
無
糖
と
加
糖
タ
イ
プ
の「
プ
レ
ミ

ア
ム
湯
田
ヨ
ー
グ
ル
ト
」だ
。二
〇
一
四
年
か
ら
本
格

製
造
を
開
始
し
た
。も
っ
ち
り
と
し
た
食
感
と
濃
厚
な

味
が
人
気
で
年
々
販
売
数
量
は
伸
び
て
い
る
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
が
開
く「
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
」な
ど
の
展
示
商
談
会
は
毎
年
出
展
し
、バ
イ
ヤ
ー

は
も
ち
ろ
ん
多
く
の
消
費
者
の
皆
さ
ま
に
試
食
し
て
も

ら
う
と
、実
際
の
取
引
に
つ
な
が
る
こ
と
が
多
い
。味
に

は
自
信
を
持
っ
て
い
る
。私
も
全
国
の
地
方
自
治
体
関

係
の
会
合
な
ど
に
参
加
す
る
と
き
に
は
、必
ず
と
い
っ

て
い
い
ほ
ど
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
持
参
す
る
。さ
ま
ざ
ま
な

方
に
Ｐ
Ｒ
し
て
名
前
を
売
り
込
ん
で
い
る
。

二
〇
一
八
年
の「
国
際
食
料・飲
料
展（
Ｆフ

ー

デ

ッ

ク

ス

Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｘ 

Ｊジ

ャ

パ

ン

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
）」で
は
、新
商
品
の「
ｇ
ａ
ｒ
ａ
ギ
リ
シ
ャ

ヨ
ー
グ
ル
ト
」が「
ご
当
地
ヨ
ー
グ
ル
ト
グ
ラ
ン
プ
リ
」

で
最
高
金
賞
を
頂
い
た
。こ
ち
ら
は
さ
ら
に
生
ク
リ
ー

ム
を
加
え
た
濃
厚
な
味
が
特
徴
で
、日
本
で
初
め
て
ギ

リ
シ
ャ
の
本
場
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
再
現
し
た
と
自
負
し

て
い
る
。

も
と
も
と
日
本
に
住
む
ギ
リ
シ
ャ
人
が
、当
社
の
牛

乳
を
飲
ん
で
お
い
し
さ
に
感
動
し「
ギ
リ
シ
ャ
ヨ
ー
グ

ル
ト
を
作
っ
て
ほ
し
い
」と
話
を
持
ち
込
ん
だ
の
が
始

ま
り
だ
。知
名
度
が
低
く
販
売
数
量
そ
の
も
の
は
は
ま

だ
少
な
い
が
、注
文
の
伸
び
率
は
前
年
の
四
～
五
割
を

上
回
る
ハ
イ
ペ
ー
ス
だ
。

こ
う
し
た
高
品
質
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
作
れ
る
の
は
、

公
社
に
高
品
質
の
生
乳
が
あ
る
か
ら
だ
。低
温
殺
菌
牛

乳
を
長
年
に
わ
た
っ
て
支
え
て
き
た
町
内
は
も
と
よ
り

周
辺
酪
農
家
か
ら
毎
日
新
鮮
な
原
料
が
手
に
入
る
こ
と

が
、乳
製
品
加
工
で
最
大
の
武
器
に
な
っ
て
い
る
。

公
社
は
一
時
期
経
営
が
苦
し
い
時
代
が
あ
っ
た
が
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
を
は
じ
め
と
す
る
乳
製
品
加
工
で
安
定
黒

字
を
実
現
し
て
い
る
。公
社
は
六
五
人
の
雇
用
を
抱
え
、

町
内
で
は
有
力
企
業
の
一
つ
に
な
っ
た
。雇
用
条
件
の

表　湯田牛乳公社の歴史
年

1949 旧湯田町で酪農が始まる

1953 旧沢内村で酪農が始まる

1955 旧湯田農協にミルク･プラントが設立される

1966 町、農協、酪農家などが出資して株式会社湯
田牛乳公社が設立される

1973 盛岡市民生協で湯田農協コーナーを開催

1976 旧沢内村地区も公社へ出荷開始

1978 牛乳産直交流会開始

1986 ヨーグルト生産開始

1994 「デザート工場」操業開始

2000 「紙パック第２工場」完成

2011 東日本大震災。33時間停電

2012 湯田牛乳（生協牛乳）の殺菌温度を変更

2014 プレミアム湯田ヨーグルト本格製造開始

2018
garaギリシャヨーグルトが
FOODEXJAPAN「ご当地ヨーグルトグラン
プリ」で最高金賞受賞
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特集　酪農経営最前線：NOW

改
善
を
進
め
、若
い
世
代
の
生
活
を
支
え
て
い
き
た
い
。

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
で
未
来
を
拓
く

私
た
ち
は
、大
手
乳
業
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
同
じ
土
俵

で
競
争
す
る
こ
と
は
し
な
い
。安
定
剤
や
香
料
で
味
を

調
え
た
り
、原
料
に
果
実
を
加
え
た
り
、成
分
の
機
能

性
を
前
面
に
出
し
た
り
す
る
こ
と
で
は
な
く
、素
材
で

あ
る
生
乳
や
生
ク
リ
ー
ム
の
お
い
し
さ
を
活
か
す
の
が

基
本
と
考
え
て
い
る
。最
低
限
の
加
工
で
製
造
し
て
き

た
し
、こ
れ
か
ら
も
こ
の
姿
勢
を
と
り
続
け
て
い
く
。消

費
者
に
品
質
で
選
ば
れ
る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
商
品
を
届
け

る
の
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

公
社
で
開
発
に
携
わ
っ
て
い
る
社
員
の
想
い
は「
当

社
の
お
い
し
い
牛
乳
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
飲
ん
で
食
べ
て
、

酪
農
や
農
業
の
こ
と
に
も
っ
と
関
心
を
も
っ
て
ほ
し

い
」と
い
う
も
の
だ
。「
豊
か
な
地
域
資
源
を
活
か
し
た

最
高
の
生
乳
を
搾
り
製
品
を
作
っ
て
い
る
」と
い
う
ス

ト
ー
リ
ー
に
こ
だ
わ
り
た
い
。

ヨ
ー
グ
ル
ト
の
増
産
計
画
が
進
行
中
で
、来
年
に
は

新
工
場
を
建
て
る
。使
用
す
る
生
乳
は
町
内
産
を
含
め

た
岩
手
県
産
を
使
用
す
る
が
、ゆ
く
ゆ
く
は
、そ
の
ほ
と

ん
ど
を
町
内
産
の
生
乳
に
し
た
い
。町
内
の
現
在
の
搾

乳
頭
数
一
五
〇
頭
を
五
〇
〇
頭
に
回
復
さ
せ
た
い
。こ

れ
は
二
〇
年
ほ
ど
前
の
ピ
ー
ク
時
に
町
内
で
飼
育
さ
れ

て
い
た
水
準
で
あ
り
、自
給
飼
料
を
増
産
す
れ
ば
、簡

単
で
は
な
い
が
、無
理
な
数
字
で
は
な
い
。

購
入
飼
料
に
依
存
す
る
巨
大
酪
農
牧
場
は
、中
山
間

地
に
は
な
じ
ま
な
い
。で
き
る
だ
け
地
域
資
源（
粗
飼

料
）に
依
拠
し
た
高
品
質
な
生
乳
に
こ
だ
わ
り
た
い
。都

府
県
で
は
北
海
道
の
よ
う
に
酪
農
へ
の
新
規
参
入
は
簡

単
で
は
な
い
。農
地
集
積
を
進
め
や
す
く
す
る
な
ど
の

対
策
は
必
要
だ
が
、現
実
に
は
地
元
の
酪
農
家
の
規
模

拡
大
を
ど
う
支
援
し
て
い
く
の
か
が
当
面
の
課
題
だ
。

国
は
都
府
県
酪
農
に
支
援
を

現
在
、町
内
の
酪
農
家
は
五
戸
。「
増
頭
し
た
い
」と

考
え
て
い
る
後
継
者
も
い
る
。彼
ら
の
計
画
を
後
押
し

し
て
い
く
の
が
公
社
の
役
割
だ
。従
来
の
よ
う
な
個
別

経
営
の
形
で
酪
農
を
続
け
る
の
が
い
い
の
か
、公
社
も

か
か
わ
り
な
が
ら
共
同
畜
舎
に
再
編
し
て
大
規
模
な
酪

農
を
目
指
す
の
が
よ
い
の
か
、幅
広
く
議
論
を
始
め
て

い
る
。経
営
効
率
を
考
え
る
と
、家
族
経
営
の
場
合
、最

低
で
も
一
戸
当
た
り
五
〇
頭
の
搾
乳
牛
は
必
要
だ
と

思
う
。

農
業
経
営
に
は
リ
ス
ク
が
伴
う
。特
に
最
近
は
全
国

で
気
象
災
害
が
相
次
ぐ
。家
畜
疾
病
の
問
題
も
あ
る
。

こ
う
し
た
不
測
の
事
態
が
生
じ
た
と
き
で
も
地
域
の
酪

農
全
体
を
支
え
ら
れ
る
よ
う
な
中
心
と
な
る
経
営
体
が

生
ま
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。新
た
な
雇
用
も
生
ま
れ

る
だ
ろ
う
。

酪
農
家
を
守
り
、さ
ら
に
地
域
の
酪
農
振
興
を
図
る

上
で
、公
社
は
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。か
つ
て

公
社
の
経
営
が
順
調
な
頃
は
、乳
牛
の
導
入
や
バ
ル
ク

ク
ー
ラ
ー
な
ど
の
設
備
の
入
れ
替
え
に
助
成
金
を
支
払

っ
て
き
た
が
、生
乳
生
産
の
継
続
や
拡
大
に
は
つ
な
が

ら
な
か
っ
た
。今
後
は
、酪
農
の
将
来
を
長
い
目
で
見
て

最
善
の
対
策
を
進
め
て
い
く
。

都
府
県
の
酪
農
情
勢
は
比
較
的
安
定
し
て
い
る
思
う
。

農
家
の
手
取
り
乳
価
は
二
〇
年
ほ
ど
前
に
比
べ
る
と
二

〇
円
近
く
上
昇
し
て
い
る
。都
府
県
の
酪
農
家
は
依
然

減
少
気
味
だ
が
、生
乳
の
需
給
は
比
較
的
し
っ
か
り
し

て
い
る
と
思
う
。貿
易
自
由
化
で
海
外
と
の
競
争
は
あ

る
が
、そ
こ
は
生
産
者
を
守
る
よ
う
に
対
策
を
講
じ
て

ほ
し
い
。そ
の
上
で
私
た
ち
は
設
備
投
資
を
進
め
、消
費

者
に
選
ば
れ
る
商
品
を
供
給
し
て
い
き
た
い
。

町
長
と
し
て
、地
域
の
農
業
振
興
は
最
重
要
課
題
の

一
つ
と
し
て
受
け
と
め
て
い
る
。公
社
を
中
心
と
し
た

酪
農
振
興
計
画
の
成
功
に
は
大
型
事
業
な
ど
国
や
県
の

思
い
切
っ
た
後
押
し
が
必
要
だ
。都
府
県
の
中
山
間
地

で
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
る
素
晴
ら
し
い
理
想
的
な
酪

農
モ
デ
ル
を
、西
和
賀
町
が
全
力
で
つ
く
り
あ
げ
る
。単

に
こ
こ
の
地
域
だ
け
が
改
善
で
き
れ
ば
い
い
と
い
う
風

に
は
考
え
て
い
な
い
。私
た
ち
の
経
験
を
全
国
に
活
用

し
て
頂
け
れ
ば
と
思
う
。私
た
ち
の
挑
戦
は
こ
れ
か
ら

も
続
く
。 （

聞
き
手
　
農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト 

山
田 

優
）

展開する乳・乳製品。生乳は毎日工場に集乳され、すぐに品質を検査、低温で殺菌する
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厳
し
い
労
働
環
境
の
酪
農
の
生
産
現
場
で
、Ｉo
Ｔ
や
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業

で
改
善
し
、「
カ
ッ
コ
イ
イ
」酪
農
へ
変
身
さ
せ
る
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。次
世
代
閉
鎖
型

搾
乳
牛
舎
、ロ
ボ
ッ
ト
搾
乳
、自
動
給
餌
機
な
ど
の
最
新
技
術
で
、従
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
覆
す

次
世
代
の
酪
農
の
姿
を
探
る
。

生
乳
の
生
産
現
場
で
の
課
題

農
林
水
産
省
の
統
計
に
よ
る
と
、酪
農
家
の
戸
数
は

二
〇
一
九
年
で
約
一
万
五
〇
〇
〇
戸
で
あ
り
、一
〇
年
前

に
比
べ
て
八
〇
〇
〇
戸
ほ
ど
減
少
し
て
い
る
。乳
牛
の

飼
養
頭
数
は
酪
農
家
戸
数
と
同
様
に
減
少
傾
向
に
あ
っ

た
が
、一
八
年
か
ら
微
増
に
転
じ
て
お
り
、一
九
年
で
一

三
三
万
頭
で
あ
っ
た
。酪
農
家
一
戸
当
た
り
の
飼
養
頭

数
の
全
国
平
均
は
五
五
頭
程
度
で
あ
る
。や
は
り
、一
〇

年
前
の
四
三
頭
に
比
べ
て
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、酪
農
家
で
飼
養
さ
れ
て
い
る
乳
用
牛
の
主
要

な
品
種
は
、泌
乳
量
の
多
い
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
で
あ
る
。

経
産
牛（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
）の
一
年
間
の
生
乳
生
産
量

は
、一
八
年
度
で
八
六
三
六
㌔
グ
ラ
ム
で
あ
り
、一
〇
年

前
に
比
べ
る
と
六
〇
〇
㌔
グ
ラ
ム
ほ
ど
増
加
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、近
年
の
生
乳
生
産
の
現
状
と

し
て
、酪
農
家
で
は
飼
養
頭
数
を
増
や
す
と
と
も
に
、よ

り
泌
乳
能
力
の
高
い
乳
牛
群
を
飼
養
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

酪
農
現
場
で
の
課
題
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、全
国

的
な
傾
向
で
あ
る
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不

足
は
、耕
種
農
家
だ
け
で
な
く
酪
農
に
お
い
て
も
同
様

に
課
題
と
な
っ
て
い
る
。労
働
時
間
の
面
で
は
、一
人
当

た
り
の
年
間
平
均
労
働
時
間（
二
〇
一
七
年
）が
製
造
業

で
二
〇
五
三
時
間
、肉
用
牛
で
は
一
五
六
八
〜
一
八
一
六

時
間
、養
豚
で
二
〇
九
三
時
間
で
あ
る
の
に
対
し
て
、酪

農
で
は
二
二
三
七
時
間
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に

酪
農
経
営
で
の
作
業
時
間
は
、製
造
業
や
他
の
畜
種
の

畜
産
経
営
と
比
べ
て
長
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、作

業
時
間
削
減
の
た
め
の
飼
養
管
理
方
式
の
開
発
や
省
力

化
に
つ
な
が
る
機
械
化
の
検
討
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
近
年
で
は
、気
候
変
動
に
よ
る
温
暖
化
の
影
響

も
加
わ
り
、夏
季
の
高
温
に
よ
る
暑
熱
ス
ト
レ
ス
の
影

響
が
大
き
い
。記
録
的
な
高
温
と
な
っ
た
一
八
年
夏
で

は
、暑
熱
の
影
響
に
よ
る
廃
用
や
死
亡
と
な
っ
た
乳
用

牛
の
数
は
全
国
で
一
四
〇
〇
頭
、北
海
道
に
お
い
て
も

三
八
頭
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。暑
熱
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ

て
廃
用
ま
で
は
い
か
な
く
と
も
、泌
乳
量
の
低
下
や
繁

殖
成
績
の
低
下
が
生
じ
て
い
る
。酪
農
経
営
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、夏
季
の
暑
熱
対
策
の

重
要
性
が
増
し
て
い
る
。

繁
殖
管
理
の
面
で
は
、牛
の
発
情
を
的
確
に
発
見
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。乳
用
牛
は
発
情
、種
付
け
、妊

娠
、分
娩
を
経
る
こ
と
で
、三
〇
〇
日
程
度
の
泌
乳
期
に

入
る
。酪
農
家
は
、一
年
に
一
回
の
分
娩
サ
イ
ク
ル
で
経

産
牛
の
繁
殖
を
管
理
し
て
生
乳
生
産
を
し
て
い
る
。乳

用
牛
で
は
、分
娩
後
四
〇
日
程
度
で
次
の
種
付
け
が
な

さ
れ
る
が
、こ
の
た
め
に
は
ま
ず
二
一
〜
二
二
日
の
周
期

カ
ッ
コ
イ
イ
酪
農
へ
、ス
マ
ー
ト
農
業
の
挑
戦

特
集
　
酪
農
経
営
最
前
線
：
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特集　酪農経営最前線：NOW

く
飼
養
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る（
図
１
）。

実
証
試
験
は
、栃
木
県
の
県
北
地
域
に
あ
る
一
二
〇

〇
頭
程
度
の
搾
乳
牛
を
飼
養
す
る
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
で
実

施
さ
れ
て
お
り
、導
入
し
た
次
世
代
閉
鎖
型
搾
乳
牛
舎

で
は
八
〇
頭
の
搾
乳
牛
を
飼
養
し
て
い
る
。

プ
ッ
シ
ュ
＆
プ
ル
横
断
換
気
閉
鎖
型
乳
牛
舎
は
、八

〇
頭
の
乳
用
牛
を
収
容
で
き
る
閉
鎖
型
の
フ
リ
ー
ス
ト

ー
ル
牛
舎
で
あ
る（
一
三
頁
写
真
）。従
来
の
開
放
型
牛

舎
の
換
気
方
式
は
自
然
換
気
で
あ
り
、畜
舎
内
の
換
気

状
況
が
舎
外
の
気
象（
温
湿
度
、風
向
や
風
速
）に
依
存

す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

閉
鎖
型
牛
舎
は
、換
気
扇
を
利
用
し
て
強
制
的
に
換

気
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
だ
け
で
な
く
、常
に
牛
舎

内
に
気
流
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。こ
れ

は
、夏
季
の
暑
熱
時
に
常
に
牛
に
風
が
当
た
る
こ
と
で
、

牛
体
か
ら
熱
を
奪
う
こ
と
が
で
き
る
点
か
ら
暑
熱
対
策

と
し
て
の
効
果
が
大
き
い
。た
と
え
ば
、強
制
的
な
換
気

方
法
を
利
用
す
る
閉
鎖
型
牛
舎
と
ト
ン
ネ
ル
換
気
方
式

の
組
み
合
わ
せ
は
、本
州
の
温
暖
地
域
だ
け
で
な
く
北

海
道
で
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、規
模
拡
大
に
よ
っ
て
牛
舎
の
大
型
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、ト
ン
ネ
ル
換
気
方
式
で
は
牛
舎
内

の
温
熱
環
境
に
空
間
的
な
差
が
生
じ
た
り
、風
上
に
比

べ
て
風
下
で
空
気
が
汚
れ
た
り
す
る
欠
点
も
報
告
さ
れ

て
い
る
。こ
れ
ら
の
点
を
克
服
す
る
た
め
に
プ
ッ
シ
ュ

＆
プ
ル
横
断
換
気
閉
鎖
型
乳
牛
舎
で
は
、Ｌロ

ウ
ｏ
ｗ 

Ｐプ
ロｒ

ｏフ

ァ

イ

ル

ｆ
ｉ
ｌ
ｅ 

Ｃク

ロ

ス

ｒ
ｏ
ｓ
ｓ 

Ｖベ

ン

チ

レ

ー

シ

ョ

ン

ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

と
呼
ば
れ
る
横
断
換
気
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
て
、こ

れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
局
所
的
な
換
気
、環
境
制
御
を

可
能
と
し
て
い
る
。

プ
ッ
シ
ュ
＆
プ
ル
横
断
換
気
方
式
は
、牛
舎
側
壁
面

で
現
れ
る
牛
の
発
情
を
的
確
に
発
見
す
る
こ
と
が
効
率

的
な
生
産
の
点
か
ら
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、酪
農
だ
け
で
な
く
、畜
産
に
共
通
し
て
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
し
て
悪
臭
問
題
が
あ
る
。

畜
産
に
お
け
る
悪
臭
の
主
な
発
生
源
は
発
酵
飼
料
と
ふ

ん
尿
で
あ
り
、畜
舎
と
家
畜
ふ
ん
尿
処
理
で
の
対
策
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、酪
農
現
場
で
の
問
題
か
ら
、省
力
化
に

よ
る
労
働
時
間
の
短
縮
、暑
熱
ス
ト
レ
ス
の
改
善
、的
確

な
発
情
発
見
、悪
臭
対
策
な
ど
が
解
決
す
べ
き
重
要
な

課
題
で
あ
る
と
整
理
で
き
る
。

ス
マ
ー
ト
酪
農
の
実
証
試
験

生
乳
生
産
現
場
が
抱
え
て
い
る
問
題
を
技
術
的
に
解

決
す
る
た
め
に
は
、飼
養
管
理
作
業
の
自
動
化
に
よ
っ

て
省
力
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
、乳
用
牛
が
持
つ
能

力
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
快
適
な
畜
舎
内
環
境

を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
技
術
開
発
の
方
向
性
か
ら
、次
世
代
閉

鎖
型
搾
乳
牛
舎
で
の
省
力
化
、ス
マ
ー
ト
酪
農
の
実
証

試
験
で
は
、各
種
要
素
技
術
を
組
み
合
わ
せ
る
従
来
型

の
対
策
に
加
え
て
、牛
舎
内
環
境
や
牛
の
行
動
、健
康

状
態
な
ど
の
情
報
を
収
集
し
て
、そ
の
情
報
か
ら
要
素

技
術
を
制
御
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、プ
ッ
シ
ュ
＆
プ
ル
横
断
換
気
閉
鎖
型

乳
牛
舎
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
、自
動
飼
料

給
餌
機
、自
動
敷
料
散
布
機
な
ど
の
飼
養
管
理
の
自
動

化
設
備
・
機
器
や
牛
群
の
位
置
情
報
、牛
の
個
体
別
行

動
検
知
、牛
の
個
体
別
乳
質
情
報
な
ど
の
セ
ン
シ
ン
グ

に
よ
る
情
報
収
集
技
術
と
酪
農
ク
ラ
ウ
ド
に
よ
る
情
報

管
理
技
術
を
つ
な
げ
て
、省
力
化
と
情
報
管
理
に
基
づ

図1　酪農作業に対する一貫したスマート酪農体系

省力化と給餌情報
の取得による牛の
生産管理を支援。 防暑対策と悪臭拡

散抑制を実現。行
動検知を環境管理
にフィードバック。
環境管理の省力化
と乳量増加。

発情発見を容易に
し、繁殖成績の向
上を支援。

蹄病などの早期発
見をし、生産性、経
済性の改善を支
援。

省力化と搾乳情報、
個体別行動検知に
より疾病の早期発
見、飼養管理を支
援。

ふん尿搬出作業を
自動化することに
よる省力化。

牛床管理作業の自
動化による省力化
と蹄病予防を支
援。

各作業工程などで
集約してきたデー
タを基に飼養管理
へフィードバック
し、生産性向上と
経営改善を支援。

• 自動給餌機
•餌寄せロボット

•次世代閉鎖型
牛舎システム
•個体別行動検知
•群行動検知

• 個体別行動検知 • 個体別行動検知 •搾乳ロボット
•乳質検知装置
•個体別行動検知

•スクレーパー •酪農クラウド

給餌 飼養環境
管理 繁殖管理 疾病管理 搾乳 ふん尿

搬出 牛床管理 経営、
生産性改善

•自動敷料散布機
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カッコイイ酪農へ、スマート農業の挑戦

の
片
側
に
設
置
し
た
換
気
扇
で
空
気
を
押
し
込
み（
吸

気
）、反
対
側
に
設
置
し
た
換
気
扇
で
空
気
を
引
き
抜

く（
排
気
）た
め
、気
流
は
牛
舎
を
横
断
す
る
。対
面
で

設
置
さ
れ
た
吸
気
用
と
排
気
用
の
換
気
扇
が
複
数
台
で

一
区
画
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、各
区
画
の
換
気
扇

を
独
立
で
制
御
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
局
所
的
な
換
気
を

実
現
で
き
る
。局
所
的
換
気
の
具
体
的
な
制
御
方
法
は
、

牛
舎
内
外
に
設
置
し
た
気
象
セ
ン
サ
か
ら
得
ら
れ
る
温

度
や
湿
度
、風
速
な
ど
か
ら
算
出
し
た
温
熱
指
標
を
判

定
基
準
と
し
て
、区
画
ご
と
の
換
気
扇
の
回
転
数
を
制

御
し
て
い
る
。

ま
た
、強
制
換
気
方
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
、畜
舎
内

で
発
生
し
た
悪
臭
や
悪
臭
成
分
が
付
着
し
た
ホ
コ
リ
や

ち
り
は
排
気
用
の
換
気
扇
か
ら
舎
外
に
排
出
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、牛
舎
の
排
気
側
で
悪
臭
低
減
の
た
め
の

細
霧
や
生
物
脱
臭
装
置
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
効
率
的
な
悪
臭
対
策
が
可
能
で
あ
る
。

飼
養
管
理
の
自
動
化
設
備
・
機
器

次
世
代
閉
鎖
型
搾
乳
牛
舎
で
は
、給
餌
作
業
、餌
寄

せ
作
業
、搾
乳
作
業
、敷
料
散
布
作
業
と
ふ
ん
尿
搬
出

作
業
を
自
動
的
に
や
る
設
備
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

搾
乳
作
業
に
は
、搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
が
導
入
さ
れ
て
い

る
。搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
は
、搾
乳
作
業
が
省
力
化
で
き
る
だ

け
で
な
く
、個
体
ご
と
の
乳
量
デ
ー
タ
の
ほ
か
、訪
問
回

数
、搾
乳
時
間
な
ど
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
い
る
。

給
餌
作
業
は
、自
動
給
餌
機
の
導
入
に
よ
っ
て
省
力

化
を
図
る
。飼
料
は
、牛
舎
に
隣
接
す
る
位
置
に
設
置

さ
れ
た
飼
料
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
か
ら
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ

ヤ
ー
で
自
動
給
餌
機
に
補
充
さ
れ
、自
動
給
餌
機
は
牛

舎
内
の
専
用
レ
ー
ル
を
進
み
、飼
槽
に
沿
っ
て
給
餌
し

て
い
く
。自
動
給
餌
機
で
は
、給
餌
時
間
や
給
餌
量
の

デ
ー
タ
を
収
集
し
て
い
る
。

敷
料
散
布
作
業
に
は
自
動
敷
料
散
布
機
が
導
入
さ

れ
て
い
る
。自
動
給
餌
機
と
同
様
に
、牛
舎
に
隣
接
し

た
敷
料
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
か
ら
敷
料
が
補
充
さ
れ
た

自
動
敷
料
散
布
機
は
、牛
舎
内
の
レ
ー
ル
を
進
ん
で
牛

床
上
部
か
ら
敷
料
を
散
布
し
て
い
く
。自
動
敷
料
散
布

機
で
は
、敷
料
の
散
布
作
業
時
間
と
敷
料
散
布
量
の
デ

ー
タ
を
収
集
し
て
い
る
。

ま
た
、餌
寄
せ
ロ
ボ
ッ
ト
や
バ
ー
ン
ス
ク
レ
ー
パ
ー

と
バ
ー
ン
ク
リ
ー
ナ
ー
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、飼
槽
で

の
定
期
的
な
餌
寄
せ
作
業
と
牛
舎
か
ら
の
ふ
ん
尿
搬
出

作
業
が
自
動
化
さ
れ
て
い
る
。

牛
群
位
置
や
個
体
の
セ
ン
シ
ン
グ

次
世
代
閉
鎖
型
搾
乳
牛
舎
で
は
、複
数
台
の
全
方
位

カ
メ
ラ
に
よ
っ
て
牛
群
の
位
置
情
報
を
収
集
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、画
像
に
よ
る
牛
群
の
位
置
検
出
技
術
の
開
発

と
牛
群
位
置
を
考
慮
し
て
、局
所
的
な
換
気
を
す
る
高

度
環
境
管
理
技
術
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
で
あ
る
。

全
方
位
カ
メ
ラ
は
、牛
舎
内
を
四
区
画
に
分
け
て
配
置

さ
れ
て
お
り
、一
区
画
当
た
り
二
台
の
カ
メ
ラ
で
牛
群

の
位
置
を
検
出
し
て
い
る
。全
方
位
カ
メ
ラ
で
取
得
さ

れ
た
牛
群
の
位
置
情
報
は
、牛
舎
内
の
気
象
デ
ー
タ
か

ら
算
出
し
た
温
熱
指
標
と
組
み
合
わ
せ
て
、区
画
ご
と

の
局
所
的
な
換
気
の
自
動
制
御
に
利
用
す
る
こ
と
で
効

率
的
な
暑
熱
対
策
の
確
立
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、次
世
代
閉
鎖
型
搾
乳
牛
舎
に
収
容
し
て
い
る

牛
に
は
、首
輪
型
の
個
体
別
行
動
検
知
用
ウ
ェ
ア
ラ
ブ

ル
セ
ン
サ
を
装
着
さ
せ
て
い
る
。ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
セ
ン
サ

は
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
牛
の
活
動
情
報（
活
動
・
反
芻
・

休
息
の
継
続
時
間
）を
収
集
で
き
る
。

こ
の
個
体
別
行
動
検
知
シ
ス
テ
ム
で
は
、収
集
し
た

個
体
別
の
活
動
デ
ー
タ
か
ら
、発
情
兆
候
や
疾
病
の
疑

い
の
あ
る
牛
な
ど
を
検
知
す
る
。こ
れ
に
よ
り
、的
確
な

発
情
発
見
を
可
能
と
し
て
、繁
殖
成
績
の
向
上
を
め
ざ

し
て
い
る
。

ま
た
、搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
に
は
、搾
乳
中
に
そ
の
乳
質
を

分
析
す
る
乳
質
測
定
装
置
が
外
装
さ
れ
る
。乳
質
測
定

装
置
は
、近
赤
外
分
光
法
を
用
い
て
個
体
別
の
乳
質
情

報（
乳
脂
肪
や
無
脂
乳
固
形
分
な
ど
）を
収
集
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
情
報
は
、乳
牛
の
飼
養
管
理
お
よ
び
乳
質
と

生
産
性
の
向
上
の
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
利
用
さ 次世代閉鎖型搾乳牛舎

給餌通路（換気扇排気側） 制御盤 気象センサー（舎外）

牛床（換気扇給気側） 気象センサー（舎内） 搾乳ロボット（2BOX）

牛舎外観



14　AFCフォーラム 2020・3

特集　酪農経営最前線：NOW

取
得
し
た
デ
ー
タ
や
蓄
積
デ
ー
タ
の
分
析
に
基
づ
い
て

飼
養
管
理
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

実
証
試
験
の
目
標
と
課
題

乳
牛
の
呼
吸
数
は
通
常
、一
分
間
当
た
り
二
〇
〜
三

〇
回
で
あ
る
が
、環
境
温
度
が
二
三
度
を
超
え
る
と
呼

吸
数
の
増
加
が
著
し
く
な
る
。環
境
温
度
が
三
五
度
付

近
に
な
る
と
一
分
間
で
九
〇
回
を
超
え
る
こ
と
も
あ
る
。

暑
熱
時
に
は
、口
を
開
い
て
舌
を
出
し
な
が
ら
あ
え
ぐ

よ
う
な
多
呼
吸（
パ
ン
テ
ィ
ン
グ
）と
な
り
、深
く
激
し

い
呼
吸
と
な
る
。

二
〇
一
七
年
の
夏
季
に
お
こ
な
わ
れ
た
調
査
か
ら
、

次
世
代
閉
鎖
型
搾
乳
牛
舎
に
収
容
さ
れ
て
い
る
乳
牛
の

呼
吸
数
は
、開
放
型
牛
舎
に
収
容
さ
れ
て
い
る
乳
牛
の

呼
吸
数
に
比
べ
て
有
意
に
低
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ

て
い
る（
図
３
）。

ま
た
、夏
季
で
は
暑
熱
ス
ト
レ
ス
の
た
め
に
乳
牛
の

産
乳
量
は
低
下
す
る
が
、次
世
代
閉
鎖
型
搾
乳
牛
舎
に

収
容
さ
れ
て
い
る
乳
牛
で
は
、産
乳
量
の
落
ち
込
み
が

少
な
い
傾
向
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、プ
ッ

シ
ュ
＆
プ
ル
横
断
換
気
閉
鎖
型
乳
牛
舎
が
暑
熱
対
策
に

有
効
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

本
実
証
試
験
で
は
、暑
熱
ス
ト
レ
ス
の
緩
和
と
発
情
兆

候
の
発
見
に
よ
る
繁
殖
成
績
の
向
上
、疾
病
の
早
期
発
見

な
ど
の
総
合
的
な
効
果
と
し
て
二
〇
％
の
産
乳
量
の
増

加
、作
業
の
省
力
化
の
効
果
と
し
て
総
合
的
な
労
働
時
間

の
三
〇
％
削
減
を
め
ざ
し
て
い
る
。今
後
は
、次
世
代
閉

鎖
型
搾
乳
牛
舎
に
導
入
さ
れ
る
自
動
化
設
備
・
機
器
に

よ
る
作
業
時
間
の
変
化
や
、セ
ン
シ
ン
グ
技
術
と
酪
農
ク

ラ
ウ
ド
に
よ
る
情
報
の
集
約
と
管
理
に
基
づ
い
た
飼
養

管
理
シ
ス
テ
ム
の
効
果
を
把
握
し
て
、酪
農
現
場
で
活
用

で
き
る
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
課
題
で
あ
る
。

現
在
で
は
、自
動
化
技
術
や
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
、デ
ー

タ
管
理
技
術
の
進
化
に
よ
っ
て
、経
験
的
な
知
識
か
ら

判
断
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
飼
養
管
理
作
業
に
、デ
ー

タ
を
基
に
判
断
し
て
制
御
す
る
ツ
ー
ル
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。さ
ら
に
、収
集
し
た
デ
ー
タ

が
蓄
積
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
、酪
農
経
営
で
の
飼
養
管

理
に
関
す
る
経
験
的
な
知
識
が
積
み
上
が
っ
て
い
く
こ

と
で
あ
る
。家
族
経
営
が
少
な
く
な
い
酪
農
で
の
後
継

者
不
足
解
消
の
た
め
に
は
、経
験
的
な
知
識
の
未
熟
さ

を
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
が
補
え
る
ス
マ
ー
ト
な
飼
養
管

理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
、次
世
代
に
酪
農
経
営
を
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

れ
る
。

酪
農
ク
ラ
ウ
ド
は
、畜
舎
内
外
の
気
象
情
報
、飼
養

管
理
に
お
け
る
自
動
化
設
備
・
機
器
か
ら
の
運
転
情
報
、

牛
群
の
位
置
情
報
、牛
個
体
の
活
動
情
報
、お
よ
び
、乳

質
情
報
、さ
ら
に
牛
の
繁
殖
・
健
康
管
理
デ
ー
タ
な
ど

を
一
元
的
に
集
約
・
管
理
し
、各
種
情
報
の
連
携
と
自

動
化
設
備
・
機
器
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
仕
組
み
を

担
う
技
術
で
あ
る（
図
２
）。

た
と
え
ば
、牛
舎
内
外
の
気
象
情
報
と
牛
群
位
置
情

報
か
ら
局
所
的
に
換
気
扇
を
制
御
し
て
、夏
季
の
暑
熱

下
で
の
生
産
性
を
改
善
す
る
こ
と
や
、牛
の
活
動
情
報

か
ら
発
情
兆
候
や
疾
病
罹
患
の
可
能
性
の
あ
る
個
体
を

直
ち
に
経
営
者
に
知
ら
せ
る
な
ど
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

図2　酪農クラウドの位置付け

図3　夏季における収容牛舎の違いと乳牛呼吸数の変化

個体別搾乳情報
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舎内環境制御 繁殖管理作業 疾病管理作業 搾乳管理作業 牛床管理作業
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費
用
増
で
減
益
業
種
増
え
る

経
営
部
門
別
に
二
〇
一
七
年
と
一

八
年
の
収
支
を
比
較
し
た（
表
）。

個
人
経
営
の
耕
種
部
門
の
全
国
平
均

を
見
る
と
、一
八
年
は
売
上
高
が
前
年

比
一
・
二
％
増
で
ほ
ぼ
横
ば
い
だ
っ
た
。

農
家
所
得（
専
従
者
給
与
控
除
前
）は
、

七
二
〇
万
円
と
前
年
よ
り
九
〇
万
円
少

な
く
一
〇
・
八
％
の
減
益
と
な
っ
た
。

一
方
、個
人
経
営
の
畜
産
部
門
の
全

国
平
均
を
見
る
と
、一
八
年
は
売
上
高

が
一
・
七
％
増
で
ほ
ぼ
横
ば
い
だ
っ
た
。

農
家
所
得
は
九
九
〇
万
円
と
前
年
よ
り

二
六
〇
万
少
な
く
な
っ
た
。率
に
す
る

と
二
〇
・
四
％
減
と
、大
幅
な
減
益
と

な
っ
た
。

耕
種
、畜
産
と
も
一
八
年
は
、売
上

高
は
横
ば
い
、所
得
は
減
益
と
い
う
結

果
に
な
っ
た
。

耕
種
部
門
で
は
、ま
ず
稲
作
は
都
府

県
で
売
上
高
は
〇
・
七
％
減
と
ほ
ぼ
横

ば
い
だ
っ
た
が
、農
家
所
得（
専
従
者
給

与
控
除
前
）は
一
六
・
五
％
減
と
大
き

な
減
益
と
な
っ
た
。

六
〜
九
月
に
か
け
て
の
低
温
や
日
照

不
足
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、生
産
量
が

減
少
し
た
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。販
売

価
格
は
前
年
に
比
べ
上
昇
し
た
こ
と
か

ら
、売
上
高
へ
の
影
響
は
軽
微
だ
っ
た

が
、労
務
費
・
人
件
費
や
燃
料
動
力
費

な
ど
の
費
用
が
増
え
た
こ
と
が
要
因
と

み
ら
れ
る
。

北
海
道
の
畑
作
に
つ
い
て
は
、売
上

高
は
八
・
二
％
減
に
と
ど
ま
っ
た
が
、農

家
所
得
は
二
七
・
四
％
も
減
っ
た
。売
上

高
は
、六
〜
八
月
の
長
雨
の
影
響
に
よ

る
収
穫
量
の
減
少
に
よ
る
も
の
。一
方
、

経
営
費
用
は
前
年
と
同
水
準
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、収
益
は
大
幅
な
減
益
と
な

っ
た
と
み
ら
れ
る
。

果
樹
に
つ
い
て
は
、台
風
や
豪
雨
災

害
の
影
響
も
あ
り
収
穫
量
は
減
少
し
た

が
、販
売
単
価
が
高
値
で
推
移
し
た
こ

と
な
ど
か
ら
、売
上
高
は
二
・
八
％
増
、

収
益
は
六
・
〇
％
増
と
、増
収
増
益
と

な
っ
た
。

北
海
道
の
露
地
野
菜
は
、天
候
不
順

の
影
響
に
よ
る
不
作
の
た
め
減
収
減
益

に
な
っ
た
。一
方
、都
府
県
の
露
地
野

菜
は
、台
風
の
影
響
な
ど
に
よ
り
決
算

が
悪
化
し
て
い
た
前
年
に
比
べ
る
と
、

生
産
量
や
販
売
価
格
は
改
善
し
、売
上

高
は
四
・
五
％
の
増
収
と
な
っ
た
が
、労

務
費
・
人
件
費
、燃
料
動
力
費
な
ど
の

費
用
が
増
え
、三
・
五
％
の
減
益
と
な
っ

た
。施

設
ト
マ
ト
は
増
収
減
益

施
設
野
菜（
全
国
）は
、規
模
の
拡
大

も
あ
っ
て
四
・
三
％
の
増
収
と
な
っ
た

が
、労
務
費
や
燃
料
動
力
費
な
ど
の
費

用
が
増
え
、七
・
八
％
の
減
益
と
な
っ
た
。

施
設
野
菜
の
う
ち
ト
マ
ト
経
営
に
つ

い
て
着
目
す
る
と
、生
産
規
模
の
拡
大

な
ど
か
ら
売
上
高
は
増
収
と
な
っ
た
が
、

栽
培
施
設
面
積
当
た
り
の
売
上
高
は
減

少
し
た
。加
え
て
費
用
面
で
は
、施
設
野

耕種・畜産とも
売上高は横ばい

収益は費用増で減益

農業経営動向分析は、日本公庫の農業を営む融資
先を対象に、3カ年（2016年〜2018年）の決算データ
を集計して、損益の動向や財務指標を分析した。
今回は個人経営を中心に分析した。法人経営につ
いての分析は次号で紹介する。

日本政策金融公庫◦農林水産事業

Report on research

情報戦略レポート

●

―2018年農業経営動向分析（個人経営）―

菜
経
営
全
体
と
比
べ
て
労
務
費
や
燃
料

動
力
費
の
増
加
率
が
高
く
、収
益
が
悪

化
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

施
設
花
き
も
売
上
高
は
、前
年
と
同

水
準
を
維
持
し
た
が
、燃
料
動
力
費
が

増
え
、減
益
と
な
っ
た
。

茶
は
、リ
ー
フ
茶
需
要
の
減
退
を
背

景
に
、販
売
単
価
が
下
落
し
た
こ
と
な

ど
か
ら
、減
収
減
益
と
な
っ
た
。

キ
ノ
コ
は
、生
産
量
が
増
え
た
こ
と

か
ら
一
部
品
目
の
販
売
価
格
が
下
落

し
、減
収
減
益
と
な
っ
た
。

北
海
道
酪
農
は
増
収
増
益

畜
産
部
門
で
は
、酪
農
は
総
合
乳
価

が
値
上
げ
さ
れ
た
こ
と
か
ら
増
収
と
な

っ
た
。農
家
所
得
に
つ
い
て
は
、北
海
道

で
は
四
・
四
％
の
増
益
と
な
っ
た
が
、都

府
県
で
は
飼
料
費
な
ど
の
増
加
に
よ

り
一
三
・
〇
％
も
の
減
益
と
な
っ
た
。

肉
用
牛
肥
育
は
期
中
の
牛
肉
販
売
価

格
が
高
値
で
推
移
し
た
こ
と
な
ど
か
ら

三
・
六
％
増
収
と
な
っ
た
。し
か
し
農
家

所
得
と
し
て
は
期
中
に
出
荷
さ
れ
た
牛

の
素
牛（
仕
入
）価
格
が
高
騰
し
て
い
た

こ
と
な
ど
か
ら
、三
〇
・
九
％
も
の
大
幅

な
減
益
と
な
っ
た
。

養
豚
一
貫
は
、豚
肉
販
売
価
格
が
前

年
を
下
回
る
価
格
で
推
移
し
た
た
め
減

収
減
益
と
な
っ
た
。

採
卵
鶏
は
、近
年
の
国
内
生
産
量
の

増
加
に
よ
り
需
給
が
緩
み
、販
売
単
価
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が
前
年
か
ら
大
幅
に
下
落
し
た
た
め
、

売
上
高
は
一
四
・
一
％
の
減
少
、収
益

は
七
三
・
五
％
も
の
大
幅
な
減
益
と
な

っ
た
。

ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
、売
上
高
、収
益
と
も

に
前
年
と
同
水
準
と
な
っ
た
。

直
近
五
年
間
の
収
益
は
安
定

耕
種
部
門
・
畜
産
部
門
と
も
、二
〇

一
八
年
の
農
家
所
得
は
、全
体
と
し
て

前
年
よ
り
減
益
と
な
っ
た
が
、そ
の
水

準
は
ど
う
な
の
か
。過
去
五
年
の
収
益

の
傾
向
を
見
た
。

一
四
年
か
ら
一
八
年
ま
で
の
五
年

間
の
収
益（
二
〇
一
四
年
を
一
〇
〇
と

す
る
）を
見
る
と
、耕
種
部
門（
主
要
業

種
）に
つ
い
て
は
露
地
野
菜（
都
府
県
）

を
除
い
て
全
業
種
一
定
の
水
準
以
上

で
推
移
し
て
お
り
、一
八
年
の
農
家
所

得
が
特
段
に
低
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と

が
わ
か
っ
た（
図
１
）。

農
家
所
得
が
低
水
準
で
推
移
し
た
業

種
の
背
景
に
は
相
場
の
動
き
の
影
響
が

大
き
い
こ
と
、人
件
費
や
燃
料
動
力
費

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
関
係
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
、露
地
野

菜（
都
府
県
）に
つ
い
て
は
農
家
所
得
の

増
減
が
著
し
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
こ

と
も
う
か
が
え
る
。

次
に
畜
産
部
門
で
見
る
と
、酪
農
お

よ
び
ブ
ロ
イ
ラ
ー
に
つ
い
て
は
直
近
五

年
間
の
収
益
と
比
較
し
て
、一
八
年
の

実
績
は
一
定
水
準
以
上
で
推
移
し
て

お
り
、一
八
年
の
農
家
所
得
が
特
段
に

低
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る

（
図
２
）。

一
方
で
、肉
用
牛
肥
育
、養
豚
一
貫
、

採
卵
鶏
に
つ
い
て
、相
場
の
動
き
の
影

響
を
強
く
受
け
た
こ
と
な
ど
か
ら
、一

八
年
の
実
績
は
直
近
五
年
間
と
比
べ
て

低
水
準
で
推
移
し
て
お
り
、そ
う
し
た

畜
産
農
家
に
と
っ
て
厳
し
い
現
状
が
う

か
が
え
る
。

耕
種
は
燃
料
動
力
が
影
響

二
〇
一
八
年
の
耕
種
部
門
の
収
支

状
況
を
見
る
と
、売
上
高
は
、稲
作（
北

海
道
・
都
府
県
）、露
地
野
菜（
都
府
県
）、

施
設
野
菜
、茶
、キ
ノ
コ
は
三
〇
〇
〇
万

円
前
後
だ
が
、施
設
花
き
や
平
均
経
営

規
模
が
大
き
い
畑
作（
北
海
道
）、露
地

野
菜（
北
海
道
）は
四
〇
〇
〇
万
円
〜
五

〇
〇
〇
万
円
超
と
な
っ
て
い
る
。

農
家
所
得
に
つ
い
て
は
、稲
作（
北
海

道
・
都
府
県
）、畑
作（
北
海
道
）、果
樹
、

露
地
野
菜（
北
海
道
）の
所
得
率
が
二
三

〜
三
〇
％
前
後
で
あ
る
一
方
、燃
料
動

力
費
率
の
高
い
施
設
野
菜
、施
設
花
き
、

茶
の
所
得
率
は
一
五
〜
二
〇
％
前
後
、

キ
ノ
コ
は
四
・
八
％
と
低
く
な
っ
て
い

る（
図
３
）。

売
上
高
に
対
す
る
借
入
金
残
高
の
比

率
は
、稲
作
、果
樹
、茶
が
七
五
％
超
と

高
率
と
な
る
一
方
、露
地
野
菜（
都
府

表　経営部門別の収支（対前年比較表）［個人経営］

業種 サンプル数

経営規模 売上高（百万円） 農家所得 
（専従者給与控除前：百万円）

単位 2017年 2018年
2017年 2018年 前年対比 2017年 2018年 前年対比

A B （B/A） A B （B/A）

全体 全国 2,948 31.2 31.6 101.2% 8.1 7.2 89.2%

耕
種

稲作
北海道 74

水稲作付面積（ha）
15.2 15.8 32.2 32.2 100.0% 9.4 7.5 79.8%

都府県 1,027 15.0 15.6 29.0 28.8 99.3% 7.9 6.6 83.5%
北海道畑作 北海道 67 経営耕地面積（ha） 41.7 42.1 60.1 55.2 91.8% 20.1 14.6 72.6%

果樹 全国 225 第1位品目作付面積（ha） 2.2 2.2 17.6 18.1 102.8% 5.0 5.3 106.0%

露地野菜
北海道 65

第1位品目作付面積（ha）
8.4 8.6 46.6 44.4 95.3% 13.9 13.4 96.4%

都府県 402 3.9 4.0 31.3 32.7 104.5% 8.6 8.3 96.5%

施設野菜
全国 838

第1位品目栽培面積（千㎡）
5.3 5.5 32.0 33.4 104.3% 7.6 7.1 92.2%

うちトマト 368 5.6 5.9 33.5 34.0 101.5% 7.4 6.0 80.3%
施設花き 全国 157 第1位品目栽培面積（千㎡） 6.3 6.5 42.0 42.5 101.4% 6.9 6.7 97.1%

茶 全国 82 茶園面積（ha） 5.9 6.0 30.8 29.1 94.5% 7.8 5.9 75.6%
キノコ 全国 11 第1位品目収穫量（ｔ） 19.2 19.5 34.9 33.2 95.1% 5.0 1.6 32.0%

畜
産

全体 全国 1,091 110.7 112.6 101.7% 12.5 9.9 79.6%

酪農
北海道 66

成牛頭数（頭）
79.1 83.0 94.2 98.7 104.8% 18.1 18.9 104.4%

都府県 558 66.1 67.6 82.0 83.6 102.0% 11.5 10.0 87.0%
肉用牛肥育 全国 341 飼養頭数（頭） 248.7 243.1 152.0 157.6 103.6% 10.8 7.6 69.1%
養豚一貫 全国 90 繁殖雌豚頭数（頭） 159.7 160.5 131.0 123.4 94.3% 20.5 12.8 62.6%
採卵鶏 全国 19 飼養羽数（千羽） 42.1 42.6 153.6 131.9 85.9% 15.5 4.1 26.5%

ブロイラー 全国 17 飼養羽数（千羽） 55.8 57.1 134.0 135.2 100.9% 11.0 11.4 103.6%
注1）経営規模、売上高、農家所得は経営部門ごとの1経営体当たりの平均値を記載。
注2）増減率はラウンドの関係で数値が合わない場合がある。
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県
）、キ
ノ
コ
は
約
四
〇
％
前
後
と
比
較

的
低
い
値
を
示
し
て
い
る
。

費
用
に
占
め
る
材
料
費
の
割
合（
材

料
比
率
）は
、畑
作（
北
海
道
）と
露
地

野
菜（
北
海
道
）が
四
五
％
超
と
高
く
、

そ
の
他
の
業
種
は
お
お
む
ね
三
〇
〜
三

五
％
前
後
と
な
っ
て
い
る（
図
４
）。

大
規
模
な
機
械
化
が
可
能
な
北
海
道

の
稲
作
、畑
作
、露
地
野
菜
は
、他
の
業

種
に
比
べ
労
務
費
の
割
合
が
低
い
代
わ

り
、減
価
償
却
費
率
が
高
く
な
っ
て
い

る
。一
方
、収
穫
作
業
な
ど
手
作
業
が

必
要
な
果
樹
や
施
設
野
菜
は
労
務
費
率

が
他
の
業
種
に
比
べ
高
く
な
っ
て
い
る
。

畜
産
は
飼
料
費
な
ど
の
負
担
大

畜
産
部
門
の
収
支
状
況
を
見
る
と
、

売
上
高
は
平
均
経
営
規
模
が
小
さ
い
酪

農（
都
府
県
）は
約
八
四
〇
〇
万
円
だ
が
、

他
の
業
種
で
は
一
億
円
程
度
か
一
億
円

を
超
え
る
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

農
家
所
得
に
つ
い
て
、所
得
率
は
酪

農（
北
海
道
）を
除
き
五
〜
一
五
％
前

後
と
、耕
種
に
比
べ
て
低
く
、畜
産
は
経

営
規
模
拡
大
に
よ
る
効
率
化
な
ど
所
得

率
の
改
善
が
必
要
な
業
種
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る（
図
５
）。

な
お
、酪
農
に
つ
い
て
は
設
備
負
担

に
加
え
保
有
家
畜（
乳
牛
）の
減
価
償

却
負
担
が
大
き
い
こ
と
が
、所
得
率
に

比
べ
て
売
上
高
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
比

率
が
高
い
こ
と
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

売
上
高
借
入
金
残
高
比
率
は
、肉
用

牛
肥
育（
肉
用
種
）が
七
〇
％
超
と
高
い
。

こ
れ
は
素
牛
の
購
入
単
価
の
上
昇
を
受

け
た
運
転
資
金
借
入
が
増
額
し
て
い
る

こ
と
や
、一
件
当
た
り
の
設
備
投
資
額

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
原
因
だ

と
考
え
ら
れ
る
。

素
畜
費
を
含
め
た
材
料
費
率
は
、す

べ
て
の
畜
種
で
五
五
％
以
上（
耕
種
で

は
二
五
〜
五
〇
％
）と
、耕
種
に
比
べ
て

高
く
な
っ
て
い
る（
図
６
）。

養
豚
一
貫
、採
卵
鶏
、ブ
ロ
イ
ラ
ー

で
は
飼
料
費
の
割
合
が
五
〇
〜
六
〇
％

前
後
と
な
っ
て
い
る
。飼
料
価
格
が
上

昇
し
た
場
合
、経
営
に
与
え
る
影
響
が

大
き
く
な
る
業
種
と
考
え
ら
れ
る
。�

（
情
報
企
画
部
　
高
田 

圭
介
）

【
集
計
・
分
析
対
象
な
ど
】

⃝
�

集
計
・
分
析
対
象
先

　

�

公
庫
取
引
先
五
六
八
六
先（
個
人
経
営
三
九
七
一

先
、法
人
経
営
一
七
一
五
先
）

⃝
�

対
象
経
営
部
門（
農
業
収
入
の
第
一
位
部
門
で

区
分
）

　

�

耕
種
八
部
門
：�

稲
作
、北
海
道
畑
作
、果
樹
、露

地
野
菜
、施
設
野
菜
、施
設
花
き
、

茶
、キ
ノ
コ

　

�

畜
産
五
部
門
：�

酪
農
、肉
用
牛
肥
育
、養
豚
一
貫
、

採
卵
鶏
、ブ
ロ
イ
ラ
ー

⃝

対
象
決
算
期

　

二
〇
一
六
年
・
一
七
年
・
一
八
年

　

�

法
人
は
各
年
一
二
月
〜
翌
年
三
月
が
決
算
期
の

も
の

【
注
】

・�

文
書
中
の「
増
益
」や「
減
益
」は
、農
家
所
得（
専

従
者
給
与
控
除
前
・
税
引
前
）が
増
加
し
た
か
減

少
し
た
か
で
判
断
し
て
い
る
。

図1　単位規模当たり農家所得の推移（耕種、主要業種）図2　単位規模当たり農家所得の推移（畜産）
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Report on research

図3　2018年の個人経営の所得率など（耕種部門）

図５　2018年の個人経営の所得率など（畜産部門）

図４　2018年の個人経営の費用について（耕種部門）

図６　2018年の個人経営の費用について（畜産部門）
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牛
の
世
話
は
で
き
な
く
と
も

で
き
る
こ
と
が
あ
る
は
ず

牧
場
に
嫁
ぎ
、自
家
製
で

ジ
ェ
ラ
ー
ト
シ
ョッ
プ
開
店

酪
農
家
の
想
い
を
伝
え
た
い

生
産
だ
け
で
な
く
加
工
、販
売
ま
で
お
こ
な
う
農
業

の
六
次
産
業
化
が
一
九
九
〇
年
代
に
提
唱
さ
れ
、農

家
女
性
の
場
が
広
が
っ
た
。将
来
、牧
場
を
手
伝
っ
て

と
、非
農
家
育
ち
で
四
人
の
子
育
て
。い
ま
、自
家
製

の
生
乳
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
で
農
業
を
表
現
す
る
。

株
式
会
社
丸
尾
牧
場

兵
庫
県
赤
穂
市

丸
尾 

美
香
さ
ん
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牛
を
愛
す
る
家
族
に
囲
ま
れ
て

酪
農
家
が
営
む
ジ
ェ
ラ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
は
あ
ま

た
あ
る
。開
店
の
き
っ
か
け
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、酪

農
家
の
想
い
は
訪
れ
る
人
に
届
く

―
。丸
尾
美

香
さ
ん（
三
六
歳
）に
出
会
っ
て
痛
感
し
た
。

夫
の
建
治
さ
ん（
三
六
歳
）に
出
会
う
ま
で
、美

香
さ
ん
に
と
っ
て
酪
農
は
未
知
の
世
界
だ
っ
た
。

美
香
さ
ん
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
憧
れ
て
い
た
美
容

師
と
な
り
、仕
事
に
没
頭
し
て
い
た
。建
治
さ
ん
は

丸
尾
牧
場
の
三
代
目
と
し
て
、両
親
と
と
も
に
三
八

頭
の
牛
を
飼
っ
て
い
た
。共
通
の
友
人
を
介
し
て

知
り
合
っ
た
二
人
。互
い
に
少
な
い
休
み
を
や
り

く
り
し
、ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
ん
だ
。

美
香
さ
ん
は
建
治
さ
ん
か
ら「
将
来
は
牧
場
の

仕
事
を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
」と
言
わ
れ
た
。「
お
義

母
さ
ん（
祐
子
さ
ん
）が
、お
義
父
さ
ん（
建
城
さ

ん
）を
支
え
る
姿
を
見
て
育
っ
た
か
ら
当
然
の
こ

と
。牛
を
育
て
る
の
は
魅
力
的
な
仕
事
だ
と
思
い

ま
し
た
」。結
婚
し
て
間
も
な
く
、酪
農
家
の
ジ
ェ

ラ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
見
学
し
た
。「
牧
場
と
い
え
ば

北
海
道
の
イ
メ
ー
ジ
し
か
な
く
、酪
農
家
が
家
族

で
営
む
ジ
ェ
ラ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と
も
知

ら
な
か
っ
た
で
す
。こ
う
い
う
形
が
あ
る
の
か
と

印
象
に
残
り
ま
し
た
」

そ
の
後
、長
女
の
栞
愛
さ
ん（
一
二
歳
）を
筆
頭

に
、四
人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
た
。折
し
も
、丸
尾

牧
場
は
一
二
〇
頭
へ
と
増
頭
し
、法
人
化
も
果
た

し
た
。従
業
員
も
雇
い
、美
香
さ
ん
は
時
折
事
務

作
業
を
手
伝
う
程
度
だ
っ
た
。「
お
か
げ
で
一
〇
年

間
、が
っ
つ
り
子
育
て
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
」と

ほ
ほ
笑
む
。

そ
れ
で
も
、傍
ら
で
家
族
の
仕
事
ぶ
り
を
し
っ

か
り
見
て
い
た
。「
い
い
牛
を
育
て
た
い
と
い
う
純

粋
な
想
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。台
風
の
日
、風

雨
で
び
し
ょ
び
し
ょ
に
な
り
な
が
ら
懸
命
に
牛
の

世
話
を
す
る
姿
。人
と
の
付
き
合
い
を
大
切
に
す

る
お
義
父
さ
ん
は
、役
も
積
極
的
に
引
き
受
け
て

い
る
の
で
す
」。こ
う
話
す
美
香
さ
ん
か
ら
、家
族

を
敬
う
想
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

家
族
の
仕
事
ぶ
り
は
対
外
的
に
も
認
め
ら
れ
て

い
る
。生
乳
の
品
質
、畜
舎
環
境
な
ど
を
総
合
的

に
評
価
し
、優
れ
た
牧
場
に
贈
ら
れ
る「
ハ
イ
ク
オ

リ
テ
ィ
ミ
ル
ク
ア
ワ
ー
ド
」を
丸
尾
牧
場
は
二
〇

一
一
年
以
来
、六
回
受
賞
し
た
。

牧
場
の
良
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い

そ
ん
な
と
き
、ご
く
少
数
な
が
ら
も
臭
い
な
ど

を
理
由
と
す
る
牧
場
に
対
す
る
否
定
的
意
見
を
耳

に
し
た
。家
族
の
働
き
ぶ
り
に
全
幅
の
信
頼
を
置

い
て
い
た
美
香
さ
ん
の
心
は
奮
い
立
っ
た
。

「
子
ど
も
た
ち
に
、酪
農
と
い
う
仕
事
へ
の
誇
り

を
迷
わ
ず
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

子
ど
も
た
ち
は
日
頃
か
ら
、学
校
給
食
で
出
る

牛
乳
を「
パ
パ
の
牛
乳
だ
」と
う
れ
し
そ
う
に
飲
ん

で
い
た
。丸
尾
牧
場
を
含
む
近
畿
域
内
の
牧
場
で

搾
っ
た
牛
乳
が
給
食
時
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
既

に
知
っ
て
い
た
の
だ
。「
た
だ
、も
っ
と
ダ
イ
レ
ク

ト
に
、パ
パ
た
ち
の
牛
乳
は
こ
う
や
っ
て
使
わ
れ

て
い
る
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。牧
場
の
い
い
と
こ

ろ
を
知
っ
て
ほ
し
い
」と
美
香
さ
ん
は
思
っ
た
。結

婚
当
初
、見
学
し
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
に
ヒ

P19：早朝の丸尾牧場。牛がストレスなく、食べたい時にいつでも餌が食べら
れるよう「居心地、寝心地、食べ心地」に気を配っている　P20：丸尾家の皆さ
ん。約50haの農地で自給飼料も作る（右上）　「牛が鳴くのは何か不満がある
から。鳴かないように育てる」が丸尾流飼育方法（右下右）。TETEスタッフの前
由起さん、松原渚さんと（右下左）　常時16種類のジェラートが楽しめる（左）
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ン
ト
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。「
牛
の
世
話
は
で
き

な
く
て
も
、嫁
い
で
き
た
自
分
だ
か
ら
で
き
る
こ

と
が
あ
る
は
ず
」

―
。美
香
さ
ん
は
三
年
前
、

ジ
ェ
ラ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
開
店
を
決
意
し
た
。

ジ
ェ
ラ
ー
ト
の
作
り
方
、シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
方

法
な
ど
一
か
ら
学
ん
だ
。農
業
改
良
普
及
員
が
親

身
に
な
っ
て
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
、近
県
の
ジ
ェ

ラ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
視
察
を
重
ね
、ジ
ェ
ラ
ー
ト

製
造
機
メ
ー
カ
ー
主
催
の
研
修
会
を
受
講
す
る
た

め
東
京
に
も
行
っ
た
。兵
庫
県
が
主
催
し
、農
業

経
営
を
学
ぶ「
ひ
ょ
う
ご
農
業
Ｍ
Ｂ
Ａ
塾
」で
経
営

の
厳
し
さ
も
知
っ
た
。勉
強
や
準
備
に
追
わ
れ
る

美
香
さ
ん
の
た
め
に
、家
族
は
も
ち
ろ
ん
、実
母
の

高
嶺
和
子
さ
ん
も
、子
ど
も
た
ち
の
面
倒
を
見
て

く
れ
た
。

ジ
ェ
ラ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
は
、粗
飼
料
で
あ
る
牧

草
を
保
管
し
て
い
た
場
所
に
建
て
る
こ
と
に
し
た
。

農
用
地
区
内
に
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
設
で
き
る

国
家
戦
略
特
区
制
度
を
活
用
し
た
の
だ
。赤
穂
港

の
そ
ば
で
、近
く
に
観
光
施
設
が
あ
る
わ
け
で
も

な
い
。「
こ
こ
に
お
客
さ
ん
は
来
な
い
よ
」と
周
囲

か
ら
散
々
言
わ
れ
た
。だ
が
、そ
の
よ
う
な
場
所
だ

か
ら
こ
そ
勝
算
が
あ
る
と
、美
香
さ
ん
は
確
信
し

て
い
た
。視
察
し
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
先
々

で
、「
シ
ョ
ッ
プ
を
目
当
て
に
来
て
く
れ
る
お
客
さ

ま
も
多
い
。駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
十
分
確
保
し
た
方

が
い
い
」と
い
う
話
を
聞
い
て
い
た
の
だ
。住
宅
街

や
繁
華
街
で
は
そ
の
確
保
が
難
し
い
。

そ
し
て
、ジ
ェ
ラ
ー
ト
の
お
い
し
さ
や
食
べ
て

も
ら
う
環
境
に
心
を
配
っ
た
。子
ど
も
た
ち
が
遊

べ
る
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
は
、美
香
さ
ん
の
こ
だ
わ

り
の
一
つ
だ
。子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
遊
ぶ
様
子

を
ガ
ラ
ス
越
し
に
見
な
が
ら
、マ
マ
た
ち
に
ゆ
っ

く
り
と
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
、

と
い
う
想
い
か
ら
設
置
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
に
も
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。建

治
さ
ん
に
相
談
し
、濃
厚
な
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
提
供

す
る
た
め
牧
場
で
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
を
飼
育
す
る
こ

と
に
し
た
。「
ジ
ャ
ー
ジ
ー
と
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
両

方
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
が
食
べ
ら
れ
る
お
店
は
珍
し
い

と
思
い
ま
す
」と
美
香
さ
ん
。「
自
分
の
子
ど
も
の

た
め
と
思
っ
て
決
心
し
ま
し
た
が
、や
る
限
り
は

お
客
さ
ま
に
い
か
に
満
足
し
て
も
ら
う
か
と
い
う

視
点
を
外
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」と
話
す
美
香

さ
ん
に「
た
く
ま
し
い
よ
ね
」と
目
を
細
め
る
建
治

さ
ん
。「
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
の
導
入
は
こ
の
人
の
想
い

そ
の
も
の
」と
美
香
さ
ん
を
見
て
言
う
。

周
囲
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ

昨
年
五
月
一
日
、ジ
ェ
ラ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ「
ＴテＥ

ＴテＥ
」は
オ
ー
プ
ン
し
た
。「
周
り
の
人
た
ち
の
支

え
が
あ
っ
て
開
店
で
き
ま
し
た
」と
美
香
さ
ん
は

何
度
も
繰
り
返
す
。力
を
貸
し
て
く
れ
た
人
た
ち

へ
の
感
謝
を
伝
え
よ
う
と
、四
月
に
プ
レ
オ
ー
プ

ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
い
た
。無
料
で
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を

提
供
し
た
こ
と
も
あ
り
、三
日
間
で
一
二
〇
〇
人

が
来
場
し
た
。驚
く
べ
き
は
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

し
て
か
ら
の
客
足
の
伸
び
だ
。赤
穂
市
は
、同
時
期

に
Ｔ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
を
含
め
三
店
舗
が
開
店
す
る
な
ど
ジ

ェ
ラ
ー
ト
の
激
戦
区
と
な
っ
た
が
、Ｔ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
に

は
半
年
で
一
万
二
〇
〇
〇
人
以
上
が
訪
れ
た
。開

店
五
年
後
に
想
定
し
て
い
た
客
数
だ
。ジ
ェ
ラ
ー

ト
の
味
の
お
い
し
さ
、子
育
て
マ
マ
へ
の
配
慮
な

ど
に
込
め
た「
牧
場
の
良
さ
を
伝
え
る
」と
い
う
美

香
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
の
想
い
が
、訪
れ
る
人
に
通

じ
て
い
る
か
ら
こ
そ
だ
ろ
う
。

私
は
四
人
の
子
ど
も
た
ち
に「
将
来
、誰
が
ジ
ェ

ラ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
や
る
？
」と
聞
い
た
。唐
突
な

問
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、全
員
が
、ま
ん
ざ
ら
で
も

な
い
表
情
を
こ
ち
ら
に
向
け
て
く
れ
た
。「
牧
場
の

方
も
や
っ
て
も
ら
わ
ん
と
な
」と
、美
香
さ
ん
も
う

れ
し
そ
う
な
表
情
。Ｔ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
は
単
な
る
ジ
ェ
ラ

ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
は
な
い
。美
香
さ
ん
た
ち
家
族

の
酪
農
に
対
す
る
誇
り
と
愛
情
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま

っ
た
、集
大
成
な
の
だ
。�

（
青
山 

浩
子
／
文
　
河
野 

千
年
／
撮
影
）

丸尾牧場ジェラートショップ TETE URL…www.gelatoshoptete.jp/

美香さんは兵庫県たつの市出身。店名は「手と手をつないでいろんな人に来て
もらえたら」という想いからTETEと付けた（上）　建城さん、祐子さんと（下）
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忘れられない牛乳の味

フォーラムエッセイ

二
年
程
前
に
な
り
ま
す
が
、六
月
か
ら
真
冬
の
二
月
に
か
け
て
長
期
滞
在
も

含
め
て
六
回
ほ
ど
、北
海
道
の
十
勝
に
足
を
運
び
ま
し
た
。朝
の
連
続
テ
レ
ビ

小
説『
な
つ
ぞ
ら
』の
撮
影
の
た
め
で
す
。

北
海
道
酪
農
開
拓
者
を
演
じ
た
わ
け
で
す
が
、搾
乳
シ
ー
ン
は
難
し
か
っ
た

で
す
。ク
ラ
ン
ク
イ
ン
前
に
北
海
道
に
入
り
、酪
農
家
か
ら
や
り
方
を
教
え
て

い
た
だ
き
猛
特
訓
し
た
も
の
の
、僕
が
搾
る
と
バ
ケ
ツ
に
入
ら
ず
、あ
っ
ち
こ

っ
ち
に
飛
ん
で
っ
て
し
ま
う
。結
局
最
後
ま
で
う
ま
く
搾
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。四
苦
八
苦
す
る
僕
と
は
対
照
的
に
女
性
陣
は
う
ま
か
っ
た
。搾
乳

に
は
き
っ
と
、セ
ン
ス
が
必
要
な
ん
で
し
ょ
う（
笑
）。ロ
ケ
で
は
、多
く
の
差

し
入
れ
を
い
た
だ
き
ま
し
た（
こ
れ
が
僕
の
大
き
な
楽
し
み
の
一
つ
）。酪
農
家

か
ら
は
搾
り
た
て
の
牛
乳
、ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
を
い
た
だ
き
、お
い
し
さ
は
ど

れ
も
格
別
で
し
た
。婦
人
会
で
も
豚
汁
を
作
っ
て
く
れ
、小
学
校
の
子
ど
も
た

ち
が
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
ミ
ル
ク
ス
ー
プ
を
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。極
寒
の
中
で
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、体
だ
け
で
な
く
心
も
温
ま
り
ま
し
た
ね
。北
海
道
の
農
産

物
を
堪
能
し
、よ
り
一
層
北
海
道
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

牧
場
の
作
業
の
合
間
に
撮
影
し
た
こ
と
も
あ
り
、待
ち
時
間
中
は
ず
っ
と
酪

農
家
の
仕
事
を
見
て
い
ま
し
た
。毎
日
、早
朝
か
ら
始
ま
る
、餌
や
り
、牛
舎
の

掃
除
、搾
乳
―
―
。普
段
の
優
し
く
柔
和
な
顔
つ
き
が
一
変
し
、気
迫
が
す
ご
く
、

気
軽
に
話
し
か
け
ら
れ
る
雰
囲
気
じ
ゃ
な
い
。そ
れ
で
僕
は
、酪
農
家
と
い
う

の
は
牛
に
誇
り
を
持
つ
職
人
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

明
治
か
ら
始
ま
っ
た
北
海
道
開
拓
。開
拓
の
祖
、依
田
勉
三
氏
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
・
フ
ィ
ル
ム
を
偶
然
見
ま
し
た
が
、原
野
を
起
こ
し
て
未
開
の
地
を

切
り
開
い
て
い
く
苦
労
は
相
当
な
も
の
で
す
。挫
折
し
て
ク
ニ
に
帰
る
人
も
と

て
も
多
か
っ
た
と
聞
き
ま
す
。そ
れ
で
も
困
難
を
乗
り
越
え
北
海
道
の
基
盤
を

つ
く
っ
た
人
た
ち
が
い
る
。北
海
道
の
酪
農
家
に
は
そ
ん
な
開
拓
者
た
ち
の
強

い
精
神
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

北
海
道
を
は
じ
め
と
す
る
全
国
の
酪
農
家
の
お
か
げ
で
僕
た
ち
は
お
い
し
い

牛
乳
が
飲
め
る
。豊
か
な
食
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
、改
め
て
感

謝
を
し
た
い
で
す
。（
談
）�

俳優

草刈 正雄

くさかり まさお
1952年生まれ。福岡県出身。二枚目からコミカルな役柄ま
で幅広い演技力でこなし、実力派として知られる。2016年
NHK大河ドラマ『真田丸』、連続テレビ小説『なつぞら』での
名演が話題になる。NHK BSプレミアム『美の壺』の案内人
を務めている。3月15日（日）夜10時より主演ドラマ「連続ド
ラマW オペレーションZ～日本破滅、待ったなし～」（WOW 
OWプライム）が放映される。
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土
耕
か
ら
水
耕
へ
の
転
換

野
菜
の
一
大
産
地
に
対
抗
す
る
た
め
、

土
耕
栽
培
か
ら
水
耕
栽
培
に
転
換
し
、

サ
ン
チ
ュ
や
サ
ラ
ダ
ほ
う
れ
ん
草
と
い

っ
た
ニ
ッ
チ
な
野
菜
で
国
内
有
数
の
生

産
量
を
誇
る
の
が
ア
グ
リ
プ
ラ
ン
ト
グ

ル
ー
プ
だ
。ア
グ
リ
プ
ラ
ン
ト
を
中
心

に
三
社
で
組
織
す
る
グ
ル
ー
プ
を
率
い

る
福
永
彰
さ
ん（
六
五
歳
）は
、安
定
し

た
品
質
の
も
の
を
安
定
的
に
生
産
し
、

取
引
先
へ
安
定
供
給
す
る
こ
と
を
経
営

の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
。そ
の
姿
勢

が
取
引
先
か
ら
信
頼
さ
れ
、さ
ら
な
る

取
引
先
の
拡
大
、規
模
拡
大
に
つ
な
が

り
、二
五
年
前
に
四
五
〇
平
方
㍍
で
開

始
し
た
水
耕
栽
培
は
現
在
三
万
平
方
㍍

を
超
え
る
規
模
ま
で
に
拡
大
し
て
い
る
。

福
永
さ
ん
が
家
業
で
あ
る
農
業
に
従

事
し
た
の
は
、一
九
七
六
年
、二
〇
歳
の

時
で
、当
時
は
ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ
を

露
地
で
栽
培
し
て
い
た
。転
機
が
訪
れ

た
の
は
、九
五
年
、三
九
歳
の
と
き
だ
っ

た
。父
親
か
ら
経
営
を
引
き
継
ぎ
、今

後
の
経
営
展
開
を
模
索
し
て
い
た
福
永

さ
ん
は
、視
察
で
訪
れ
た
九
州
の
野
菜

産
地
の
肥
沃
な
土
壌
に
衝
撃
を
受
け
た
。

「
自
分
の
畑
の
土
と
は
質
が
ま
っ
た
く

違
う
。こ
の
土
か
ら
採
れ
た
野
菜
に
は

勝
て
な
い
」そ
う
感
じ
、土
壌
改
良
な
ど

ハ
ン
デ
ィ
を
克
服
す
る
方
法
を
考
え
た

が
、最
終
的
に
水
耕
栽
培
の
導
入
に
行

き
着
い
た
。

当
時
、山
口
県
内
で
は
水
耕
栽
培
を

導
入
し
て
い
る
生
産
者
は
珍
し
か
っ
た

が
、「
水
耕
栽
培
な
ら
ば
土
の
力
に
左
右

さ
れ
ず
、ま
た
、リ
セ
ッ
ト
も
し
や
す
い

こ
と
か
ら
、柔
軟
な
経
営
展
開
が
で
き

る
」と
判
断
し
た
。

一
年
目
は
コ
マ
ツ
ナ
、二
年
目
は
ネ

ギ
を
生
産
し
て
み
た
が
、そ
れ
ぞ
れ
の

品
目
に
は
全
国
各
地
に
産
地
が
存
在
し
、

量
で
も
価
格
で
も
産
地
に
勝
つ
こ
と
が

で
き
ず
将
来
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

ニ
ッ
チ
野
菜
で
飛
躍

「
人
と
同
じ
も
の
を
生
産
し
て
い
て

は
ダ
メ
だ
」と
考
え
た
福
永
さ
ん
は
、新

た
な
品
目
を
探
し
全
国
各
地
を
視
察
し

て
回
っ
た
。そ
ん
な
中
、関
東
で
出
合
っ

た
サ
ン
チ
ュ
と
サ
ラ
ダ
ほ
う
れ
ん
草
に

可
能
性
を
感
じ
た
。当
時
、西
日
本
で
栽

培
し
て
い
る
生
産
者
が
ほ
と
ん
ど
お
ら

ず
、小
売
店
な
ど
で
見
か
け
る
こ
と
は

な
か
っ
た
品
目
で
、認
知
度
が
高
ま
れ

ば
西
日
本
で
も
需
要
が
拡
大
す
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
た
。

市
場
の
拡
大
を
期
待
し
て
生
産
し
た

サ
ン
チ
ュ
と
サ
ラ
ダ
ほ
う
れ
ん
草
だ
が
、

生
産
を
開
始
し
た
当
初
は
、県
内
に
お

け
る
認
知
度
が
低
く
、作
っ
て
は
廃
棄

養液施設を背にする福永彰さん

経営紹介

いち早く流行をキャッチし、
生産に活かし需要に応える

山口県下関市
有限会社アグリプラント
代表取締役　福永 彰

設立●2001年11月
資本金●300万円

施設規模●32,000㎡
事業内容●施設野菜（サンチュ、サラダほうれん草、パクチーなど）



24　AFCフォーラム 2020・3

経営紹介

す
る
と
い
う
状
況
だ
っ
た
。

売
れ
な
い
状
況
が
続
き
販
路
の
開
拓

に
苦
労
し
た
が
、飲
食
店
や
小
売
店
向

け
に
食
べ
方
も
含
め
た
提
案
を
す
る
な

ど
地
道
な
営
業
を
重
ね
少
し
ず
つ
県
内

で
の
認
知
度
を
高
め
て
い
っ
た
。安
定

し
た
販
売
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で

に
三
年
間
を
要
し
た
が
、最
も
大
事
に

し
た
こ
と
は
取
引
先
の
需
要
に
は
確
実

に
応
え
絶
対
に
欠
品
を
し
な
い
と
い
う

こ
と
だ
。

現
在
、大
手
焼
肉
チ
ェ
ー
ン
を
は
じ

め
と
す
る
飲
食
店
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
量

販
店
と
周
年
で
取
引
し
て
お
り
、取
引

先
は
東
は
名
古
屋
、西
は
鹿
児
島
ま
で

西
日
本
全
域
に
広
が
っ
て
い
る
。生
産

物
の
ほ
ぼ
全
量
を
事
前
に
取
り
決
め
た

価
格
で
、そ
の
日
の
注
文
に
応
じ
て
出

荷
し
、配
送
は
全
国
に
低
温
物
流
拠
点

を
有
す
る
運
送
業
者
が
新
鮮
な
状
態
で

取
引
先
に
届
け
て
い
る
。

取
引
先
か
ら
の
オ
ー
ダ
ー
に
応
え
、

か
つ
生
産
余
剰
を
出
さ
な
い
。季
節
に

よ
っ
て
変
動
す
る
需
要
に
対
し
売
れ
る

見
込
み
の
分
だ
け
生
産
す
る
技
術
は
福

永
さ
ん
の
長
年
の
経
験
の
た
ま
も
の
だ
。

た
と
え
作
り
過
ぎ
た
と
し
て
も
、安
易

に
市
場
出
荷
を
す
る
こ
と
は
な
い
。今

や
サ
ン
チ
ュ
、サ
ラ
ダ
ほ
う
れ
ん
草
の

プ
ラ
イ
ス
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と
な
っ
た

ア
グ
リ
プ
ラ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
が
出
荷
す

る
と
市
場
価
格
を
乱
す
お
そ
れ
が
あ
る

か
ら
だ
。

そ
ん
な
福
永
さ
ん
の
生
産
へ
の
ス
タ

ン
ス
は
基
本
に
立
ち
返
る
こ
と
で
あ
り
、

「
生
産
の
基
本
は
野
菜
が
健
康
に
育
つ

よ
う
に
日
々
接
す
る
こ
と
。そ
の
た
め

に
は
よ
く
観
察
す
る
こ
と
が
大
事
。水

耕
で
も
土
耕
で
も
生
産
の
基
本
は
同

じ
」と
語
る
。

次
な
る
挑
戦
は
観
光
農
園

サ
ン
チ
ュ
を
中
心
と
し
た
葉
物
野
菜

で
実
績
を
積
み
上
げ
た
福
永
さ
ん
が
次

の
経
営
展
開
と
し
て
選
ん
だ
の
が
観
光

農
園
だ
。事
業
地
の
一
つ
で
あ
る
下
関

市
内
日
地
区
は
景
観
の
い
い
中
山
間
地

だ
が
、こ
れ
と
い
っ
た
産
業
が
な
い
。イ

ベ
ン
ト
で
は
な
く
産
業
で
人
を
呼
び
込

み
地
域
活
性
化
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
、

三
年
前
か
ら
試
験
的
に
イ
チ
ゴ
と
ミ
ニ

ト
マ
ト
の
観
光
農
園
を
開
始
し
て
い
る
。

冬
場
は
イ
チ
ゴ
を
生
産
し
、夏
場
は

同
じ
養
液
施
設
で
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
生
産

す
る
と
い
う
全
国
的
に
も
珍
し
い
取
り

組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。イ
チ

ゴ
と
ト
マ
ト
、そ
れ
ぞ
れ
の
収
量
が
最

大
と
な
る
最
適
な
栽
培
時
期
は
ま
だ
試

行
錯
誤
中
だ
が
、生
産
は
安
定
し
て
き

て
お
り
、今
年
か
ら
は
施
設
面
積
を
七

〇
〇
〇
平
方
㍍
に
倍
増
し
、本
格
的
に

営
業
を
開
始
す
る
予
定
だ
。

ま
た
、栽
培
を
始
め
て
み
て
イ
チ
ゴ

や
ミ
ニ
ト
マ
ト
と
い
っ
た
果
菜
は
経
営

面
か
ら
葉
物
野
菜
と
の
相
性
が
い
い
と

い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。果
菜
と
葉
物

野
菜
で
は
必
要
と
す
る
養
分
が
違
う
た

め
、葉
物
野
菜
で
使
用
し
た
液
肥
を
リ

サ
イ
ク
ル
し
イ
チ
ゴ
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
の

生
産
に
活
用
で
き
る
の
だ
。観
光
農
園

に
か
か
る
資
材
費
を
削
減
す
る
こ
と
が

で
き
、経
営
面
で
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
る
。

持
続
的
な
経
営
発
展
へ

ア
グ
リ
プ
ラ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
の
労
働

力
は
、そ
の
ほ
と
ん
ど
が
パ
ー
ト
従
業

員
だ
。福
永
さ
ん
の
考
え
る
最
適
な
農

業
経
営
は
生
産
か
ら
販
売
、労
務
ま
で

を
事
業
主
が
一
元
的
に
管
理
す
る
家
族

的
経
営
で
あ
り
、正
社
員
の
雇
用
に
は

消
極
的
だ
。下
関
市
の
市
街
地
か
ら
ほ

ど
近
い
立
地
に
あ
る
た
め
、人
手
の
確

保
に
苦
労
し
た
こ
と
は
な
い
が
、子
育

て
世
代
の
若
手
を
確
保
す
る
た
め
、火

曜
、土
曜
の
完
全
週
休
二
日
制
を
取
り

入
れ
、労
働
時
間
も
パ
ー
ト
従
業
員
の

事
情
に
合
わ
せ
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。

今
後
、経
営
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ

て
い
く
た
め
の
課
題
と
し
て
三
つ
考
え

て
い
る
こ
と
が
あ
る
。一
つ
目
は
新
た
な

品
目
作
り
。高
齢
者
の
離
農
に
よ
り
作

り
手
不
在
の
品
目
が
で
て
き
て
お
り
、

地
域
の
担
い
手
と
し
て
、そ
の
受
け
皿

に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。イ
チ
ゴ

と
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
そ
の
一
環
だ
。

二
つ
目
は
自
動
化
に
よ
る
作
業
の
効

率
化
だ
。ス
マ
ー
ト
農
業
に
全
面
的
に

賛
成
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、人

と
ロ
ボ
ッ
ト
の
役
割
分
担
を
見
極
め
て
、

ロ
ボ
ッ
ト
が
で
き
る
と
こ
ろ
は
積
極
的

に
自
動
化
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

現
在
、工
業
専
門
学
校
と
の
共
同
開
発

に
よ
り
選
別
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
お
り
、実
用
化
も
視
野
に
入
っ

て
き
た
。

三
つ
目
は
長
期
的
な
課
題
と
し
て
考

え
て
い
る
葉
物
野
菜
の
本
格
的
な
輸
出

だ
。以
前
、試
験
的
に
香
港
へ
の
輸
出
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
が
あ
る
が
、付
加
価

値
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、現
地
で

の
売
れ
行
き
は
芳
し
い
も
の
で
は
な
か

っ
た
。少
子
高
齢
化
が
進
む
日
本
に
お

い
て
経
営
を
次
の
段
階
に
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
さ
せ
る
た
め
に
は
輸
出
の
取
り
組

み
は
不
可
欠
と
考
え
て
い
る
が
、日
本

ブ
ラ
ン
ド
の
葉
物
野
菜
を
広
め
る
た
め

に
は
も
う
少
し
時
間
が
必
要
と
感
じ
て

い
る
。

二
人
の
息
子
が
す
で
に
経
営
の
主
軸

を
担
い
、経
営
承
継
も
考
え
は
じ
め
た

福
永
さ
ん
だ
が
、や
り
た
い
こ
と
は
ま

だ
ま
だ
尽
き
そ
う
に
な
い
。�

（
情
報
企
画
部
　
西
山 

大
也
）
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考
え
て
い
る
こ
と
を
カ
タ
チ
に
し
て
、表
現
す
る
こ
と
。つ
ま

り「
伝
え
る
こ
と
」が
デ
ザ
イ
ン
だ
と
言
え
ま
す
。

よ
く
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は「
デ
ザ
イ
ン
す

る
と
売
れ
る
ん
で
す
か
？　

ど
れ
く
ら
い
売
り
上
げ
が
ア
ッ

プ
す
る
の
で
す
か
？
」と
い
う
も
の
で
す
。

デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
売
り
上
げ
が
伸
び
る
か
ど
う
か
、そ

の
相
関
関
係
を
証
明
す
る
の
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
す
。

そ
も
そ
も
売
り
上
げ
と
い
う
の
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
広
告
、

価
格
設
定
、店
頭
で
の
販
売
方
法
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
要
素
が

関
連
し
て
い
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。

僕
た
ち
は
依
頼
主
で
あ
る
生
産
者
、地
域
の
皆
さ
ん
の
要

望
を
じ
っ
く
り
聞
く
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。な
ぜ
ロ
ゴ
マ
ー

ク
が
必
要
な
の
か
、ど
う
し
て
他
と
差
別
化
で
き
る
よ
う
な

ブ
ラ
ン
ド
の
仕
組
み
が
必
要
な
の
か
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

そ
し
て
、依
頼
主
の
考
え
て
い
る
こ
と
を
正
確
に
理
解
す
る

た
め
に
、必
ず
仕
事
場
で
あ
る
農
場
や
農
地
を
訪
ね
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。カ
ラ
ッ
と
し
て
雨
の
少
な
い
地
域
だ
っ
た

り
、山
か
ら
吹
き
下
ろ
す
風
が
と
て
も
冷
た
か
っ
た
り
、畑
の

日
本
の
第
一
次
産
業
や
地
域
の
現
場
は
い
ま
、深
刻
な

問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。デ
ザ
イ
ン
や
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
仕
事
の
た
め
に
全
国
の
地
方
を
訪
れ
る
と
、

「
農
」や「
食
」「
地
域
」に
関
わ
る
生
産
者
か
ら
の
悲
鳴
に
も
似

た
声
を
耳
に
し
ま
す
。「
地
域
の
高
齢
化
が
進
み
、後
継
者
不

足
に
よ
っ
て
農
業
人
口
が
激
減
し
て
い
る
」「
商
品
の
差
別
化

が
し
づ
ら
く
、価
格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
疲
弊
し
て
い
る
」

「
海
外
か
ら
安
価
な
作
物
が
輸
入
さ
れ
、ど
う
対
応
す
れ
ば
よ

い
の
か
分
か
ら
な
い
」

こ
う
し
た
声
に
多
く
触
れ
る
と
、こ
の
国
の
第
一
次
産
業

に
未
来
は
あ
る
の
か
と
、暗
た
ん
と
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。地
方
の
経
済
を
支
え
る
第
一
次
産
業
が
疲
弊
す
る
と
地

域
社
会
の
発
展
は
難
し
い
。何
よ
り
も「
農
」や「
食
」は
人
間

の「
い
の
ち
」に
関
わ
る
仕
事
で
あ
り
、そ
れ
を
守
る
た
め
に

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
と
は
、た
だ
単
に
キ
レ
イ
で
お
し
ゃ
れ
な
も
の

を
作
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。も
っ
た
い
ぶ
っ
た
格
好
良

い
も
の
を
作
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。モ
ノ
作
り
の
人
が

●
な
が
お
か 

じ
ゅ
ん
い
ち
●

一
九
七
六
年
北
海
道
生
ま
れ
。専
修
大
学
経
済
学

部
卒
。二
〇
一
三
年
株
式
会
社
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ッ

ド
を
設
立
。「
地
方
に
こ
そ
デ
ザ
イ
ン
を
」を
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
、デ
ザ
イ
ン
で
農
業
と
地
域
を
発
信

す
る
モ
デ
ル
を
作
る
。現
在
は
日
本
全
国
か
ら
の

依
頼
を
受
け
、農
業
や
地
域
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

や
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、講
演
活
動
な
ど
、多
岐
に
わ

た
っ
て
活
躍
中
。グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
受
賞
な
ど

受
賞
歴
多
数
。一
九
年
飲
食
店「
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ッ

ド
テ
ー
ブ
ル
」を
立
ち
上
げ
た
。著
書
に『
農
と
食

と
地
域
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
』（
新
泉
社
）な
ど
。

株
式
会
社
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
代
表
取
締
役
／

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

長
岡 

淳
一
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土
が
水
分
を
含
ん
で
い
て
、手
に
取
る
と
ひ
ん
や
り
し
て
気

持
ち
良
く
感
じ
た
り
す
る
。こ
う
し
た
体
験
も
、デ
ザ
イ
ン

や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
仕
事
に
は
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
の

で
す
。デ

ザ
イ
ン
の
提
供
は
単
な
る
ス
タ
ー
ト
地
点
で
あ
り
、

そ
こ
か
ら
の
波
及
効
果
は
無
限
大
で
す
。消
費
者
に

思
い
を
伝
え
ら
れ
る
と
同
時
に
、伝
え
る
側
、つ
ま
り
農
家
や

生
産
者
の
気
持
ち
に
も
変
化
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。

新
し
い
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
目
の
前
に
し
て
、生
産
者
の
顔
が

キ
ラ
キ
ラ
輝
く
瞬
間
を
、僕
た
ち
は
何
度
も
体
験
し
ま
し
た
。

今
っ
ぽ
い
表
現
を
す
る
な
ら「
や
る
気
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
た
」

と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。本
当
に
小
さ
な
一
歩
で
す
が
、と
て

も
重
要
で
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。大
げ
さ
に
言
え

ば
、デ
ザ
イ
ン
は
人
の
潜
在
能
力
を
引
き
出
し
、思
想
や
行
動

も
変
え
て
い
く
パ
ワ
ー
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

ど
ん
な
作
物
を
ど
ん
な
思
い
で
作
っ
て
い
る
の
か
、生
産

者
の
側
か
ら
も
っ
と
発
信
し
て
も
い
い
で
す
よ
ね
。気
候
や

風
土
、小
さ
い
実
が
大
き
く
な
っ
て
収
穫
に
至
る
ま
で
の
様

子
、生
産
者
な
ら
で
は
の
工
夫
や
こ
だ
わ
り
。そ
れ
ら
は
き
っ

と
、食
に
対
し
て
感
度
の
高
い
消
費
者
も
知
り
た
い
こ
と
な

の
で
す
。同
じ
よ
う
に
見
え
る
農
作
物
は
、他
の
農
場
の
も
の

と
何
が
違
う
の
か
。個
性
や
独
自
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、作
り

手
の
顔
が
見
え
る
農
業
を
や
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

そ
し
て
自
分
た
ち
は
何
を
め
ざ
し
て
い
る
の
か
、得
意
分

野
、自
信
を
持
っ
て
提
供
で
き
る
も
の
は
何
な
の
か
。目
に
見

え
る
ク
リ
ア
な
形
と
し
て
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
る
と
き
に
、そ

こ
を
ち
ゃ
ん
と
考
え
直
す
。

さ
ら
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
組
織
の
全
員

が
共
有
す
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
は
、会
社
で
も
農
場
で
も
大

切
で
す
。自
分
は
何
者
な
の
か
と
い
う
意
識
を
最
高
に
高
め

て
働
く
。ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
一
番
の
効
果
は
、実
は
そ
こ
に
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
の
よ
う
に
ネ
ッ
ト
や
物
流
が
発
達
し
て
も
、地
方
に

は「
知
ら
れ
て
い
な
い
」素
晴
ら
し
い
生
産
者
や
産
品
が
多
く

眠
っ
て
い
ま
す
。実
際
に
日
本
中
を
訪
れ
て
、そ
の
こ
と
を
痛

感
し
ま
し
た
。農
業
の
分
野
に
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
る
こ

と
は
、地
方
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
発
信
し
、地
域
を
活
性
化

す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
信
じ
て
い
ま
す
。

日
本
の
農
業
を
、そ
し
て
第
一
次
産
業
を
デ
ザ
イ
ン
で
変

え
る
！　

そ
れ
く
ら
い
の
強
い
意
志
を
胸
に
抱
き
な
が
ら
、

僕
た
ち
の
農
場
通
い
は
続
き
ま
す
。�

生
産
者
の
や
る
気
ス
イッチ
を
入
れ
る

そ
の
力
こ
そ「
農
」の
デ
ザ
イ
ンの
真
骨
頂
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ベ
ト
ナ
ム
の
米
粉
麺
・
フ
ォ
ー
を
直
営

レ
ス
ト
ラ
ン
で
提
供
し
て
い
る
農
業
法
人

が
、ベ
ト
ナ
ム
米（
イ
ン
デ
ィ
カ
種
）の
福

井
県
内
で
の
栽
培
を
増
や
し
て
い
る
。一

方
、ベ
ト
ナ
ム
で
は
福
井
育
ち
の
日
本
米

（
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
種
）を
栽
培
し
、現
地
で
販

売
し
て
い
る
ほ
か
、東
南
ア
ジ
ア
諸
国
へ

の
輸
出
を
計
画
し
て
い
る
。そ
の
経
営
戦

略
を
担
っ
て
い
る
の
は
、情
報
通
信
の
コ

ン
サ
ル
出
身
者
だ
。

国
内
で
ベ
ト
ナ
ム
米
を
生
産

─
長
粒
種
の
イ
ン
デ
ィ
カ
米
の
種
も
み

を
わ
ざ
わ
ざ
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
持
ち
込
み
、

福
井
県
内
を
中
心
に
栽
培
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
で
す
か
。

伊
藤
　
ア
ジ
チ
フ
ァ
ー
ム
は
、福
井
市
内

に
あ
る
直
売
所
兼
レ
ス
ト
ラ
ン「
越え

つ

麺め
ん

屋や

」

で
、ベ
ト
ナ
ム
の
米
粉
麺
・
フ
ォ
ー
や
米
粉

パ
ン
を
販
売
し
て
い
ま
す
。二
〇
一
六
年

に
フ
ォ
ー
を
提
供
し
始
め
た
時
は
、麺
は

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
直
輸
入
し
た
乾
麺
を
使
っ

て
い
ま
し
た
。

当
時
か
ら
六
〇
㌶
を
超
え
る
水
田
を
耕

し
て
い
な
が
ら
、日
本
米
の
米
粉
を
使
わ

な
か
っ
た
の
は
、日
本
米
で
作
る
フ
ォ
ー

は
、う
ど
ん
の
よ
う
に
な
っ
て
お
い
し
く

な
い
か
ら
で
す
。ベ
ト
ナ
ム
に
五
年
も
い

た
こ
と
の
あ
る
私
と
し
て
は
、「
本
場
の
フ

ォ
ー
」を
提
供
し
た
か
っ
た
の
で
す
。麺
は

も
ち
ろ
ん
、ス
ー
プ
も
牛
や
鶏
、魚
か
ら
だ

し
を
と
る
本
格
的
な
味
に
こ
だ
わ
り
ま
し

た
。お
か
げ
さ
ま
で
大
好
評
で
し
た
。そ
こ

で
、イ
ン
デ
ィ
カ
米
を
日
本
国
内
で
栽
培

し
て
米
粉
に
加
工
し
、フ
ォ
ー
を
作
る
こ

と
に
し
た
の
で
す
。

─
ど
の
く
ら
い
の
面
積
で
栽
培
し
て
い

ま
す
か
。

伊
藤
　
初
年
度
の
一
七
年
に
ベ
ト
ナ
ム
か

ら
持
ち
込
ん
だ
種
も
み
を
二
〇
㌃
に
作
付

け
し
た
と
こ
ろ
、収
量
も
よ
く
品
質
の
い

い
イ
ン
デ
ィ
カ
米
が
取
れ
ま
し
た
。翌
一

八
年
に
は
一
〇
㌶
に
作
付
け
し
六
〇
㌧
、

一
九
年
に
は
一
五
㌶
に
作
付
け
し
九
〇
㌧

収
穫
し
ま
し
た
。二
〇
年
は
二
五
㌶
に
作

付
け
す
る
予
定
で
す
。ア
ジ
チ
フ
ァ
ー
ム

は
子
会
社
化
し
た
農
場
を
含
め
て
水
田
が

約
一
一
五
㌶
あ
り
ま
す
か
ら
、そ
の
約
二

割
に
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
取
り
寄
せ
た
イ
ン
デ

ィ
カ
米
を
栽
培
し
て
い
る
計
算
に
な
り
ま

す
。中

山
間
地
域
と
相
性
が
い
い

─
も
の
す
ご
い
伸
び
で
す
ね
。

伊
藤
　
需
要
が
多
く
、足
り
な
い
ぐ
ら
い

で
す
。三
、四
年
後
に
は
、全
国
各
地
の
生

産
者
に
も
助
け
て
も
ら
っ
て
一
〇
〇
〇
㌶

に
作
付
け
し
、五
〇
〇
〇
〜
六
〇
〇
〇
㌧

の
市
場
を
つ
く
る
意
気
込
み
で
い
ま
す
。

そ
れ
に
、イ
ン
デ
ィ
カ
米
は
、中
山
間
地

域
で
栽
培
す
る
の
に
適
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
の
で
す
。福
井
県
内
で
作
付
け

す
る
際
、私
た
ち
は
日
本
の
ジ
ャ
ポ
ニ
カ

米
と
自
然
交
雑
し
な
い
よ
う
に
、隣
接
地

に
大
規
模
ほ
場
の
な
い
中
山
間
地
域
を
選

び
ま
し
た
。こ
れ
が
正
解
で
し
た
。中
山
間

地
域
で
は
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
獣
害
に
遭
う

の
が
常
で
す
が
、イ
ン
デ
ィ
カ
米
を
作
付

け
し
た
水
田
で
は
獣
害
が
な
い
の
で
す
。

イ
ン
デ
ィ
カ
米
の
イ
ネ
の
茎
は
太
く
長
い
。

イ
ノ
シ
シ
は
太
い
茎
が
嫌
い
で
寄
り
付
か

な
い
の
で
す
。イ
ン
デ
ィ
カ
米
の
作
付
け

は
、中
山
間
地
域
と
相
性
が
い
い
の
で
す
。

広
が
る
長
粒
種
の
米
粉
需
要

─
フ
ォ
ー
以
外
に
も
イ
ン
デ
ィ
カ
米
の

国
内
で
生
産
し
た
長
粒
種
米
を
麺
や
パ
ン
に

ベ
ト
ナ
ム
で
は
日
本
米
を
現
地
生
産
し
販
売

伊
藤 

武
範
さ
ん

シ
リ
ー
ズ

変
革
は
人
に
あ
り

福
井
市

株
式
会
社
ア
ジ
チ
フ
ァ
ー
ム
代
表
取
締
役
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変革は人にあり

需
要
を
広
げ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。

伊
藤
　
い
ろ
い
ろ
試
し
て
い
ま
す
。米
粉

に
し
て
フ
ォ
ー
の
麺
の
他
、パ
ン
生
地
に

練
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
、よ
く
膨
ら
ん
で
、お

い
し
い
パ
ン
が
で
き
ま
し
た
。う
ち
で
は

焼
い
た
パ
ン
だ
け
で
な
く
、米
粉
パ
ン
の

冷
凍
生
地
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

ピ
ザ
、ク
レ
ー
プ
、ラ
ー
メ
ン
、そ
れ
に

ケ
ー
キ
用
な
ど
に
も
用
途
を
広
げ
て
い
ま

す
。国
産
イ
ン
デ
ィ
カ
米
の
米
粉
を
練
り

込
ん
だ
ラ
ー
メ
ン
タ
イ
プ
の
パ
ス
タ
は
、

う
ち
の
人
気
商
品
で
す
。

製
菓
用
の
ミ
ッ
ク
ス
粉
に
も
イ
ン
デ
ィ

カ
米
の
米
粉
を
使
用
し
て
い
ま
す
。今
年

一
月
に
は
、わ
ず
か
で
す
が
台
湾
に
輸
出

し
ま
し
た
。

現
在
、レ
ス
ト
ラ
ン
の
あ
る
越
麺
屋
の

後
ろ
に
、新
し
い
食
品
加
工
工
場
を
建
設

中
で
、五
月
に
は
稼
働
さ
せ
ま
す
。米
粉
の

年
間
処
理
量
は
現
在
一
〇
㌧
余
り
で
す
が
、

新
工
場
で
は
二
〇
〇
㌧
の
米
粉
か
ら
、フ

ォ
ー
や
パ
ス
タ
類
、パ
ン
生
地
、ス
イ
ー
ツ

類
を
生
産
し
ま
す
。

─
米
粉
で
は
な
く
、お
米
そ
の
ま
ま
の

需
要
は
ど
う
で
す
か
。

伊
藤
　
イ
ン
デ
ィ
カ
米
は
、「
ご
は
ん
」と

し
て
の
需
要
も
伸
び
て
い
ま
す
。チ
ャ
ー

ハ
ン
や
カ
レ
ー
、お
か
ゆ
に
し
て
食
べ
る

と
、日
本
米
よ
り
ず
っ
と
お
い
し
い
。技
能

実
習
生
と
し
て
来
日
し
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム

や
タ
イ
の
若
者
に
人
気
な
ん
で
す
よ
。

そ
も
そ
も
米
粉
は
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
で

す
し
、イ
ン
デ
ィ
カ
米
は
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米

と
比
べ
て
食
物
繊
維
が
多
い
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。大
腸
ま
で
消
化
さ
れ
ず
に

届
く
食
物
繊
維
が
豊
富
で
、ビ
フ
ィ
ズ
ス

菌
を
増
や
す
健
康
に
い
い
食
材
と
し
て
注

目
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

─
イ
ン
デ
ィ
カ
米
を
国
内
で
栽
培
す
る

ラ
イ
バ
ル
は
い
な
い
の
で
す
か
。

伊
藤
　
小
規
模
栽
培
の
生
産
者
は
い
ま
す

が
、外
国
か
ら
持
ち
込
ん
だ
品
種
を
大
規

模
に
栽
培
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
聞
き
ま
せ

ん
。ベ
ト
ナ
ム
か
ら
種
も
み
の
輸
入
に
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、日
本
国
内
に
い
な

い
菌
が
検
疫
で
見
つ
か
る
場
合
も
あ
り
、

安
定
的
な
輸
入
が
難
し
い
こ
と
も
あ
る
よ

う
で
す
。

中
山
間
地
域
で
の
栽
培
に
適
し
て
い
ま

す
し
、国
内
需
要
も
増
え
て
い
る
の
で
、全

国
各
地
の
農
業
者
に
イ
ン
デ
ィ
カ
米
を
作

付
け
し
て
も
ら
い
た
い
。う
ち
が
自
家
採

種
し
た
種
も
み
を
供
給
し
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
で
福
井
米
を
栽
培

─
一
方
で
、ベ
ト
ナ
ム
で
福
井
産
の
ジ

ャ
ポ
ニ
カ
米
を
栽
培
し
て
い
ま
す
ね
。

伊
藤
　
福
井
県
内
で
イ
ン
デ
ィ
カ
米
を
栽

培
し
始
め
た
の
と
同
じ
二
〇
一
七
年
か
ら
、

ベ
ト
ナ
ム
で
日
本
の
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
の
栽

培
を
本
格
的
に
始
め
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ
イ
に
住
ん
で
い
た
と

き
、日
本
産
米
を
食
べ
た
か
っ
た
け
れ
ど
、

日
本
か
ら
の
輸
出
コ
ス
ト
が
掛
か
り
、も

の
す
ご
く
高
か
っ
た
。そ
れ
な
ら
、ベ
ト
ナ

ム
で
日
本
米
を
現
地
生
産
し
て
み
よ
う
と

思
っ
た
の
で
す
。

栽
培
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、ハ
ノ
イ
の

南
東
約
一
〇
〇
㌔
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
ナ
ム

デ
ィ
ン
省
で
す
。ベ
ト
ナ
ム
の
米
ど
こ
ろ

福井県内で生産したインディカ米の米粉の販売コーナーにて、代表取締役
の伊藤武範さん＝福井市黒丸町の越麺屋で

い
と
う
・
た
け
の
り

金
沢
市
生
ま
れ
。四
四
歳
。金
沢
大
学
工
学
部

卒
業
。一
九
九
九
年
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ム
ウ
ェ
ア
株
式

会
社
に
就
職
。ベ
ト
ナ
ム
で
情
報
通
信
会
社
を

立
ち
上
げ
る
た
め
二
〇
〇
八
年
か
ら
五
年
間
駐

在
。帰
国
後
、金
融
専
門
の
外
資
系
通
信
会
社

を
経
て
、一
四
年
に
貿
易
会
社「
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｔ

Ｏ
Ｒ
Ｙ
」を
設
立
し
代
表
に
。一
六
年
春
か
ら
ア

ジ
チ
フ
ァ
ー
ム
の
経
営
に
参
画
し
、一
八
年
一
〇

月
か
ら
代
表
取
締
役
。

株
式
会
社
ア
ジ
チ
フ
ァ
ー
ム

社
名
の「
あ
じ
ち
」は
福
井
の
方
言
で「
分
家
」や

「
よ
そ
も
の
」と
い
う
意
味
も
あ
る
が
、創
業
者

で
あ
る
義
元
孝
司
会
長（
六
八
歳
）の
屋
号
。二

〇
〇
九
年
に
株
式
会
社
化
。現
在
は
水
田
七
六

㌶
、麦
・
大
豆
・
ソ
バ
三
〇
㌶
、合
わ
せ
て
一
〇
〇

㌶
以
上
の
大
規
模
経
営
体
。農
産
物
直
売
所
と

ベ
ト
ナ
ム
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン「
越
麺
屋
」二
店

も
経
営
。資
本
金
二
九
九
〇
万
円
。売
上
高
約

一
・
五
億
円
。従
業
員
は
パ
ー
ト
含
め
四
〇
人
。

ベ
ト
ナ
ム
に
日
本
米
を
生
産
す
る
合
弁
会
社

を
一
七
年
に
設
立
。
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変革は人にあり
と
言
わ
れ
て
い
る
地
域
で
す
。現
地
の
農

業
法
人
ク
オ
ン
タ
ン
社
と
設
立
し
た
合
弁

会
社「
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
」（
ア
ジ
チ
フ
ァ

ー
ム
が
五
一
％
出
資
、伊
藤
武
範
社
長
）が

栽
培
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

暖
か
い
ベ
ト
ナ
ム
で
は
二
期
作
が
可
能

で
、二
月
種
ま
き
〜
六
月
収
穫
と
、七
月
種

ま
き
〜
一
一
月
収
穫
と
、年
に
二
回
栽
培

で
き
ま
す
。一
六
年
夏
、一
・
五
㌶
の
水
田

に
日
本
か
ら
持
ち
込
ん
だ「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

「
あ
き
さ
か
り
」「
日
本
晴
」な
ど
五
品
種
を

試
験
的
に
栽
培
し
て
み
ま
し
た
。粒
は
小

さ
め
、単
収
は
少
な
め
で
す
が
、香
り
の
い

い
米
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
、福
井
県
で
生
ま
れ
た「
あ
き
さ
か

り
」が
ベ
ト
ナ
ム
の
気
候
に
も
合
っ
て
い

て
、今
で
は
現
地
生
産
の
主
力
品
種
に
な

っ
て
い
ま
す
。冷
め
て
も
お
い
し
く
、お
に

ぎ
り
や
寿
司
飯
に
も
適
し
て
い
ま
す
。

本
格
的
に
作
り
始
め
た
一
七
年
は
二
〇

㌶
、一
八
年
は
二
〇
〇
㌶
、一
九
年
は
二
六

〇
㌶
に
増
や
し
、八
〇
〇
㌧
収
穫
し
ま
し

た
。二
〇
年
も
同
じ
規
模
で
栽
培
す
る
つ

も
り
で
す
。農
地
は
合
弁
相
手
の
現
地
農

業
法
人
が
確
保
し
て
く
れ
ま
す
し
、彼
ら

は
米
作
り
の
プ
ロ
集
団
な
の
で
、栽
培
技

術
の
問
題
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

現
地
販
売
が
基
本
で
輸
出
も

─
ベ
ト
ナ
ム
で
生
産
し
た
ジ
ャ
ポ
ニ
カ

米
は
現
地
で
販
売
す
る
の
で
す
か
。

伊
藤
　
首
都
の
ハ
ノ
イ
市
、中
部
の
ダ
ナ

ン
市
、南
部
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
な
ど
に
あ

る
ス
ー
パ
ー
や
飲
食
店
向
け
に
販
売
し
て

い
ま
す
。ベ
ト
ナ
ム
各
地
に
数
多
く
進
出

し
て
い
る
日
本
料
理
店
も
、も
ち
ろ
ん
お

客
さ
ま
で
す
。最
近
ベ
ト
ナ
ム
に
も
増
え

て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
で
は
、お
に
ぎ
り
や
小

袋
入
り
の
精
米
と
し
て
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

精
米
の
小
売
価
格
は
一
㌔
＝
三
〇
〇
円

相
当
で
す
。日
本
か
ら
輸
入
し
た
日
本
米

は
一
㌔
＝
九
〇
〇
円
ぐ
ら
い
で
売
ら
れ
て

い
ま
す
。お
い
し
い
日
本
米
が
安
く
手
に

入
る
と
い
う
の
で
人
気
で
す
。

飲
食
店
で
は
、寿
司
飯
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る
ほ
か
、お
に
ぎ
り
用
と
し
て
の
需

要
が
増
え
て
い
ま
す
。お
に
ぎ
り
は
日
本

の
食
文
化
で
す
が
、一
人
暮
ら
し
の
若
者

が
増
え
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
の
都
市
で
は
、

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。中
に
入
れ
る
具
は
日
本

と
は
違
い
、梅
干
し
な
ど
で
は
な
く
、ハ
ン

バ
ー
グ
だ
っ
た
り
鶏
肉
の
天
ぷ
ら
だ
っ
た

り
し
ま
す
が
。

─
ベ
ト
ナ
ム
で
作
っ
た
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米

を
日
本
に
逆
輸
入
す
る
計
画
は
な
い
の
で

す
か
。

伊
藤
　
考
え
て
い
ま
せ
ん
。関
税
だ
け
で

な
く
、さ
ま
ざ
ま
な
障
壁
が
あ
る
か
ら
で

す
。せ
っ
か
く
低
コ
ス
ト
で
作
っ
た
ジ
ャ
ポ

ニ
カ
米
も
、日
本
の
市
場
で
売
る
時
に
は

桁
外
れ
に
高
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ

の
か
わ
り
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
フ
ィ
リ

ピ
ン
な
ど
に
輸
出
し
よ
う
と
計
画
し
て
い

ま
す
。同
じ
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
で
す
が
、日
本

産
と
比
べ
て
ベ
ト
ナ
ム
産
の
方
が
、価
格

競
争
力
が
あ
り
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
と
は
前
職
か
ら
縁

─
そ
も
そ
も
、ベ
ト
ナ
ム
と
の
縁
は
ど

こ
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
す
か
。

伊
藤
　
私
の
前
職
か
ら
お
話
し
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。一
九
九
九
年
に
大
学
を

卒
業
し
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ム
ウ
ェ
ア
株
式
会
社

に
就
職
し
ま
し
た
。二
〇
〇
八
年
に
Ｎ
Ｔ

Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
に

転
籍
後
、ベ
ト
ナ
ム
に
情
報
通
信
会
社
を

立
ち
上
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
り
、

五
年
間
駐
在
し
ま
し
た
。

帰
国
と
同
時
に
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ

を
受
け
、外
資
系
の
金
融
専
門
の
通
信
会

社
に
移
り
ま
し
た
。そ
こ
を
二
年
で
辞
め
、

ベ
ト
ナ
ム
の
商
材
を
主
に
扱
う
貿
易
会
社

「
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ
」を
設
立
し
、一

五
年
ご
ろ
妻
の
実
家
の
あ
る
福
井
県
あ
わ

ら
市
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
が
地
元
の
新
聞
に
載
っ
た
と

こ
ろ
、ア
ジ
チ
フ
ァ
ー
ム
の
オ
ー
ナ
ー
の
義

元
孝
司
さ
ん（
現
会
長
）か
ら
連
絡
が
あ
り

ま
し
た
。「
変
わ
っ
た
や
つ
が
い
る
な
」と

思
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。義
元
さ
ん
も
ペ

ル
ー
で
米
作
り
を
計
画
す
る
な
ど
、海
外

志
向
の
強
い
方
で
す
。

─
ウ
マ
が
合
っ
た
の
で
す
ね
。

伊
藤
　
最
初
は
ア
ジ
チ
フ
ァ
ー
ム
が
経
営

し
て
い
る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
を
手
伝
う
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
た
。宣
伝
の
目
玉
と
し

て
フ
ォ
ー
を
一
杯
一
〇
〇
円
で
提
供
す
る

こ
と
を
私
が
チ
ラ
シ
に
載
せ
た
と
こ
ろ
、

お
客
さ
ん
が
殺
到
し
完
売
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
い
け
る
、と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
、フ
ォ
ー
を
レ
ス
ト
ラ
ン
の
定
番
メ
ニ
ュ

ー
と
し
ま
し
た
。そ
し
て
、ア
ジ
チ
フ
ァ
ー

ム
の
経
営
に
参
画
す
る
こ
と
に
な
り
、メ

ニ
ュ
ー
や
価
格
設
定
の
見
直
し
、店
の
デ

ザ
イ
ン
の
変
更
な
ど
も
手
掛
け
て
き
ま
し

た
。私

が
心
掛
け
て
い
る
の
は「
本
物
志
向
」

で
す
。フ
ォ
ー
の
麺
は
当
初
は
ベ
ト
ナ
ム

か
ら
輸
入
し
た
乾
麺
、今
は
福
井
で
栽
培

し
た
ベ
ト
ナ
ム
米
を
米
粉
に
し
た
も
の
を

使
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
フ
ォ
ー
の
お
い
し

さ
を
決
め
る
ス
ー
プ
も
本
場
の
味
と
同
じ

で
す
。

問
題
は
製
麺
機
で
す
。ベ
ト
ナ
ム
か
ら

輸
入
し
た
製
麺
機
は
大
き
く
、し
か
も
性

能
が
よ
く
な
い
。よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
で
、誰

で
も
使
い
こ
な
せ
る
製
麺
機
を
、大
阪
の

メ
ー
カ
ー
と
共
同
開
発
し
ま
し
た
。新
工

場
で
稼
働
さ
せ
ま
す
。い
ず
れ
製
麺
機
を

外
販
し
ま
す
。そ
う
す
れ
ば
、本
物
の
フ
ォ

ー
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
全
国
に
展
開
す
る
時

代
が
来
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

村
田 

泰
夫
）
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送
れ
る「
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
ミ
ル
カ
ー
」が
各
地
で
導

入
さ
れ
ま
し
た
。

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
ミ
ル
カ
ー
は
生
乳
を
搾
る
搾
乳

ユ
ニ
ッ
ト
、搾
乳
に
必
要
な
圧
力
を
作
る
真

空
ポ
ン
プ
、そ
れ
を
調
節
す
る
調
圧
器
、生
乳
を
送

る
パ
イ
プ
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
搾
乳
機
械
・
施
設

で
す
。乳
牛
が
四
六
時
中
つ
な
ぎ
飼
い
さ
れ
て
い
る

牛
舎
に
設
置
さ
れ
、搾
っ
た
生
乳
は
パ
イ
プ
を
通
っ

て
冷
却
機
能
の
つ
い
た
貯
蔵
タ
ン
ク（
バ
ル
ク
ク
ー

ラ
ー
）に
直
送
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
バ
ケ
ッ
ト
ミ
ル
カ

ー
か
ら
進
化
し
た
点
で
す
。

さ
ら
に
八
〇
年
代
後
半
に
は
、

乳
牛
九
〇
頭
以
上
の
大
規
模
酪

農
家
を
中
心
に
、「
フ
リ
ー
ス
ト

ー
ル
牛
舎
」と「
ミ
ル
キ
ン
グ
パ

ー
ラ
ー
」が
普
及
し
ま
し
た
。

フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
と
は
、

そ
れ
ま
で
の
つ
な
ぎ
飼
い
牛
舎

と
異
な
り
、牛
を
つ
な
が
ず
自

由
に
歩
か
せ
る
タ
イ
プ
の
牛
舎

で
す
。搾
乳
時
間
に
な
る
と
、牛

が
搾
乳
専
用
施
設
で
あ
る
ミ
ル
キ
ン
グ
パ
ー
ラ
ー
に

誘
導
さ
れ
、八
〜
一
二
頭
を
一
度
に
搾
乳
で
き
ま
す
。

順
番
が
終
わ
る
と
牛
は
自
分
で
退
出
す
る
仕
組
み
で
、

搾
乳
に
か
か
る
人
手
と
時
間
を
大
幅
に
省
略
で
き
る

の
が
利
点
で
す
。

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、「
ロ
ボ
ッ
ト
搾
乳
」や

「
搾
乳
ユ
ニ
ッ
ト
搬
送
装
置（
キ
ャ
リ
ロ
ボ
）」な
ど
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
先
端
技
術
を
活
用
し
た
搾
乳
機
械
・
施

設
が
一
部
の
酪
農
家
に
導
入
さ
れ
、搾
乳
の
自
動
化
・

無
人
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。�

Profile

かも みきお
1950年北海道生まれ。岩手大学農業機械学科卒業
後、農林省東北農業試験場入省。農林水産技術会議
事務局、（独）農研機構近畿中国四国農業研究セン
ター四国農業研究監、（独）農研機構畜産草地研究
所草地研究監などを経て、2010年から日本政策金
融公庫に勤務。専門は畜産草地で、主な研究対象は
飼料の収穫・調製・給与など。

日
本
で
本
格
的
に
乳
牛
が
飼
養
さ
れ
、牛
乳
を

含
め
た
乳
製
品
が
庶
民
に
食
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、明
治
・
大
正
時
代
か
ら
で
す
。当
時

の
農
家
は
稲
作
を
中
心
と
し
た
耕
種
農
業
に
携
わ
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、排
せ
つ
物
を
堆
肥
と
し
て
利

用
す
る
目
的
で
、一
〜
二
頭
の
乳
牛
を
飼
養
す
る
の

が
一
般
的
で
し
た
。

こ
の
頃
は
手
で
搾
乳
し
、バ
ケ
ツ
に
た
め
て
ブ
リ

キ
の
輸
送
缶
に
詰
め
、冷
水
で
冷
や
し
て
保
存
し
た

牛
乳
を
販
売
す
る
の
が
一
般
的
で
し
た
が
、一
九
五

三
年
、日
本
政
府
は
国
内
の
酪
農

を
促
進
す
る
た
め
に「
有
畜
農
家

創
設
特
別
措
置
法
」を
制
定
し
ま

し
た
。こ
れ
を
契
機
に
乳
牛
が
積

極
的
に
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

酪
農
の
専
業
化
と
規
模
拡
大
が
推

進
さ
れ
て
日
本
の
酪
農
は
機
械
化

が
進
み
、そ
の
姿
を
変
え
て
い
き

ま
し
た
。

ま
ず
、五
〇
年
代
後
半
ご
ろ
に

「
バ
ケ
ッ
ト
ミ
ル
カ
ー
」の
普
及
が

始
ま
り
ま
し
た
。バ
ケ
ッ
ト
ミ
ル
カ
ー
と
は
、真
空

の
力
を
利
用
し
て
搾
乳
す
る
持
ち
運
び
可
能
な
バ
ケ

ツ
型
の
装
置
で
す
。牛
の
乳
頭
に
セ
ッ
ト
す
る
搾
乳

ユ
ニ
ッ
ト
や
真
空
パ
イ
プ
、真
空
ポ
ン
プ
な
ど
、い

く
つ
か
の
部
品
か
ら
構
成
さ
れ
、搾
っ
た
乳
は
搾
乳

管（
バ
ケ
ッ
ト
）に
直
接
集
め
ら
れ
ま
す
。搾
乳
に
か

か
る
時
間
と
労
力
は
大
幅
に
軽
減
さ
れ
、酪
農
家
の

働
き
方
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

六
〇
年
代
に
入
る
と
、バ
ケ
ッ
ト
ミ
ル
カ
ー
よ
り

さ
ら
に
省
力
化
さ
れ
、生
乳
を
牛
乳
処
理
室
に
直
接

技術革新著しい搾乳機械
日本政策金融公庫

テクニカルアドバイザー

加茂 幹男

つなぎ飼い牛舎で飼養する経営体ではパイプ
ラインミルカーが主流で、72.4％が導入
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こ
れ
は
耕
作
放
棄
地
を
解
消
す
る
た
め
に「
夜
の
農

作
業
」へ
の
参
加
を
募
る
も
の
で
、今
年
三
月
に
公
募
に

よ
る
親
子
連
れ
な
ど
で「
月
夜
の
農
業
ク
ラ
ブ
」を
立
ち

上
げ
、四
月
か
ら
満
月
を
含
む
一
週
間
の
夜
に
農
作
業

に
取
り
組
む
予
定
だ
。

実
は
こ
の
子
ど
も
た
ち
、新
聞
販
売
店
の
熊
日
宮
原

販
売
セ
ン
タ
ー（
以
下
、販
売
セ
ン
タ
ー
）で
私
が
設
立

し
た「
子
ど
も
記
者
ク
ラ
ブ 

ま
ち
の
課
題
解
決
・
探
究

コ
ー
ス
」の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。私
は
、子
ど
も
の
成
長

に
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
な
が
ら
、地
域
活

性
化
を
目
指
し
て
い
る
。な
ぜ
子
ど
も
の
人
材
育
成
を

目
指
す
の
か
。そ
れ
は
私
が
役
場
職
員
で
あ
っ
た
一
九

九
四
年
、一
〇
〇
年（
三
世
代
）ス
パ
ン
で
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
こ
と
を
人
生
の
目
標
に
掲
げ
、第
一
世
代

で
あ
る
私
の
役
目
は
次
代
を
担
う
人
材
の
育
成
だ
、と

決
意
し
た
か
ら
だ
。

明
確
な
目
標
が
定
ま
る
と
、仕
事
は
あ
く
ま
で
も
手

段
で
あ
る
と
認
識
し
始
め
た
。企
画
部
署
で
各
種
ま
ち

づ
く
り
に
一
〇
年
間
没
頭
す
る
も
、合
併
か
ら
三
年
半

後
の
二
〇
〇
九
年
に
氷
川
町
役
場
を
早
期
退
職
。長
野

県
小
布
施
町
の
一
般
財
団
法
人
小
布
施
町
振
興
公
社
に

お
い
て
営
業
部
長
の
傍
ら
、大
学
生
の
受
け
入
れ
と
子

ど
も
の
人
材
育
成
に
携
わ
っ
た
。し
か
し
、熊
本
日
日
新

聞
社
よ
り
新
聞
販
売
店
で
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組

み
を
期
待
さ
れ
、苦
渋
の
決
断
で
退
職
。一
〇
年
一
〇
月
、

販
売
セ
ン
タ
ー
の
代
表
に
就
任
し
た
。な
お
昨
年
三
月
、

ぎ
ろ
っ
ち
ょ
の
取
り
組
み
支
援
と
妻
の
実
家
の
果
樹
園

支
援
の
た
め
代
表
を
辞
任
し
、現
在
は
、配
達
と
ミ
ニ
コ

ミ
紙
、子
ど
も
の
人
材
育
成
を
担
当
し
て
い
る
。

就
任
当
初
、全
国
の
ま
ち
づ
く
り
の
仲
間
た
ち
か
ら

「
ま
ち
づ
く
り
を
諦
め
た
の
か
」「
な
ぜ
新
聞
販
売
店
の

店
主
な
の
か
」と
疑
問
に
思
わ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た

が
、そ
の
理
由
は
三
つ
あ
っ
た
。一
つ
目
は
、み
ず
か
ら

発
信
し
た
い
情
報
を
独
自
の
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
ミ
ニ
コ

ミ
紙
に
掲
載
し
、新
聞
に
折
り
込
ん
で
顧
客
に
配
達
で

き
る
こ
と
。二
つ
目
は
、学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
伴
う

Ｎ
Ｉ
Ｅ（N

ew
spaper in Education

：
教
育
に
新
聞

を
）の
推
進
に
よ
り
、学
校
や
子
ど
も
と
か
か
わ
り
、子

連
載
　
地
域
再
生
へ
の
助
走

役
目
は
次
代
を
担
う
人
材
育
成

氷
川
町
は
熊
本
県
の
中
央
部
に
位
置
し
、二
〇
〇
五

年
一
〇
月
、旧
宮
原
町
と
旧
竜
北
町
が
合
併
し
た
人
口

約
一
万
二
〇
〇
〇
人
の
町
で
あ
る
。町
の
中
央
部
を
清

流
・
氷
川
が
流
れ
る
。基
幹
産
業
は
農
業
で
あ
る
が
、就

農
人
口
は
年
々
減
少
し
耕
作
放
棄
地
は
増
加
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
小
さ
な
田
舎
町
で
最
近
話
題
を
集
め
て
い
る

の
が
、一
八
年
二
月
、女
子
中
学
生
五
人
が
耕
作
放
棄
地

の
解
消
を
目
的
に
設
立
し
た「
株
式
会
社
氷
川
の
ぎ
ろ

っ
ち
ょ
」で
あ
る
。全
国
か
ら
取
材
や
問
い
合
わ
せ
が
相

次
い
で
い
る
。昨
年
一
一
月
に
は
、内
閣
官
房
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
本
部
事
務
局
お
よ
び
、内
閣
府
地
方

創
生
推
進
事
務
局
主
催
の「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ま
ち
づ
く
り
ア

イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」に
お
い
て
、最
優
秀
賞
を
受
賞
し

て
い
る
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
は「
新
・
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
伝

説
～
月
夜
の
農
業
は
、ワ
ク
ワ
ク
感
が
た
ま
ら
な
い
よ

♪
～
」だ
。

ま
ち
づ
く
り
　む

らづ
くり　まちづくり　

む
ら
づ
く
りドットコム

.com
ま

ちづくり　むらづく
り

熊
本
県
八
代
郡
氷
川
町

中
学
生
が
地
域
お
こ
し
に
会
社
を
設
立

目
標
は
一
〇
〇
年
ス
パ
ン
の
ま
ち
づ
く
り

株
式
会
社
氷
川
の
ぎ
ろ
っ
ち
ょ
事
務
局
長

熊
日
宮
原
販
売
セ
ン
タ
ー

岩
本 

剛
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ど
も
の
人
材
育
成
を
担
う
大
義
が
あ
る
こ
と
。三
つ
目

は
、担
当
エ
リ
ア
が
町
内
だ
け
で
な
く
、氷
川
流
域
連
携

を
推
進
す
る
に
足
り
る
旧
五
町
村
に
及
ん
で
い
る
こ
と

で
あ
る
。全
国
に
広
が
る
大
学
教
授
や
社
会
人
な
ど
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
な
が
ら
、「
新
た
な
公
」と
し

て
自
治
体
の
壁
を
超
え
た
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る

と
確
信
し
た
の
で
あ
る
。

子
ど
も
記
者
ク
ラ
ブ
の
刺
激
的
な
活
動

代
表
就
任
当
時
、担
当
エ
リ
ア
の
約
四
四
〇
〇
世
帯

に
対
し
、二
三
〇
〇
世
帯
超
の
顧
客
が
あ
っ
た
。そ
の
半

数
以
上
は
旧
宮
原
町
以
外
の
顧
客
で
あ
り
、地
理
的
に

も
疎
か
っ
た
。そ
こ
で
、お
客
さ
ま
に
愛
さ
れ
る
店
づ
く

り
、地
域
活
性
化
へ
向
け
た
事
業
の
実
施
、大
学
生
や

子
ど
も
た
ち
の
人
材
育
成
、学
校
と
の
連
携
、ミ
ニ
コ
ミ

紙
な
ど
に
よ
る
地
域
情
報
の
発
信
、各
種
住
民
活
動
の

支
援
の
六
点
を
販
売
セ
ン
タ
ー
の
目
標
に
掲
げ
た
。

就
任
か
ら
五
カ
月
後
、地
域
を
愛
す
る
心
を
育
む
、

職
業
観
の
育
成（
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
）、ミ
ニ
コ
ミ

紙
に
よ
る
情
報
発
信
を
目
的
と
し
て
、「
子
ど
も
記
者
ク

ラ
ブ
」を
発
足
し
た
。対
象
者
は
新
聞
購
読
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、エ
リ
ア
内
の
小
三
か
ら
高
三
ま
で
で
、任

期
は
一
年
。発
足
時
に
一
八
人
だ
っ
た
子
ど
も
記
者
は
、

四
年
目
か
ら
六
〇
人
を
超
え
る
大
所
帯
に
成
長
し
た
。

成
長
の
要
因
と
し
て
は
、女
性
ス
タ
ッ
フ
の
き
め
細
や

か
な
サ
ポ
ー
ト
や
保
護
者
と
の
連
携
を
密
に
し
た
こ
と

に
加
え
、以
下
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
年
二
〇
日
ほ

ど
実
施
し
、ミ
ニ
コ
ミ
紙
へ
の
寄
稿
も
含
め
活
動
を
ポ

イ
ン
ト
化
す
る
こ
と
で
、活
発
な
子
ど
も
記
者
を
毎
年

表
彰
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

◇
学
習
系　

記
事・作
文・小
論
文
、ス
ピ
ー
チ
、農
作
業
、

対
面
販
売
、わ
ら
し
べ
ア
イ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
図
）な
ど
。

◇
食
育
系　

料
理
持
ち
寄
り
新
年
会
、お
菓
子
の
家
、

ク
ッ
キ
ー
、パ
ン
、ピ
ザ
作
り
、イ
チ
ゴ
狩
り
な
ど
。

◇
交
流
系　

大
学
生
と
夏
休
み
の
宿
題
お
助
け
塾
、交

流
会
、ガ
キ
大
将
養
成
講
座
な
ど
。大
学
教
授
と
県
外

研
修
、交
流
会
な
ど
。

さ
ら
に
五
年
目
か
ら
は
、県
外
研
修
を「
東
北
の
被

災
地
取
材
」か
ら「
関
西
の
大
学
訪
問
」へ
転
換
し
た
。

理
由
は
、二
〇
二
〇
年
度
の
大
学
入
試
改
革
へ
の
し
な

や
か
な
対
応
と
、よ
り
高
度
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め

で
あ
る
。同
志
社
大
学
や
龍
谷
大
学
な
ど
三
つ
の
大
学

を
訪
問
し
、大
学
の
授
業
や
教
授
ら
の
研
究
、さ
ら
に

毎
年
夏
に
訪
れ
る
大
学
生
の
ゼ
ミ
活
動
を
学
ん
だ
。遠

い
関
西
の
地
で
地
域
の
活
性
化
な
ど
の
取
り
組
み
を
知

profile
株式会社 氷川のぎろっちょ岩本 剛　いわもと つよし

1962年熊本県氷川町生まれ。
旧宮原町職員時代、まちづく
り情報銀行を設立し、住民総
参加の総合振興計画や里山に
おける環境学習ほか多数の主
要プロジェクトを担当。2008
年に氷川町役場を早期退職後、
長野県小布施町振興公社営業
部長に就任。10年熊日宮原販
売センター代表に就任。現在
は果樹農家。株式会社梵まち
つくり研究所取締役、全国大
学生政策アカデミー実行委員
長などを務めている。

2018年熊日宮原販売センター
が主宰する「まちの課題解決・
探究コース」１期生の女子中学
生５人が、耕作放棄地の解消を
目的に設立。草刈り部、農業部、
ひとづくり部、ものづくり部、
地域づくり部、広報部からなり、
社員は小学４年生から高校生
までの20人。全国から取材が
相次ぎ、その活動は21年度の
公民（中学校）や22年度の公共

（高校）の教科書に掲載が予定
されている。

①作業を
　手伝う

②みかんを
　もらう

③みかんを
　送る

④アイスを
　もらう

⑤アイスを
　売る

⑥お金を
　もらう

⑦研修に
　行く

⑧知恵を
　もらう

子ども記者クラブ
（作戦・運営）

全国各地 全国のお客さま

地元の農家 長野県小布施町
（小布施屋）

ハウス内で「新・ムーンライト伝説」の打ち合わせ

図 わらしべアイスプロジェクト



2020・3 AFCフォーラム　33

まちづくり むらづくり

社
会
的
責
任
を
果
た
す
べ
く
、中
学
生
な
が
ら
株
式
会

社
を
設
立
す
る
こ
と
を
決
め
た
。も
ち
ろ
ん
、私
は
そ
れ

が
大
変
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
何
度
も
伝
え
た
の
だ
が
、

初
志
を
貫
徹
す
る
こ
と
を
予
感
し
て
い
た
。今
ど
き
の

女
子
は
愛
嬌
も
度
胸
も
兼
ね
備
え
て
い
る
の
だ
。そ
し

て
一
年
後
、会
社
設
立
と
運
営
の
資
金
を
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
募
集
し
、地
元
住
民
か
ら
の
金
額
を

含
め
一
六
二
人
か
ら
二
三
〇
万
円
の
寄
付
が
集
ま
っ
た
。

設
立
後
の
動
き
に
つ
い
て
は
、紙
面
の
都
合
上
、ぎ
ろ

っ
ち
ょ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
が
、一

年
目
は
三
人
が
高
校
受
験
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、地
元

に
無
い
農
産
物
の
実
験
栽
培
や
学
習
会
、か
ん
き
つ
類

の
販
売
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
と
ど
ま
っ
た
。そ
し
て

二
年
目
の
今
年
度
は
、約
六
反
の
耕
作
放
棄
地
で
黒
豆

や
小
豆
、ス
ダ
チ
や
エ
リ
ア
ン
サ
ス
な
ど
の
栽
培
を
行

っ
た
が
、草
の
撤
去
に
て
こ
ず
り
、種
ま
き
後
に
豪
雨
に

よ
る
水
没
を
経
験
。長
雨
も
あ
っ
て
、思
う
よ
う
な
収

穫
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。こ
れ
は
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
私

の
責
任
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
く
、新
聞
店
代
表
を
辞

任
し
た
直
後
で
慌
た
だ
し
か
っ
た
こ
と
、ま
た
妻
の
実

家
の
果
樹
園
の
手
伝
い
が
あ
っ
た
。さ
ら
に
土
日
に
雨

や
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
が
集
中
し
た
こ
と
で
、思
う
よ
う

な
農
作
業
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。こ

れ
ら
を
踏
ま
え
、新
年
度
は「
月
夜
の
農
業
ク
ラ
ブ
」に

よ
る
取
り
組
み
に
加
え
、大
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
や

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
方
で
、彼
女
た
ち
の
成
長
は
著
し
い
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
力
や
企
画
力
が
増
し
た
こ
と
で
自
信
を
付
け
、

社
会
の
一
員
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
に
は
頭

が
下
が
る
思
い
で
あ
る
。保
護
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
は

身
内
ゆ
え
辛
口
な
こ
と
も
あ
る
が
、家
庭
内
で
も
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
会
話
が
増
え
て
い
る
よ
う
だ
。ま
た
、

社
員
は
、昨
年
九
月
よ
り
二
市
一
町
の
小
四
か
ら
高
二

ま
で
の
二
〇
人
と
な
っ
た
。後
輩
の
二
～
四
期
生
の
活

動
テ
ー
マ
は
違
う
も
の
の
、サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
彼

女
た
ち
は
後
輩
に
と
っ
て
憧
れ
の
的
で
あ
る
。彼
女
た

ち
は
サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
連
携
を
深
め
、後
輩
た
ち
の
育

成
も
目
指
し
て
い
る
。

虹
を
懸
け
続
け
る
存
在
で
あ
り
た
い

冒
頭
、「
一
〇
〇
年
ス
パ
ン
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
」こ
と
を
人
生
の
目
標
に
掲
げ
て
い
る
と
紹
介
し
た

が
、現
在
、私
は
氷
川
町
と
氷
川
流
域
の
二
〇
年
後
を

次
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。一
つ
目
が
、子
育
て

環
境（
自
然
、人
、地
域
、教
育
機
関
）が
充
実
し
、コ
ン

パ
ク
ト
な
町
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
。二
つ
目
が
、全

国
の
高
等
教
育
機
関
や
地
域
・
団
体
と
の
連
携
に
よ
り
、

刺
激
的
な
交
流
が
あ
る
こ
と
。三
つ
目
が
、複
数
の
産
業

や
生
業
が
共
存
す
る
こ
と
で
雇
用
の
場
が
あ
り
、多
様

な
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
こ
と
だ
。今
後
も
大
学
と
の

連
携
や
大
学
生
の
ま
ち
づ
く
り
参
加
、子
育
て
環
境
の

充
実
を
図
れ
ば
、ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
氷
川
流
域
と
し
て

知
的
好
奇
心
を
そ
そ
る
地
域
の
実
現
が
期
待
で
き
る
。

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
つ
も
り
だ
。

数
年
後
、現
在
学
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
の
多
く
は

町
を
出
て
、新
た
な
学
び
に
励
ん
で
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

一
方
、私
は
も
う
す
ぐ
還
暦
を
迎
え
る
が
、後
輩
た
ち
の

育
成
と
雇
用
の
創
出
な
ど
に
も
力
を
注
ぎ
た
い
。刺
激

的
な
活
動
を
す
る
こ
と
で
、子
ど
も
た
ち
に
虹
を
懸
け

続
け
る
存
在
で
あ
り
た
い
。そ
し
て
、い
つ
か
子
ど
も
た

ち
が
そ
の
虹
を
駆
け
て
来
て
、私
の
後
に
続
い
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。 

っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、以
前
に
も
増
し
て
地
元
に
つ
い

て
関
心
を
示
し
始
め
た
。

そ
し
て
そ
の
翌
年
、か
ね
て
よ
り
目
指
し
て
い
た「
ま

ち
の
課
題
解
決
・
探
究
コ
ー
ス
」を
立
ち
上
げ
た
。一
期

生
と
し
て
手
を
挙
げ
た
の
は
小
五
か
ら
中
一
の
女
子
六

人
で
、中
学
生
を
除
き
県
外
研
修
の
参
加
者
で
あ
っ
た
。

同
コ
ー
ス
の
目
的
を「
不
透
明
な
時
代
を
生
き
抜
く
力

を
育
む
」と
し
、「
地
域
を
見
て
、多
様
な
視
点
か
ら
発

見
す
る
力
」「
自
ら
進
ん
で
考
え
、仲
間
と
議
論
す
る
力
」

「
企
画
立
案
し
、課
題
を
解
決
す
る
力
」「
活
動
を
振
り

返
り
、さ
ら
に
行
動
す
る
力
と
見
切
る
力
」「
学
び
を
通

し
て
、人
や
地
域
に
希
望
や
元
気
を
与
え
る
力
」と
い
う

五
つ
の
力
の
醸
成
を
掲
げ
た
。

有
料
の
塾
で
市
場
を
創
出

こ
の
コ
ー
ス
の
特
徴
は
、毎
月
活
動
費
と
し
て
五
〇

〇
〇
円
を
徴
収
し
、毎
週
一
回
二
時
間
の
定
例
学
習
会

と
、月
に
一
度
の
保
護
者
報
告
会
を
開
く
こ
と
だ
。知
人

か
ら
は「
田
舎
で
有
料
の
人
材
育
成
を
行
う
こ
と
が
成

り
立
つ
の
か
」と
驚
か
れ
た
が
、有
料
に
す
る
こ
と
で
今

後
同
業
の
出
現
を
促
し
た
い
の
で
あ
る
。先
行
き
不
透

明
な
時
代
に
、行
政
の
施
策
や
学
校
教
育
の
充
実
な
ど

を
待
っ
て
い
る
余
裕
は
無
い
。Ａ
Ｉ
の
進
化
も
追
い
風

と
捉
え
、人
材
育
成
塾
の
供
給
が
増
え
れ
ば
、需
要
が

掘
り
起
こ
さ
れ
る
だ
ろ
う
。必
然
的
に
私
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
る
が
、供
給
側
の
相

乗
効
果
に
よ
り
人
材
育
成
の
市
場
を
創
り
出
し
た
い
の

で
あ
る
。

さ
て
、一
期
生
は
二
回
の
ま
ち
歩
き
と
課
題
の
絞
り

込
み
な
ど
を
経
て
テ
ー
マ
を「
耕
作
放
棄
地
」に
決
定
し

た
。ま
た
実
施
主
体
に
つ
い
て
は
、彼
女
た
ち
の
覚
悟
と
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読まれてます 三省堂書店農林水産省売店（2020年1月１日〜1月31日・税抜）

ス
ケ
ボ
ー
に
乗
っ
て
颯さ

っ

爽そ
う

と
テ
レ
ビ
に
現
れ
た
こ
の

若
い
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
の
姿
を
目
に
し
た
人
も
い
る
だ

ろ
う
。私
も
ま
さ
か
彼
の
提
唱
す
る
哲
学
が
、こ
ん
な
に

現
実
を
見
事
に
切
開
し
て
く
れ
る
と
は
思
い
も
し
な

か
っ
た
。主
な
理
由
は
二
つ
あ
る
。

か
つ
て
日
本
人
は
、ネ
イ
チ
ャ
ー
の
意
味
で
あ
る「
自

然
」と
い
う
言
葉
を
持
た
な
か
っ
た
。そ
れ
は
明
治
二
〇

年
代
に
や
っ
と
日
本
語（
翻
訳
語
）と
な
っ
た
。か
つ
て

の
日
本
人
に
は
、山
や
川
や
生
き
物
は
存
在
し
た
が
、

“
自
然
”は
存
在
し
な
か
っ
た
。な
ぜ
な
ら
先
祖
は
自
然

の
一
員
と
し
て
生
き
て
い
た
か
ら
、自
然
を
外
か
ら
見

る
ま
な
ざ
し
を
持
た
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

こ
の
問
題
を「
世
界
」全
体
に
広
げ
て
、す
べ
て
の
も

の
は
存
在
す
る
が（
竜
な
ど
の
動
物
も
認
識
上
は
存
在

す
る
が
）、「
世
界
」だ
け
は
存
在
し
な
い
、と
主
張
す
る

の
が
マ
ル
ク
ス
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
だ
。

二
つ
目
は
従
来
の
学（
農
学
も
科
学
も
）は
観
察
者

（
行
為
者
）が
い
て
も
い
な
く
て
も
関
係
な
く
、現
実
は

存
在
す
る
と
す
る
。と
こ
ろ
が
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
思
想

は
逆
に
、現
実
は
観
察
者
次
第
で
ど
う
に
で
も
な
る
も

の
で
、イ
メ
ー
ジ（
思
考
）だ
け
が
存
在
す
る
と
し
た
。

二
九
歳
で
ド
イ
ツ
の
ボ
ン
大
学
の
教
授
に
着
任
し
た

ガ
ブ
リ
エ
ル
は
、ど
ち
ら
も
間
違
っ
て
い
る
と
言
う
。そ

の
結
果
ど
う
な
る
か
。私
た
ち
百
姓
の
見
解
も
、学
者
の

見
解
も
同
列
・
同
等
に
な
る
の
で
あ
る
。こ
の
哲
学
を

「
新
し
い
実
在
論
」と
呼
ぶ
。

例
え
ば
、蛙
が
目
の
前
に
跳
び
出
し
て
き
た
と
し
よ

う
。科
学
は
光（
電
磁
波
）が
目
に
入
り
、電
気
信
号
に
変

わ
り
、脳
の
中
に
視
覚
像
を
結
び
蛙
が
見
え
る
と
説
明

す
る
。こ
の
説
明
で
は
、蛙
は
脳
の
中
に
存
在
す
る
こ
と

に
な
る
。こ
う
し
た
科
学
的
な
説
明
に
私
た
ち
は
慣
れ

て
く
る
と
、自
分
の
直
観
や
観
察
を
劣
っ
た
も
の
と
み

る
よ
う
に
な
る
が
、そ
う
で
は
な
い
の
だ
。

本
書
の
三
分
の
一
を
占
め
る
彼
の「
戦
後
哲
学
史
」講

座
も
必
読
だ
。こ
れ
ほ
ど
哲
学
が
現
実
と
深
い
関
係
に

あ
っ
た
な
ん
て
、ほ
ん
と
う
に
驚
い
た
。一
例
を
挙
げ
る

な
ら
、現
在
の
資
本
主
義
を
け
ん
引
し
た
新
自
由
主
義

は
、実
は
世
界
は
イ
メ
ー
ジ
の
投
影
だ
と
し
た
ポ
ス
ト

モ
ダ
ン
の
哲
学
を
、経
済
概
念
に
移
し
替
え
た
の
だ
そ

う
だ
。彼
ら
の
方
が
哲
学
を
う
ま
く
利
用
し
て
い
て
、反

対
派
は
不
勉
強
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
本
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
の
書
籍
版
で
あ
る
が
、実
に

丹
念
に
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
言
葉
を
拾
っ
て
い
る
。彼
自
身

の
哲
学
一
般
書『
な
ぜ
世
界
は
存
在
し
な
い
の
か
』（
講

談
社
選
書
メ
チ
エ
）も
ぜ
ひ
読
ん
で
ほ
し
い
。�

時
代
と
切
り
結
ぶ
哲
学
も
あ
る

宇
根�
豊

（
百
姓
・
思
想
家
） （NHK出版新書・820円 税抜）

『
マ
ル
ク
ス
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
　

欲
望
の
時
代
を
哲
学
す
る
』

丸
山 
俊
一+
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
欲
望
の
時
代
の
哲
学
」制
作
班 

著

タイトル 著者 出版社 定価
1 逆転の農業 技術・農地・人の三重苦を超える 吉田 忠則／著 日本経済新聞出版社 1,800円
2 農政改革 行政官の仕事と責任 奥原 正明／著 日本経済新聞出版社 1,600円
3 絶望の林業 田中 淳夫／著 新泉社 2,200円
4 最新版 図解 知識ゼロからの現代農業入門 八木 宏典／監修 家の光協会 1,300円
5 最新版 図解 知識ゼロからのコメ入門 八木 宏典／監修 家の光協会 1,500円
6 Q&Aでよくわかる 知識ゼロからの農産加工入門 尾崎 正利／著 家の光協会 2,000円
7 OECD政策レビュー・日本農業のイノベーション OECD／編著 大成出版社 3,000円
8 アグリカルチャー4.0の時代 農村DX革命 三輪 泰史、井熊 均、木通 秀樹／著 日刊工業新聞社 2,300円
9 誰も農業を知らない プロ農家だからわかる日本農業の未来 有坪 民雄／著 原書房 1,800円
10 農と食と地域をデザインする――旗を立てる生産者たちの声 長岡 淳一・阿部 岳／著 新泉社 2,200円
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「
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業
経
営
セ
ミ
ナ
ー
」

に
、株
式
会
社
マ
イ
ナ
ビ
の
池
本
博
則

氏
と
株
式
会
社
セ
コ
マ
の
丸
谷
智
保
氏

が
登
壇
。池
本
氏
は
昨
今
の
若
者
の
職

場
選
び
の
傾
向
と
と
も
に
、自
社
の
経

営
の
特
徴
を
雇
用
に
つ
な
げ
る
コ
ツ
を
、

丸
谷
氏
は
過
疎
化
や
食
品
ロ
ス
な
ど
地

域
課
題
を
考
え
る
経
営
が
ブ
ラ
ン
ド
力

形
成
に
つ
な
が
る
こ
と
を
語
り
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
後「
若
者
の
本
音
が
興
味

深
か
っ
た
」「
地
域
が
持
つ
も
の
を
見
つ

め
直
し
、独
自
の
町
お
こ
し
を
し
た
い
」

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
二
月
一
〇
日
、於
：
北
見
市
、参
加

者
：
農
業
経
営
者
な
ど
八
〇
人

 

（
北
見
支
店
）

雇
用
問
題
や
地
域
課
題
に

農
業
経
営
が
貢
献
で
き
る
こ
と地域密着の経営を語る丸谷氏

セミナー

　

千
葉
県
農
業
協
会
と
の
共
催
で
お
客

様
交
流
会
を
開
催
。株
式
会
社
千
葉
ジ 

ェ
ッ
ツ
ふ
な
ば
し
の
島
田
慎
二
会
長
が
、

従
業
員
の
や
る
気
を
引
き
出
す
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
術
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
す
る
こ

と
の
重
要
性
に
つ
い
て
、自
身
の
経
験

を
交
え
て
語
り
ま
し
た
。参
加
者
か
ら

は「
自
分
の
経
営
を
見
つ
め
直
し
、社
員

と
よ
く
話
し
た
い
」な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、農
業
・
食
品
業
者
の
販
路
開

拓
・
輸
出
支
援
の
た
め
、ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ

チ
ン
グ
も
同
時
開
催
し
ま
し
た
。

　

一
一
月
一
五
日
、於
：
成
田
市
、参
加

者
：
公
庫
お
客
さ
ま
な
ど
一
〇
三
人

 

（
千
葉
支
店
）

林
業
の
専
門
家
が
語
る

里
山
や
木
材
利
用
の
可
能
性

千
葉
ジ
ェッ
ツ
に
学
ぶ

経
営
を
強
く
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ熱気あふれる講演に参加者は聞き入っていました

映像を多用した講演が好評でした

交流会

交流会

　

富
山
県
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
連

絡
協
議
会
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
お
い
て
、都
市
整
備
事
業
か
ら

野
菜
の
水
耕
栽
培
に
参
入
し
た
北
陸
機

材
株
式
会
社
の
川
本
元
裕
氏
が
、「
異
業

種
か
ら
の
農
業
参
入
」を
テ
ー
マ
に
講

演
。植
物
工
場
を
設
立
し
た
経
緯
と
今

後
の
課
題
や
展
望
な
ど
、自
社
の
事
業

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
経
営
の
多
角
化
を

め
ざ
す
農
業
参
入
の
成
功
事
例
と
し
て

参
考
に
な
っ
た
」な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

一
一
月
二
八
日
、於
：
富
山
市
、参
加

者
：
県
内
の
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

な
ど
二
五
人 

（
富
山
支
店
）

異
業
種
か
ら
の
農
業
参
入
を

実
例
か
ら
学
ぶ

植物工場の映像を興味深く見る参加者

アド
バイザー

　

近
畿
の
林
業
関
係
者
の
交
流
を
目
的

と
し
た「
公
庫
林
業
資
金
友
の
会
」を

開
催
。京
都
府
立
林
業
大
学
校
の
只
木

良
也
校
長
が「
里
山
機
能
の
重
要
性
」、

法
政
大
学
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
の
網
野
禎

昭
教
授
が「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
建
築
に
み

る
今
後
の
木
材
利
用
の
可
能
性
」と
い

う
テ
ー
マ
で
そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
里
山
の
重
要
性
に

改
め
て
気
付
い
た
」「
今
後
の
木
材
利
用

の
新
し
い
可
能
性
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
」と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
一
月
二
六
日
、於
：
京
都
市
、参
加

者
：
近
畿
二
府
四
県
の
林
業
関
係
者
三

一
人
、林
野
庁
近
畿
中
国
森
林
管
理
局

な
ど 

（
近
畿
地
区
総
括
課
）



36　AFCフォーラム 2020・3

認定農業者の皆さまへ

自主性と創意工夫を活かした
経営改善を応援します
経営改善に取り組む認定農業者の皆さまのさまざまなニーズにお応えします。

■スーパーL資金（農業経営基盤強化資金）

ご 利 用 い た だ け る 方 認定農業者（農業経営改善計画を作成して市町村長の認定を受けた個人・法人）
※なお、個人の場合、簿記記帳を行っていること、または今後簿記記帳を行うことが条件となります。

資金の使いみち

農業経営改善計画の達成に必要な次の資金
ただし、経営改善資金計画を作成し、市町村を事務局とする特別融資制度推進会議の認定を受け
た事業に限ります。

農地など 取得のほか、改良・造成も対象となります。

施設・機械 農産物の処理加工施設、店舗などの流通販売施設も対象となります。

果 樹 ・
家畜など 購入費、新植・改植費用のほか、育成費も対象となります。

その他の
経 営 費 規模拡大や設備投資などに伴って必要となる原材料費、人件費などが対象となります。

経 営 の
安 定 化 負債の整理（制度資金は除く）などが対象となります。

法人への
出 資 金 個人が法人に参加するために必要な出資金などの支払いが対象となります。

ご 融 資 条 件

融 資
限 度 額

【個人】3億円（特認6億円）
【法人】10億円（特認20億円［一定の場合30億円］）

ご 返 済
期 間 25年以内（うち据置期間10年以内）

利率（年）期間により異なる利率が適用されます。詳しくはお問い合わせください。

担 保 ・
保 証 人 ご相談の上、決めさせていただきます。 

ご留意いただきたい事項

1. 審査の結果により、ご希望に沿えない場合がございます。
2. 上記以外にも資金をご利用いただくための要件などがございます。
 詳しくは、事業資金相談ダイヤル（0120-154-505）または最寄りの日本政策金融公庫支店（農 
 林水産事業）までお問い合わせください。



編集後記
「
酪
農
養
豚
合
理
化
進
む
」、生
ま
れ

育
っ
た
村
で
親
し
ま
れ
て
い
た
郷
土
カ
ル

タ
の「
ら
」の
札
で
す
。現
在
で
は
改
訂
さ
れ

姿
を
消
し
た
よ
う
で
す
が
、四
〇
年
以
上
前

に
詠
ま
れ
て
い
た
も
の
で
す
。当
時
か
ら
酪

農
の
合
理
化
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
い
知
れ
ま
す
が
、今
の「
ギ
ガ
フ
ァ
ー

ム
」「
ス
マ
ー
ト
酪
農
」の
姿
は
想
像
も
で
き

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。四
〇
年
後
の
酪
農
の

姿
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。�

（
西
山
）

「
湯
田
牛
乳
公
社
」の
主
力
商
品「
厚

子
」。名
前
の
由
来
で
あ
る
生
産
者
の
奥
様

（
お
母
さ
ん
）の
温
か
さ
を
感
じ
る
親
し
み

深
い
逸
品
で
す
。東
京
の
ス
ー
パ
ー
で
再

会
し
、盛
岡
支
店
時
代
に
親
し
ん
で
い
た

お
い
し
さ
を
思
い
出
し
ま
し
た
。た
だ
さ

す
が
の
人
気
商
品
、入
荷
本
数
の
少
な
さ

か
ら
売
り
切
れ
て
い
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。

一
消
費
者
と
し
て
生
産
量
拡
大
が
実
現
す

る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。（
高
雄
）

「
地
域
再
生
へ
の
助
走
」岩
本
さ
ん
の
構

想
は
、第
二
世
代
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
引

き
継
ぎ
拡
大
、第
三
世
代
で
あ
ら
ゆ
る
展

開
を
可
能
に
す
る
と
い
う
も
の
。社
名
の

ぎ
ろ
っ
ち
ょ
は
清
流
氷
川
の
シ
ン
ボ
ル
の

魚
、ヨ
シ
ノ
ボ
リ
か
ら
。目
と
腹
部
の
吸
盤

が
特
徴
で
、地
域
を
見
据
え
、環
境
に
流
さ

れ
ず
頑
張
る
な
ど
の
意
味
を
込
め
た
そ

う
で
す
。若
者
の
会
社
、ぎ
ろ
っ
ち
ょ
の
今

後
の
活
動
を
応
援
し
た
い
で
す
。�（
城
間
）

「
変
革
は
人
に
あ
り
」は
、日
本
と
ベ
ト

ナ
ム
で
米
の
栽
培
と
加
工
に
取
り
組
む
伊

藤
さ
ん
。両
国
の
お
米
が
海
を
渡
り
、「
本

場
の
米
」を
自
国
に
居
な
が
ら
楽
し
め
る

こ
と
に
深
い
感
慨
を
覚
え
ま
す
。実
は
、私

と
高
校
生
の
娘
は
フ
ォ
ー
の
食
べ
歩
き
が

趣
味
。新
開
発
の
製
麺
機
が
流
通
し
、日

本
産
の
ベ
ト
ナ
ム
米
で
作
る
本
格
的
な

フ
ォ
ー
の
店
が
全
国
展
開
す
る
日
が
待
ち

遠
し
い
で
す
。�

（
竹
中
）

■編集
　前田�美幸　　西山�大也　　高雄�和彦
　山本�晶子　　城間�綾子　　竹中�夕美�
　鈴木�晃子
■編集協力
　青木�宏高　　村田�泰夫

■定価　514円（税込）
ご意見、ご提案をお待ちしております。
巻末の児童画は全国土地改良事業団体連合会�

　主催の「ふるさとの田んぼと水」子ども絵画展�
　の入賞作品です。

■販売
　株式会社日本食糧新聞社
　〒104-0032　東京都中央区八丁堀2-14-4
　ヤブ原ビル
　Tel．03（3537）1311
　Fax．03（3537）1071
　ホームページ　
　http://info.nissyoku.co.jp/koudoku/
　お問い合わせフォーム　
　http://info.nissyoku.co.jp/modules/form_mail/

■印刷　凸版印刷株式会社

■発行
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♠︎
一
月
号
の「
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

輝
く
経
営
大
賞
」の
舟
形
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー

ム
の
記
事
に
感
服
し
た
。

　
世
界
中
で
食
さ
れ
、グ
ロ
ー
バ
ル
品
目

と
位
置
付
け
ら
れ
る
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム

だ
が
、日
本
で
は
隙
間
産
業
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。生
シ
イ
タ
ケ
や

シ
メ
ジ
、エ
ノ
キ
ダ
ケ
な
ど
と
違
い
、日

農
市
況
の
主
要
品
目
に
入
っ
て
お
ら
ず
、

キ
ノ
コ
類
の
中
で
も「
そ
の
他
部
類
」と

し
て
扱
わ
れ
る
品
目
だ
。

　
し
か
し
、長
澤
さ
ん
は
三
〇
年
も
前
に

マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
に
注
目
し
て
、着
実
に

事
業
を
拡
大
し
て
き
た
。そ
の
先
見
性
に

敬
意
を
表
し
た
い
。

　

ま
た
、舟
形
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
に
大
賞

を
授
与
し
た
大
泉
会
長
を
は
じ
め
選
定

委
員
の
皆
さ
ん
の
視
点
の
確
か
さ
に
も

賛
辞
を
送
り
た
い
。地
方
の
農
業
者
に
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
る
機
会
を
つ
く

る
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
の
役
割
も

大
き
く
、今
後
も
楽
し
み
で
あ
る
。

（
東
京
都
練
馬
区　

今
野�

聰
）

メール配信サービスのご案内

　日本公庫農林水産事業本部では、メール配
信による農業・食品産業に関する情報の提供を
しています。メール配信サービスの主な内容は次
の4点です。

①日本公庫の独自調査（農業景況調査、食品
産業動向調査、消費者動向調査など）結果
②公庫資金の金利情報や新たな資金制度の
ご案内、プレス発表している日本公庫の最新
動向
③農業技術の専門家である日本公庫テクニカ
ルアドバイザーによる農業・食品分野に関する
最新技術情報「技術の窓」
④日本公庫が発行する『ＡＦＣフォーラム』『アグ
リ・フードサポート』のダウンロード

　メール配信を希望される方は、日本公庫のホー
ムページ（https://www.jfc.go.jp/n/service/
mail_nourin.html）にアクセスしてご登録くださ
い。　　　　　　　　�　　　（情報企画部）

み
ん
な
の
広
場
へ
の
ご
意
見
募
集

　

本
誌
へ
の
感
想
や
農
林
漁
業
の
発
展
に
向
け

た
ご
意
見
な
ど
を
同
封
の
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に

て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。「
み
ん
な
の
広
場
」に
掲
載

し
ま
す
。二
〇
〇
字
程
度
で
す
が
、誌
面
の
都
合

上
、編
集
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

掲
載
者
に
は
、薄
謝
を
進
呈
し
ま
す
。

［
郵
送
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
先
］

〒一〇
〇
︲
〇
〇
〇
四

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町一︲
九
︲
四

大
手
町
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
シ
テ
ィ�

ノ
ー
ス
タ
ワ
ー

日
本
政
策
金
融
公
庫

農
林
水
産
事
業
本
部

Ａ
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
編
集
部

Ｆ
Ａ
Ｘ　
〇
三
︲
三
二
七
〇
︲二
三
五
〇
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国
産
に
こ
だ
わ
り 

農
と
食
を

つ
な
ぎ
ま
す
。

国
産
に
こ
だ
わ
り 

農
と
食
を

つ
な
ぎ
ま
す
。

第15回 アグリフード EXPO 東京 2020
プロ農業者たちの国産農産物・展示商談会

10:00～17:00 10:00～16:00

会場

日時 主催11月5日/6日木 金

東京ビッグサイト 西2ホール
日本政策金融公庫

A
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発
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）
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発
行
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京
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3270）2268
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販
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社
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新

聞
社

　
〒

104-0032 東
京

都
中

央
区

八
丁

堀
2-14-4 ヤブ
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●●次代に継ぐ

『大切な水路』嶋村 美月　埼玉県行田市立太田西小学校



AFCフォーラム 読者アンケート（2020年3月号）
「AFCフォーラム」をご愛読いただきまして、ありがとうございます。本誌をより充実させるために、

アンケートにご協力をお願いいたします。このままFAXか郵送でお送りください。

お名前（フリガナ）

ご住所 〒 ―

性　別

男性
歳女性

年　齢 職　業

―tel. ―

FAX  03-3270-2350扌 扌

【お問い合わせ先】 日本政策金融公庫農林水産事業本部　情報企画部情報サービスグループ
電話 03-3270-2268、 E-mail anjoho@jfc.go.jp

3 本誌への感想や農林漁業の発展に向けたご意見などを200字程度でお寄せください。
選定の上、本誌「みんなの広場」に掲載させていただきます。
掲載の場合には薄謝を進呈いたします（匿名での投稿はご遠慮ください）。
なお紙面の都合上、編集させていただく場合がありますので、あらかじめご了承ください。

AFCフォーラム編集部宛

ご協力ありがとうございました。

1 掲載記事について、内容はいかがでしたでしょうか？（○をご記入ください）

2 AFCフォーラムで取り上げてほしい特集テーマがありましたら、ご記入ください。

頁 記事区分 良かった どちらとも
いえない 良くなかった 頁 記事区分 良かった どちらとも

いえない 良くなかった

2 観天望気 23 経営紹介
3

特集
メガロボットファーム化進む北海道酪農 25 主張・多論百出

7 先細りの都府県酪農、復活の糸口とは 27 変革は人にあり
11 カッコイイ酪農へ、スマート農業の挑戦 30 耳よりな話
15 情報戦略レポート 31 まちづくりむらづくり
19 農と食の邂逅 34 書　評
22 フォーラムエッセイ 35 インフォメーション




